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わが郷土は,その美しい山河のた ずゝ哉lVhの 中に,幾多の古墳を抱 k/・ ている。

しかもこれ等の古墳に対しては,相当古 くから盗掘濫掘が行われた形跡があう,

更に今後もその虞れがあることを思えば,今にしてこれら古文化財に対し保護を

加えて学術的研究の途を確立しなけれ麿ならないことが痛蔵されるのくある。

本市に於いては,一昨年文化財保護法の施行を機に,い さ かゝ同法公布の趣旨

に添うべ く,岡 山大学に委嘱して市内佐羮山に追る処女古墳一基の完全発掘を行

うことにした。時恰も巌寒の頃とて,連 日膚を刺すような風が吹き荒び粉雪のち

らつく中を,二 ヶ月に亘つて真摯な発掘作業が継続せられた。その間わが市民は

挙つてこの事業に協力し,又同学の士も遠近から訪れてこれに援助の手をさしの

べられた。

発掘の経過はアイノレムに収められ出土品は残 らず市立郷土舘に展示し汎 く公開

されているが, この度その報告書を公刊する運びに至つたのである。

この事業によつて,本地方に於ける考古学に対する関心と古文化保護の熱意が

湧然として高哉 うつゝあるを見て,ひそかに会心事としている次第であるが,更

に本書の刊行によつて些かなうとも新学の発展に寄与し得られるなら欣快これに

過ぎるものはない。

最後に,本研究に従事せられた岡山大学,並びに御援助を頂いた各方面の方々

に篤 く戚謝の意を表したい。

昭 和 27年 3月

島 琢津 山市長 中 之



し

曾つて長いあいだ,瀞秘主義のばけ物にとりつかFLて いた日本の古代史は, その買の姿彩,

今度は,底知れないノスタルヂアの深淵に,落とし込ま心れようとlンている。デイレツタィト

と「骨董屋」の続出の前に,考古学は,はたと,立ちどなつているかのようにすら見える。穎

法合の下に,次から次えと代え難い遺跡は破壊され,続々と貴重なるべき吉墳墓は,盗掘の無

残を,露呈してヤヽる。

すべて一連のものと,いつてょいであろうこのような潮の中で,地 方々たの屋史は,所 謂

「郷土史」の偏央と固随の中に再び囚留的な深いなむりに活ちこもうとしている。買の愛國心

は,員の歴史を知ることによつてのみ,獲得されるということが、ヌ実である限り,これは下

つの危機であるといゎなければならない。

このような状況の下に,1950年 , 津山市及び津山市民は,我たの前に、素晴しい課題

と,all期的な訂劃とを提示した。美作図の吉代史………その考吉学的桝究……・の究明が,それで

ある。それは、貸すに長時間の忍耐と深い理解を,加 うるに我々自身の不断の方法論的反省を

以つてすれば,芙作吉代史の買の姿を再膳成する端緒ともいうべき第一歩を,踏み出すに足る

構想であつた。貧蒻な我々の力が,ど こ査でその目標に近づくことが出茶るかを,絶えず顧慮

しつつも,.我々は積極的にその事業に参加した。その結果,1951年 巌各,津山市民の好意
と理解の下に,先づ調査�象に滲び上つた佐良山古壌群の調査【着手した。

本書は, この第一回の調査の忠笑な記録であり,加えて, 今後長期間に二つて確続心れる

べき調査に備えての,問題の提起と見透しの若千を,その内容に有つものである。我々の方法

論の具体化は,極めて貧と,い形をもつて,後者に,現われるであろう。しかるにあえて発堀

報告の各章に,「考察」乃至「結び」の項を設けることをしなかつたのは,これがただ撃なる

reSumeに堕することえの顧慮と,よ う以上に,今後教年間の調査の途行によつて得られるで

あろうより全般的な見透なり年代観なりえの期待とを,有つ/Cがゆえにほかならはい。我力の

調査に,点力と現われた幾多の欠陥と不備とは,やがて賃施心れる第二女 。第二女の調査 蘭

究に冷ぃて,克服されるであろぅと,1ひそかに念願しつつ,と りあえか,この第一船を途り出

す。諸賢9忌憚ない批判と理解ある蛇正とを,心からLF_むものである。

調査・整理 。研究に際しては,多 くの人々の援助と好意を受けたと経始一貫して,我力の調

査の円滑な途行に,援助を興え,揚力を示した全津山市民,津山市議会,津山市当局に,夫づ

心からの感謝を,捧げたいも中でも,直接その局にあ//cられ/c………………津 JI市和田義―・因政

きy,ミは



輝郎・古元宗 。須と,武雄 を川端克己・柿内健治 `間 ,二十二・白石哲その他の諮氏,吉村茂氏を

はじめとする佐良山小学校教員名位,日外速・ 日下元染雨氏を中心とする佐良山吉填保存会の

有志,弐々を常に激励された医師立「凡〈糖知郎博士 ,江原昌千博士,及び発柄を快よく承諾され

た地主山本稔 C津高仲江の雨氏1宿谷の世話を願つた畑肇氏御一妖″等 ・々―・・ャ・・に掛しては,

特に御ネL申 し_Lげたい。

発堀調査に際しては,速路茶検され,困難な中宮第一考」(発掘を我々と共に途行された名古

屋大学文彰部槍崎彰一氏,発都の全過程に互つて,哉力を・FIJJけた岡山大学法文学部挙生雨式彦

三氏,倉敦考古餌鎌卜義昌氏,黒川浩氏 ,・夏に,前橋英夫教官を ヴ…ダーとする成美高等単校

犯I土史部の生徒諮君……特に山田清之・瀞原英期 。今井発 。数見保幸の諸君………津山市南中孝

生徒山田英輔 e汗非宏浦 t河本清 6河本目茂の諸君,金川高等孝校教官江坂造氏,森統子氏 ,

岡山大学学生藤井学・西本津二の爾君,その他多くの方力の援助を受けた。厚く感謝の意を表

明したい。又,我 }々よ ,辛抱張く我力と行を共にしたカメテマン宇野買佐男氏の努力に,大き

な敬意を,携わなければならない。発tlri後の整理研究に関しては,京都大學考古學敦豊梅原末

治博士の御枚示をはじめとし,岡山大學学生藤式彦三 。新庄幸夫・榊原英期の三君及び山田英

輔君の不断の協力を得たことを記と́て,嬬買その他に関する山田致知氏の好意と共に深甚な謝

意を表したい。特に出版に至るまでの雑事の一切を,進んで引き受けられた榊房1英朗君の非常

な努力と好意とは,忘れることが出茶ない。

最後に,本書の出版に際して,快 く序言の筆をとられ,我々老激勘された,津山市長中島琢

之氏の学術に封する深い理解に封しては,市会議員各位のこれに寄せられた好意と共に,感銘

なきを得ないものがあることを中し述べなけれlfFな らない。

このような多くの人力の協力によつて,本調査が途行され,政 た本書が刻行されることを,

我々は心から喜ボものである。

岡山大学医学部第 2解剖学敦室人類学考古学研究室にて

調 査 委
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カツ ト 1・ 中宮 1号渡発見
四 ツ重ね高邪出土状況

(cut I)
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カツト2 中宮第1号墳頂にて (cllt 2)



過調

発堀を合めて,現地における今回の調査は

1951年 1月 20日から,1951年 4月 e日 のあい

だ,略 罐々績して行われ,若子の中瞬日を除

いて,総計47日 間を費した。各発堀古墳毎

ltC,「経過」の項を設ける原を避け,此庭に一

括して,全調査の行程を記録する。但し,19

50年末における豫備的調査は,一切,省略に

附すること すヽる。 (本章敬裕略)

1月 20日 。 午後 2時30分 ,浦良治・ 大森誠

裕崎彰一。扁式彦三e近藤義郎の5名岡山を

出発。佐良山にて,一端下車し,中宮 1号墳

附近並ひに,関の習I古墳群の一部を,豫察す

る。中宮 1号墳後円部東北委畑中より埴輪円

筒及び湖部式上器の若干の破片を発見する。

夜,津山市江原猪知郎邸に,先発の根岸降。

江原猪知良L・ 吉元宗・ 岡二十二・鎌木義昌。

中島壽雄・ 並びに,上記 5名が,集合し,中

宮 1;墳を,最初に,即ち明日から調査する

こと,及び宇野虞佐男を,カ メラマンとして

招講することを決定する。

1月 21日 。 年前申,中島を主として,中宮
1;墳の電気探査を行う。後円部頂を通つて

東西に,誤I線を張 り,中心法及び同深法を試

みた結果、中心法により墳頂下方 4～ 4 65om

において,若千の愛化が認められたが後述の

如き都合にょり充分の時間を得す,石室の存

在・ 方向。規模を確認するなでに,至 らなか

つた。正午,前橋英夫が耐官としてぅキヨメ

を行う。書食後,根岸a浦。大森・ 中島は,

跡田郡豊田村御崎野庄居址玖察に出発する。

午後下車,及び灌木を切り梯い,格崎・ 雨式

近藤の 3名 ,簡易トランシツトを使用して ,

測量を行う。夕多U5時 30分査でに,3・5m等

高線を経了し,本 日の作業私経る。衛,除車

木の結果, 本古墳が, 所謂り[立貝式の前方

後円墳であることが牛J明 した。又,墳の東西

卓むら中に,牛壊した陶棺が発見され/c。 こ

れは,吉墳東側の開墾の際,出土したものと

地主山本は語つた。

1月 22日 。 前日に引きつゞき,格崎・ 扁式
近藤は,雪の中を経日測量に,従事する。

附近一袢の灌木類を,切 り排つて,宇野によ

る16mm撮影を開始する。夕身Jとでに等高線

4m査で,完了する.

1月 23日 。 測量は,ト ランシツトを,2号
墳頂に移動して,績行される。2;墳西斜面

の破壊痕から,lFT都式上器小破片を発見した

ほか,同墳北側の畑端から,人物象形埴輪の

腕と考えられる小片を探集した。午前 9時か

ら,後円椰頂に, 3m中 のトレンチを入れ
る。 深さ 10～20cmの箇所 (主として頂中
央部及びその南邊)か ら,口縁部を含む,湖

都式上器破片若千及び,土師器片 1片出上,

文,墳頂西部の深心 50cmの所から,土師器

皿牛欠を発見する。上が可成柔かであるため

排土は,急速にす みヽ,午後 2時 30分 ,耳ヒ西

隅附近に若いて,天丼石と考えられる,亘石

に至1逮する。4時頃までに,】ヒ東部において

も,天丼石と考えられるものを発見。墳頂か

ら,北西都発見の亘石の深さは, 1・ lmを測

つた。直ちl~c,ト レンチの巾を族大し,5時

発堀作業中止までに,略たlmの深さまで ,

排土する。淑1呈は,午後 5時30分まで縫績 ,

池の束邊附近を除いて,略力完了する。 1



1月 24日 。 ・dll量 は午前中,すべて完了す
る。午前中,石窒天丼石の西牛部を,午後 ,

その東牛部を,課呈する作業を行う。その略

々全面にわたつて, 厚さ 10～15cmの黄褐

色の粘上の被覆が,認められたほか,石と石

との間陳及び部分的に石の上に,友黄色の粘

上が充填または,配置されているのを,発見

する。又,天丼石К接して,数ケ所より上師

器片が,発見された。その他, トレンチを大

きく談大した結果 ,表土下数十cmょ り腕都式

土器片及土師器片数片が出土した。

1月 25同 。 午前中から,午後の一部にかけ
て,側壁上部を合め,天丼石全面の排土。清

掃を行う。前日と同じく,若千の箇所から,

土師器細片が出土。櫓を組んで,宇野による

天丼石の撮影を行つた後,槍崎及び扁式が主

となつて,その質測を開始する。別に,黒川

浩・ 近藤は,成美高等学校生徒及び南中学校

生徒の協力を受け,前方部から,後円中央部

に向つて,漫いトレンチを入れた結果,葺石

とも考えられる人頭大の石の散在及び,ハニ

フの囲続を発見した。ハニフは,売づ最初に

前方部との右俣」のクピレ部において,発見さ

れ,績いて左側クビレ部においても,見出さ

れた。 ハニフは数十cmの間隔を置き,後円

部をとりまいて,配置されていることが,推

測された。午後 5時牛作業中止章でに,向つ

て右俣jに 13本 ,左側に 7本が,検出され/c。

1月 26日 。  午前中は,前 日にひき?ゞ い
て,ハニフの統出作業と,石窒天丼部の賃測

を行う。正午に近く,石室西端の天丼石を除

去して,内部を観察する。外面からの観察及

び墳形の所謂帆立貝式をなしだいる状態から

考えて,は じめ,我々は,竪穴式石室を内部

主体とする類の古墳と,想定していたが,そ

の後,特に本国の内部観察によつこ,それが

全 く誤りであることが,午J明 した。内部は,

長年月の間,徐々に流れこんだ細上が,可成

り堆積していたが,充分入ることが出茶た。

観察及びボーリングの結果,妾道が西方に,

その日を開く,積穴式石室であることが ,4il」

つた。羨道郡は,明 日,排上露呈することヽ

して,玄室内部の流落上の排除を行つた。そ

の際,玄窒西北隅 if―おいて,底面とは,全 く

考えられない漫い地点から,重形湖部式上器

にのつた政よ斜倒している土師器 完存品が

発見された。これは,後述する亘大高に郷の

つた一組の上器中の上 21国であることが,後

に判明した。夕刻なでに,極 く一部の拶F上を

完了したのみ。ハニフの絵出作業は,順調に

進行し,夕刻までに,計4o余個が,発見され

た。文,前方部と後円部との境界にもターflJ

に,ハ ニフの存在が,確認された。昨日我々

が,葺石状のものとして,想定しておいた石

の散在の中に,I略々前方部の中央邊lrcぁ /Cつ

て,乱雑ではあるが,確貫に2列に,石が並

んでいるのを,注意しそ結果,これが,後越

の前方部石室ではないか,と 考 えるに至つ

た。フタ石の如きものが,全 く見営らないこ

とが,我々の疑問ではあつたが・…・・。この日

から天幕を張つて,作業員交代で,宿泊する

ことにする。

1月 27日 。 昨目確認した,妄道部の露呈作

業を行い,午後中に,急力,石室の全貌が,

露呈した。妄道は,西に開口し,巨大な板放

の石を, 最外側の開鍍用にデ 使用してあつ

た。玄室及び内側からする茨道郡の排土は ,

昨国に引つ いゞて,行われ7‐c。 昨日発見され

た脱部式上器及土師器は,夏にその下に績 く

祠都式高
'不

の上に来つた大型の刷部式車上に



のせられたものであることが,判つたほか ,

この亘大な高lThか ら約 70cm奥壁 よりで,右

俣1壁より 50c岨 南の所から,鉄鏃が出上し

7c‐。これは,可成りの高位の上中に存 した/c

め,シ ヤベルの尖にあたつて,三分した。高

杯の全体を,露 呈できないうちに,日洩 。
昨日想定した前方部あ 2列の石が,やはり,

石圭であることが,午前中の排土作業の結果

明らかとなつた。しかし,依然として,フ タ

石のないことが,疑間として残つた。日浅嚢
でに,暑 々全体の排土を経了した結果 ,比較

的粗に置かれた敷石の上 ,石室東壁に接して

湖部式上器不が 2個底部を上にして,発見き

れた3ハエフの椋出は,本 日も績行され,妄

道部入日の周辺
jaf除いて,後岡都全体に園続

していることが,牛」明した。筒,前方部に,

無秩序に散在している葺石かと,想定された

石は,今のところ,前方部石室の倶↓壁の一部
が,散乱したものではないかと,想嫁ёれて

いる。

1月 28日 。 午前中は,主として構崎及び ,
扁式が,後円部主体の羨道部の外楔」の賃測を

行 う。近藤は,成美高校生。南中生の協力に

よつて,前方部石室の完全排土及ひ清掃を行
つた後 ,後円部主体の玄室内の排土/Ef行 う。

成美高校郷上部及南中生山日英輔・坪井宏臓

は,昨日まで絵出されたハニフ円筒の完全露
塁作業に従事する。午後,撮影の後,妄道入
日の閉鎖亘石を取り除く。入日は,更に巖重

に閉銭,即ち,該亘石の内部に,尺大の石 /df

ぎつしりとつめていることが,牛J明 した。菌

室内の排土は,順調に行われ,夕劾,奥壁に

接する箇所から,三アダミ。税部式提瓶。土

師器片等が,4た ,北西偶にお(ハて,土師器
腕部式上器及び,鉄片が,それぞれ発見され

た。夕刻に至つて,玄室西北部の一部におい
て,底石の礫が,見出された。衛,午後,前
方部の石室の賃測が,開始された。

1月 29日 。 経日,後 田部石室の排土を行
う。玄室内の北東部の北側壁おそつて,掘 り

進めた結果,例の大高J下から数 10cmはなれ
て,先づl~E部式重,績ぃてその横に20cm後

どへだて ,ヽ土師器壼が発見された。奥壁附

近の排土は,遅々とし丁進ななかつたが,日

浅なでに,昨 日の発見品に接して,閥部式杯

が数箇,績いてその南側 lT_肌部式の重及び,
それに接して,1本の鉄鏃が発見された。更
に,1`狽」壁に近く,それと千行に,3日の直
刀が検出ёれた。前方部石室の一部を買測す

る。

1月 30日
:。  経日,石室内のり,土・ 斌物露塁

作業を行 う。槍崎・ 黒川・ 岡・ 前橋及び近藤

が,交代に従事する。午前中,玄窒中央附近
から,ク ツフ,績ぃてその南側に,肌部式土

器〕卜を,奥壁附近からは,肌部式土器敷箇及

び各種鉄製品を発見する。またぅ29日・ 28日

凌見された土師器小片 (これはI.―そらく天丼

石_上から,落下した ものらしい。)及 び遊離
し7c―重アダ ミの農片を,貫沢1の上 ,取 り上げ

る。年後 ,玄窒中央よりや 妄ヽ道に寄つた地

点から,就部式上器の杯が,績々と検出され

た。それに東接 して鏡板 1封,そ の他鉄器具

致点も,凄見ёれた。奥壁附近においては遺

骸の下顎骨・ 歯が,発見されたほか,ツ ボア

ノ ミの右倶」に,10数 //の鋲が,整然と出上し

た。査た南 束 部からは,鉄鏃の数十本の塊
が,見出され ,そ の北側から,大型の鉄鏃数

本 ,更に,南壁に治つて,直刀が,発見され

た。



1月 31白 。 午前・ 午後を通して,石室内の

遺物露呈作業を行 う。各種遺物桧出の外,被

葬者遺骸を,発見。玄室は,全面に亘つて ,

略力鶏卵大乃至それ以上の河原石を;敷きつ

めてあることが,牛」明する。夕亥Vか ら,内部

に電燈を入れ,7時 まで作業を績行した結果

大体にIc―いて,遺物の全体を露呈させる。

2月 I日 。 中島が本日,豊田村から,急行

し,人骨埋葬状態を調査する。質決‖及び鳥買

撮影の都合で,絡日,遺物及び敷石の清掃 C

露呈を行 う。美道口閉鎖石を取 り除 く。

2月 2日 も 石窒内の送物出土状況 ,即ち石

室内プラン買測を行 う。日洩迄に,牛分経了

する。又,別に午前中, トランシツ トによる

ハニフの位置測量,午後は,ハ ニフ囲続状態

をお 縮尺で,賃測する。衛 ,石室に配電 し

て,宇野が,撮影を行 う。

2月 3日。 午前中を費して,玄室遺物出土

状況プラン賓測を絡了する。別に,昨 日に績

いてのハニフ 島 賃測を行い,その ÷ を絡

了する。午後 ,遺物出上状況のセクシヨン賃

沢1を行つた後 , 遺物の取 り上けを, 開始す

る。槍崎・ 扁式・ 岡。白石。山田 (清 )討

原英朗・ 数見保幸 。山田(英 )。 坪井・囲政。

岩佐等の協力により,夜 7時30分までに,悉

く取り出すことが出茶たとなたハニフは,錨

方 部との境界の部 分を除いて,45番 まで

を,取 り上げる。全員,寒さと)にがしさ,そ

れに不自由な姿勢での経日の作業のため,甚

だしく困億 したが,発掘の今ばが,無事絡了

出茶たことを,心か ら,喜び合う。衡 ,午前

11時30分宿普に使用していたテントの内から

失火し,テ ントが全燒し7t。 遺物は直ちに ,

トラツクで,津山郷土舘に道途する。
ハニソは一時,地主山本の縁下К置 くことと

する。

2月 4口 。 朝から大雪,加 Iえて豊四村御崎
野住居址の発掘が,数日後に打ち切られると

の穀を受けたので,本日は,作業を中止して

豊田村に出かけることにした。岡山大学枚育

学部からの見学バスに,橙崎・ 薩式及び近藤

が便乗して,御崎野住居址に向う。住居址発

掘に協力。そのま ,ヽ本回は,豊田村声田費

夫方に宿泊。

2月 5日 。 早朝,佐良山に戻り,前方部石

室及び,後門部石室の賓沢Iを行う。別に,扁

武は,ハ ニフの残部の賃測を行う。前方部石

室では,狽 j壁及び,前後壁の賃澳脆 完了させ

る。後円部石室では,右側壁の質測の約 ÷

を絡了する。夕刻,残りのハニフを,すべて

取り上げる。

2月 6口 。 都合により,午後 2時から,作

業開始,前 田に引きつ いゞて,賃誤1。 後IЧ部

石室側壁σ9約↑分及び玄室中央部にてのセク

シヨン,前方部石室のプランを,完成する。

山四(清 )・ 山田(英 )・ 坪井の o名が,玄室内

】ヒ束部において,練玉及び,ガ ラス製小玉を

10数ケ発見する。

2月 7日 。 槍崎は,本 日10時の汽車で,津

山を去り,名古屋に向う。銃逃の豊田村御崎

野 Lt居址の発掘を,ど うしても,本日中に夕

り上げなばならす,加 えて,人手が添足であ

るとの報を受け,近藤は,豊田村に急行す

る。その日は,豊田村に泊る。

2月 8口。 祠式及び近藤は,佐良山に戻り

山田(英 )。 好井の協力をうけ,甫,日 F_引きつ

ぃゞて,石室の賃測に,徒事する。扁式,タ

刻婦岡 ,

2月 9口。 近藤は経日,後田部石室の賃測
に,専念したが,完成せす,奥壁及び側壁の



大牛を終了し のみであうた。山田く清)・ 山
田(英 )・ 坪井/i3名が,午後になつて,現場

に到り,前 日の同じ箇所から,ガラス製小玉

6ヶ・ 練玉 2ケ・ 鉄鏃片を,磯見する。

2月 10H。  近藤は,森・ 山田兄弟・ 罪井の

協力を得て,絡日,石室の質測を行う。若干

の練玉・ ガラス製小玉を磯見する。

2月 11同 。 山田兄弟。坪井の協力で,午前
中石室内の貧測の総てを,経了することが出

茶た。又,若千の練玉・ ガラス製小玉を磯見

する。本回で,中宮 1;墳調査の大体が,完

了したので,午後は,上記 3名 とともに,近

藤は,扁日の古墳を,況察して煙る。

2月 26同 。 第 2回 目の調査のためぅ病中
の近藤を除き,根岸・ 浦。中島,12時50分の

バスに乗り,津山に向う。夜,江原邸にて,

津山市企画係長柿内健治を交え,準備打合せ

を行う。

2月 27日 。 浦t中島は,雨の中を,現地院
察。ふりしきる雨のため,作業不可能となり

本日は,教察のみにとどめ,3月 1日 から,

発掘に″かかることとする。

3月 1日 。 嗣式及近藤は,午前10時に岡山
を出発.午前2時から,第回2目の門の山 1

;墳の調査を開始する。雨に妨害 され な拗ミ

ら,測量を行う。 5時 10分作業中止政で,全

体の約¬ァを測量し了る。

3月 2同 。 午前かち,午後 2時までに,測
量を完成する。その際,墳頂双墳斜面に,葺

石ではないか,と考えられる人頭大の石が,

散布しているのに氣付く。雨のため,午後 2

時,瀕1量経了と同時に,作業を中止する。別

に夕刻,幅式及近藤は,中宮 1ラ墳に至り,

罪井の協力を得て,後円部石室内から見た天

井部のプランを,貿測する。

3月 3日 。 午付t中 ,瀞官が茶て,キ ヨメを
行う。それよ,前 ,ll~Hi官茶場前を利用して,

近藤は,附近の古墳の分布。現況を,腕纂す

る。12時 15分から,墳頂に,ト レンチを入れ

る。夕刻までに,墳頂東保↓の為石室のフィ石

の全体及び,】ヒ俣Jの B石室の一部分が,露呈

された。筒,墳中央辺から,上師器細片2片

の出上を見た。

3月 4日 。 午前中は,A石室の全貌を,排
土露呈させ,プラン及び,縦のセクシヨンの

賃測を行つたほか,B石窒の全体を露呈させ ,

更に,墳頂西側に A石室と併行して,C石室
を磯見し/c。 年後,A石室の横断セクシヨン

の賃測を経了させた後 ,フ タ石を取 り除く。

内部には,上が充満,その一部を排土しプラ

ンを藍 く。土師器の小片 2ケが,フ タ石の直

下から,出土したとB室の全貌のプランを,

午後到着した鎌木義昌が,C石室のプランを

扁式がそれぞれ費測,日洩近くなでに暴々絡

了する。別に,墳丘を南北において,縦断す

るトレンチを,先づ北方から,入れた結果 ,

斜面にr。―いて現表土から,可成 りの深さに,

葺石列を,発見する。午前 4時 ,名古屋から

槍崎が到着した。

3月 5日 。 午前,A石室内の排上を行う。
遺物・ 遺骸は全 く稜見ёれす,土師器細片 1

ケが見出されたのみであつた。午後は,B石

室及びC石峯それぞれのフタ石を,除去して

充前している土の排除を行い,夕刻までに経

了した。Aと 同様に B:。 C雨石室ともに,若

干の上師器細片が見出された以外,見るべき

ものはなかつた。葺石の露呈も順調に進行し

夕刻なでには,可ヒ側及び西側つ今分を,露出

させることが出茶た。

3月 6日 。 雨中を,近藤のみ,現場に至り



A石 室内部プラン賓測を完了する。雨が激し

くなつたので,正午中止する。槍崎は,早朝

佐良出を去り,名古屋に向う。

3月 7日 。 午前中,A石室内部セクシヨン

の資測を経了した後,底石を取り除いた結果

石室南牛部には,夏にその下に,小砂利が,

敷きつめられているのを稜見。午後は,C石

室内部のプラン質測を行う。別に,葺石の露

呈作業を進めた結果,墳丘を囲続しているこ

とが,判明したほか,面白いことは,西側に

2辺を有つ,5角形―野球の本墨ペース形を

星していることが牛1つた。遺物は,A石室の

附近の封上内から,2片の上肺器が出土した

のみである。

3月 8日 。 午前中,Bo C雨石室の賃浪」を

鎌木,扁武及び近藤が,手合けして行い,正

午までに,完成する。午後は,全員して,葺

石の露呈作業を行う。夕刻政でに完了する。

3月 9日 。 葺石の寺 縮尺の質測を,手分

けして行う。東側を扁武,北側鎌木,西側を

中島,南側を近藤がそれぞれ分捨する。午後

6時近くに,経了する。本国をもつて,F]の

出 1号墳の改堀が,完了した。

3月 13日 。 本日から,I~m園畝古墳の調査に

かヽる。祗園畝における古墳は,2基ともに

敷女に互る,盗堀が行われており,その結果

封土は切り胡心れ,陶棺は大きく破壊され ,

壊滅寸前の状態であつた。特に,我々が 1ラ

墳と呼稀している1基は,殆んど,全壊と云

つてよい位の,損傷を蒙つていた。そのため

先づ 1ラ墳の排上を行つた。
~を ほど残存し

ている陶棺身の麦わりに,申 し諄の様に石室

の一部が,見出され,陶棺内からは,粉たに

破壊され/c,蓋の部分の破片が,構脚下から

は,若千のll■部式土器片と,鏃らしい鉄の小

片が発見されたのみである。賃沢‖の後 ,午後

4時頃から, 2F7・墳の方に占りか ヽる。 6

時頃作業中止。

3月 14日 。 2;墳 も,陶棺が首を出して

いるので,そ の周囲を約3・ On■ の中で,南北

に掘り進めて行 く。やがて,南側にもうと棺

安置されているの7df磯見する。正午頃までに

此等 2棺をかこんで,暴々南北に長 く南に開

口する,しか も天丼石と考えられる施設の全

く見首らない横穴式石室が,存在することが

牛1明 した。南棺は,蓋部が身部の中にくすれ

落ちている上に,極めて脆場であるために ,

作業は次第に困難となる。石室底に達しない

内 ,日洩す。衛午後 3時畷から,雨墳にかけて

2誌縮尺
で,地形浜1量を行う。

3月 15日 。 午前中,陶 棺 周 囲 の排上を行

う。北精のBkl下及び脚下附近か ら,祠部式上

器が,績々と磯見された。午後 ,排土を更に

績行し,石室底の暴々全画を露呈させ,陶棺

と壁面及び底面との関係ff/置を,質測国に画

いた後 ,南棺 も搬出する。甚しく脆蒻である

ため,搬出中,大小の破片となつ下了つた。

その後,北権周囲の土器類の全貌を,清掃露

ユさせ,撮影の後 ,北棺 も,般出する。夕亥U

に至つて土器類出土状態の質沢1圃をとつたの

ち,取上げを行 う。

3月 16日 。 午前中から午後 2時まで,祗園

畝 2号墳の石室を賃浪Iす る。その間 ,西北山

顕に所在するニツ塚古墳 3基を硯察する。午

後 2時 30分から,一昨年,成美高校等の手

によつて,磯堀の行われた附近のヨi佐壕を調

査する。唆存 していた 1個の,内部に上が充

していた陶権身上に置かれてあつた頭骨一部

を,根岸が調査する。そδ後 ,扁式及び近藤

はlllk園畝 2号墳に至り,賃測を完了する。



3月 17口 。 昨口に引校き,雨中を,千佐壕
の調査【従事する。午前中,簡単に,地形」硼

量を行う。威美高校発掘の際に,残された 1

個の陶権は,数十年前に,破壊心れたものと

覺しく:身の一部のみが,完存するだけであ

つた。昨目見出された頭骨の外に,大腿骨が

発見されたが,これら遺骸が,この陶棺と関

係あるのもか,否か,大いに疑間でを)る。陶

棺は,取 り出すことなく,現場にとゞめ,概

土を行う。別に,浦及び近蔭は,門の山 1う

墳の葦石調査に赴く。夕亥U,津山市からのト

ラツクで,祗園畝 1・ 2号墳出土陶棺及び土器

類,並ぴに中宮 1ラ墳のハニフを,郷土館に

運搬する。

3月 18口 。 千佐塚の,幸 うして残存してい
る石室及び◆壌の陶棺について,実測を行

い,午前中経了する。本国をもつて,第一女

佐良山吉墳群発堀は,無事経了した。

3月 24口 。 近藤,午前11時 ,佐 良 山に赴
く。佐良山吉墳保存会副会長日下元柴の条内

のもとに,山田(清 )・ 山田(英 )・ 坪井・ 河本

(昌 )。 河本(清 )。 大国の諸君の協力を得て,

字嗣田地 |■内の古墳を,踏査する。

3月 25日 。 今日は,佐 良 山保存会長の田
外速の案内で,昨日のメンバーが,字高尾地

区内の吉墳調査を行う。午前中,東牟分を経

了。午後雨のため,中止する。

4月 5口。 西本達二・ 山田(英 )。 河本清の
協力を得,坂手輝夫ρ先導によつて,近藤は

高尾西牛の古墳の現状調査を行う。午後は,

千扁の嵯峨山東画の古墳群の現状調査。

4月 6日 。 西本・ 山田 (清)と共に,近藤
は一方の古墳を調査する。雨激しいため,正

午中止。

4月 フ同。 再び,近藤は,一方の近藤保を
訪れ,案内を請ひ,一方より,皿 ,種に至る

地区内の古墳の現状調査を,日浚なで行う。

4月 8日 。 午前,山 田(英)・ 河本(清 )と共
に,近藤は,宇皿地E内の寺山古墳群を,調

査する。竪穴式石室を持つ古墳群を発見し

た。本日をもつて佐良山地区内の古墳現状調

査を経了すると共に,今回の第 1久佐良山古

墳群調査を,打ち切ることにした。
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A,久 米 の さ ら 山

(1)

作
'11は

,山文山の國
‐●ある。中「¶山服のバ

イクボーンを境いに,瀬戸内え向う南面の山

地である。瀬戸内に画する地域の豊沃な千野

に比すべきものは,あ りようはすがない。そ

こには,無数の小河川によつて沖積される猫

穎大の谷FRR千地と,那岐曲・ 蒜 1lIその他の麓

下に形成された形状地とが,僅かに,見出さ

れるに過ぎない。農業が,そ して恐 らくより

正確には,水裕載好が,生産の第一義的部門

を占めていた吉代にないても,こ うしたtlH況

は,同様であつたことは,い う衰でもないで

あろう。小川が流れるか,湧水があるかすれ

ば,何庭の谷頭も,作州の祀うと達の手によつ

て,む さ朦るようヤこ,切 り開かれていつたに

違いない。作州の現実は,こ のような自然的

環境にとり■ゃヽれたその祗先達が,様 な々社

会的体布1の経社の下に,歩み進んで本た歴史

の中に,はしめてその民の姿を,示すであろ

う。

こうしたみじめな自然環境の中にないて ,

現在の滓 df市を中心とした津 I II盆地は,た と

えそれが山中に住かに開けた小盆地であると

しても,現在 もそうで iあ るように,往吉に活

いても,特異な,そ して中ヶ心的な位置を,占

めていたであろうことは,想像に難 くないと

ころである。惨田那・ 吉田淋・ 久米澪等の山

塊に源を発する,小河川 ―加茂川・ 廣戸川

宮川・ 香力芙川・ 久米川何皿川等  は,津
】I盆地に向つて ,′ ′Ц方から流れ込み,中 理由

脈の分水嶺を起点とし,盆地を東西に貫流し

て南下する吉井川に,合流する。従つて,そ

こには,′」ヽ規模ながらも】巴沃な沖積低地が ,

随 lHEに ,生することになつた。香々美川がそ

の西端を南下する香 そ美盆地,吉井川流域の

芳野村・ 郷村の千地 ,同 じく院庄千野,皿川

が貫流する三保村及び佐良山の沖積低地,宮

川が南北に走る一言村吉日の千野 ,加茂川の

流れに滑ふ高野千野,四分寺周邊 ,等々―……

方 1塁にもはるかr満たない群れの谷問流域

千地が,盆)也中心部を取 りなくようにして存

在する。正に作州の中心部と云つてもよいで

あろう。徒つて,和釦 6年分 f・Eに ょつて誕生

した美作電の四時及び天4113年 の勅令に基 く

美作園分寺が,こ の盆地内に,建設されたこ

とは,決 して遇然ではなかつた。その有つ自

然的環境の優越さが強調される所以である。

し々 しヽ,自然的環境の優越さは,そ こに文化

を,ぼ成させる可祥的條件となることが出茶

ても,それのみ・●は,交 化 を生み出すこと

は出茶ない。更にとして,自然的條件の優劣

は,所奥の社会の持つ譜條件によつて,張 く

規定される。むしろ,それは,社会的徒つて

屋史的譜條件に業つて,愛化し,あ るいは変

革心れもするであらう。1篭′そは,阜に,津 |」 |

盆地の恵4れた自黙のみから,そ の屋史を語

ること膊と,出茶ない。四分寺の建立も,國府

の設置も,それ章での長い屋史的背景を,無

戯しては,容易に理解し難＼r、所 ●`あろう。

現在,ドそ山盆〕也の問邊には,無敷の吉墳墓

が買1出心れる。醒分寺を中サふとして附近の低

′1ヽな丘陵地中 1金数百基を数える河邊古墳群 ,

加喪川右岸の台地上に点たと散在する高野の

吉墳群 ,1中製尾山東南方の総社古墳群,院庄



千野を臨んで亘大な前方後円墳を含む二宮の

古墳群,香々美。芳野・ 郷にかけてのうなう

なとした低い丘陵に立地する古墳群 ,特状に

狭 く長 くたる佐良山のイ地同邊の山力に見出

される彩しい古墳洋。主要表密集地袢を睾げ

ただけでも,その彩 しい,恐 らくは千を越え

る古墳墓の轡造は,驚異的です らみる。内海

千野に存するそれに比すべき古墳群の築造で

ある。これ らの ,このような多数の古墳基が ,

狂何なる屋史的な道程を経て山間の小盆地,1

辺に,皆造心れるに至つたかとい う問題及び

これ らの古墳菓自身の示すその時代の社会の

質体が寛i何なるものでおつたかという問題こ

そ,津山盆地の,ひいては,作州一円の吉代

史において,先づ最初に取 りあげられなけれ

ばならない事柄に違いなじ。こ工こ,その概

暴を穀告しようとする佐良山古墳 群 の調査

は,そ の足掛りとでも云 うべき第一歩に過ぎ

ないものである。

(2)

「美作や くめのさら出さらさらにわがなは立

てしよろづよまでに」古 く延喜 5年紀貫之等

の勅撰にかかる古今赤B歌集に歌われ,以後 ,

その静かなる発麗な山の起伏と四印の美しい

景観とが,様々な人々によつて,吟詠の掛象

となつたさら山は,また夏に遠 く,古代Ⅸ家

発展途上の作州1の山野に活燿した多くの無名

の人々の舞台でもあつた。曇々と,山麓山腹

に連らなる彩しい数の吉墳墓の群は,貼々と,

その事資を,示 している。

さて,吉歌に吟ぜら浄た「 さら山」カミ,佐

良 111内 のどの1+に比定心れるかどうかは論外

としてみ我 が々,こ にゝ調奎封象として,佐

良山と呼ボ地域は,岸ばf盆地の西南方,皿川

流域の狭長な千地及び,それを囲続する山々

を,包括しており,行政舶に,よ ,昭不い16年津

山市への合併前の久米郡「佐良山村」を総裕

する。北は吉井川をへだてて二宮・ 院庄と,

束な要久米郡幅岡付と,西は久米 那 三保 村

を,南患久米那)H美町と,それぞれ境を接す

る。東西約3,50om,南北約 5,OoOm前後の小

さなムラである。津 Ii「 盆 地を構 成す冷一要

地であると共に,近 社に重るまでの東 西交

通の要地でもあつた。その概時の地形を述べ

れば,光づ′久米秘西部に源を発するm川点

倭文村ヽ三4衆村の小fl地を貝流して後,佐史

II「
へ入り,腺 田川 |′ キヽ屋谷川4市場川祥つ当

つかの演流を合(1とながら,,綬やかな蛇行を行

つて,夏 (C北上 lン ,吉井川に合流 している。

その流l_tのテ手ミ地とと,吉井川との合流点附近の

やや廣くなつている部分を除いては,約 30o

～ 5oo la市 i後の 中を以つて,南耳ヒに細長 くの

ひている地域のみである。「久米郡ξ志」の著

者は,「木千野 (佐良世Iの千地のこと…… 近

礫註)は ,本村の主要部であるのみならす ,
5

本郡の主要千野である」, と遊べておるが ,

それにとノても,僅かな,正に換長な鴻1債T地

ではある。 従つて,やはり,「仕良 Hl村」の

大部分は,美作の他の多くの地域と同じよう

にキli及びその間を無数に縫?てたつてヽヽる大

′卜の3に よつて,占められているといつてよ

い
‐
●あろう。第 1岡の10す分 1地形 F」Bに よつ

て理解溶れるように,皿川の東側には,北部

に榊奈備山 (地形田には佐良山として記載さ

れている。)撤の宮山一 …寺山連山, ■ (こ市

場川●谷を越父_た I菊 に,雀 dI∫  高鉢 ii十 の連

曲,西北辺には,三保付にその西斜面をのよ

している嵯峨 Iキ I III塊 ,その南面皿川をへだて

て,同 じく二保村【またがる大4i出を最高峯

とする連山筆 , 標高 ε00～4C10mを 算ぇる出



らの山々は,中央のT地に向つて,そ そ り

つているょうな部分は少 く,概 して ,ゆ る

かな台
'也

を411ば しつ ゝ,¬ i地 に接 して倅る

のが,常である。特にそれは,瀞奈備山一
―

寺山西面。嵯峨山東斜面マ高鉢山西面の一部

等にV。―いて,特徴的である。EjL在 ,衆落の多

くば,こ うした I」 I力 の麓下に数十戸づ【点在

Ⅲ」1図 濤tll■五傍地形 I沼 く10万分の1)(F ig.1)

t/,そ の耕地を,油記の千」也及び,山岡にの

び法がつている大′」ヽの谷頭こ,求めている。

こうした地形的裁紫を有つている佐良 I」 jが

津ド:イI地の中でも最 も古墳墓の密集する地の

一つであることは,先にのべた女Hく である。

それよ,盆地東南にあたる,図分寺 //中心と

した河避古墳群,閾府の跡と稗せられる総社

背後の山たに見出される総社吉墳群に,章 さ

るとも,劣 らない地域である。あの狭小な地

域に,200基 にも達しようとする吉墳が,ひ

しめき合 う様にして存在している事責は,と

もか く注目すべき事である。このことは,こ

０
々



の地が,石材に便利な流紋岩の産出に恵章れ

ているとか ,東西交通の要衝になつていると

かの撃純な理由のみからは,考えきれるもの

ではないであろう。今 ,こ の佐良山古墳群に

ついて,1基 1基の素描を始める前に,直接

佐良山古墳群に関係ないか も匁れなtraが ,津

山盆地の,ひいては作州地方一特の古墳基誕

生の胚史的背景となるぺさ農耕社会の成立と

発展を,特に山聞地方とと う特異な條件の下

に着千,考えて見たいと思 う。

註

矢吹金―郎訂「
新訂 1年十場詰」『 西作誌 中巻』 18

頁一-21L‐to

同 _と  18頁。

『 歩く剪(君

`言

よ」 58Fミーーーー59F鼠 o

洋山市えの合併以前の「
佐良山村」 について

は,「久米郡誌」第 1章沿革参照 o

「
久来郡誌」 87東―-89貢。

同 _I・  4頁 o

特に, ネ申備山一―管 山一― 高鉢に夏つて流紋

岩が分布 し, 出懸山陵の諸処に, 露若を見せ
ているo江坂進氏の教示を得たo

1)

少
″
　

め

め

０

カン ト3 洋出市沼住居趾 (弥生式)断面露呈写真 (Cut 3)

０
け



景背的史歴

いうまでもなく政治的社会成立の基本的な

モーメントとなつたものは,日本和I島におい

ては,農和Ⅲの開始であり,農耕社会の誕生で

あつた。従つて,我 々もなた ,和期農制:社会
や研生式文化の成立から,語 り始めなければ

ならない。

佐良山にも,こ の時代の人々の存在を示す

3,4の追跡が発見されている。大宇皿寺池

東方の谷斜面において,小数の後期及び中期

(7)輌生式土器片と共に石庖丁が,同 しく

皿市場のやや急峻な谷傾斜面に,後期爾生式

の明らかな包合居が ,更に,大字高尾御笠美

の標高 200mの台地上において,若干の後期

爾生式と考えられる土器片が,又大字扁田剣

戸の西面丘陵上に,微細な土器片と共に蛤双

石斧と,石錘が,そ の他 ,正確な出土地点は

明らかでないが,蛤双石斧,石庖丁,扶入石

斧等が発見ёれている。何れも,現在の集落

とは,或 る程度へだたつた丘陵又は谷斜面で

あることが注意されるもともか く,そ こには

明らかに石器を用いた人たが,農耕を皆みな

がら住んでいた。

(1)

「 爾生式文化における集落立地の性格は,つ

なに低地性といふ言葉を通じて強調参れる」。

爾生式文化を語るものは,例タトなしに,紐文

式のそれとの封比の上に,その遺跡立地の低

地一沖積地進出性を,語 り績けて本た。爾生

式の社会が,農業を,恐ちくは水稲耕作を,

その基本的な生産部「 ]と しようと努力 し,又

は基調とモノていた事が,明 らかである以上 ,

その立地の低地性は,当然のこととしてうな

づかれなければな銹ない。事実,藤岡謙二郎

氏によつて語 られた方1く ,日 .本各地における

主要爾生式遺跡の殆んどが,以上を裏書して

いることは,我々のよく知る所であつて,作州

に程近い,瀬戸内の諸地方においても,或は ,

IL陰地方においても,略力明らかな実際であ

る。しかし,こ の「低地」とは,そ もそも,

どうい う意味を持つているのであろうか ?そ

れは卓に標高が低いということであろうか ?

作州に若ける低地とは,一体どこであつたろ

うか ? 我々は,その前に,爾生式文化成立
の地影的基礎について考えて見よう。少 くと

も,日立的には水裕耕作に全 く無経験であつ

たと考えられる人達にとつては,その耕地 ,

というより播種地に,一つの限界があつたと

い うことが,考 えられる。恐 らく彼等にとつ

ては,自然灌漫可能な新成ユ1積低地一低瀑地

を,それに求める以外には,進んで灌懺 丼水

の土木工事を行 うことなどは,出茶なかつた

に,相逮ない。技術的な未熱さと,それに基

く社會的な諮條件とは,少 くともそのはじめ

のあいだ,彼等に一定の耕地のみより外に ,

興えることをしなかつたであろう。通常哉カ

が,速賀川式の名で呼んでいる,初期爾生式

文化の前令 D全部の遺跡及び後牛の大部分の

遺跡は,このことを裏書するように,一つの

地形的環境を同じくする土地に,所在してい

る。その地形的環境とは何かというと,それ

は,尊に標高が低いというような もので な

ぐ‐,その周辺文は周邊の一部に,自然灌漑可

能な,即ち多大の入力主張固な社会的統制力

の発動による灌漑乃至つI水などの必要の全く

14



ない又は,殆んどない瀑潤な低地―沖積地が ,

続つているとい うことである。中期。後期の

遺跡が,往力山間部に (この作州においても

そうであるように)見出されるのに引きかえ,

前期 ,特にその前牛の遺跡の殆んどすべてが ,

この様な地形的環境の中にのみ,見出される

ことは,と でヽクドクドい うなでもなく,和

期農耕社会成立の際の ,必然的な現象であつ

たろう。彼等は,「山高 くえ入力の斧を揮 う」

のには,あ まりにも未熟で二つ無経船であつ

た。作州にro―いて数十に達する爾生式遺跡の

発見が,確認されているにか わヽら今 ,初期

後牛の小規模な一遺跡を除いては,すべて ,

中期叉は後期爾生式の遺跡であることも,こ

の点から,理解されなければならない。事実 ,

作州には,海岸T野や廣大な盆地イ野Γ見出

されるょうな,自然雅漑可能な低瀑地など,

その営時においても,殆んど存在しなかつた

のにちがいない。その持つ山聞地域つ特質か

らして,baCkmarドhの成立すら,殆んど不可

能である。とすると,作州における農 ,「社会

は,如何にして成立したかということになる。

作州の世I間都地方は,備中騰前の千野地方で

低漂地に水裕を植えつつ Jf・lつた時,依然とし

て縄文式の段階であつたのであろうか ?言い

かえれば第 2久的な波及という形で,一度海

邊低地にro―ける人々によつてダイジ土ストё

れたものを,山の人々は,受け入れたのであ

ろうか ?は じめ,入力が,沖積千野に初期爾

生式文化を残 しうつあつた時 ,依然としだ山

間に居住し,狩機を行つていた人が,やがて ,

千地の多くの部分に接大 しつつあつた農排の

文化に測我され ,その生活/ar,農耕のそれヘ

と,韓化させていつたのであろうか ?しかも

彼等は,石器にX‐いてもぅ土器においても,

吉備千野 ,山陰の海岸千野に見出されるもの

とさして変りのないものを,残しているも速

賀川式を先行形態として通過しなければ,誕

生し得ないような製作。器形文様を有つ ,初

期末から後期にかけての疎生式上器が,果し

て山苗に狩槻した人力によつて,直ちに,製

作され得たであろうか ?こ 工に問題がある。

(2)

作州における師生式遺跡の中,前期前牟に

属するものは皆無でみり,津山市山北遺跡を

除いては,すべて中期から後期 ltCか けてのそ

れであることは,先に述べた。たとえば,膝

田郡那岐山瘍状地に彩じく所在する毅十の遺

跡のすべてが,中期から後期にかけてのそ浄

であること等。紐文式晩期の遺跡
lrkど うであ

るうか ?,これなた皆無である。玩期はr。―ろ

か ,縄文式の遺跡自体 ,確認されているもの

はなく,僅かに2,3の 土地からその出上が

博ぇられているのみである。恐らくはlCOを

はるかにこえる,爾生式の遺跡に比べて,あ

まりに,貧蒻である。調査の不備と,一がい

に,い えないものがあるのではなかろうか ?

それに当して,例 えば,吉備の内誨地方は ,

どぅであつたろうか ?。 そこでは,註記した

ように,20ヶ所近 くを教える縄文式晩期の遺

跡が,首時廣大な干潟を眼前に展開させたに

違いなぃ丘陵絞傾斜面乃至丘端麓上に,立

地している。そして,その間に,前期の爾生

式遺跡が,略力同様な立地をもつて,点在し

.ている。このような現象は,阜に,雨備。美

作地方のみの現象ではない。その他の内海地

方。山陰・北九州・ 畿内等の諸地方において

も,微細なち拗嶺いは存しようとも,暴々同じ

状況であつたことが,考えられる。即ち,縄

文式廃期の遺跡も,禰生式初期の遺跡も,地

15



方々力の特性は存するけれども,その集落立

地において筒それをこえて,それぞれ一つの

共通性を有つていることが ,考えられる。

これらの材料から,作州の山聞地域におけ

る農耕社会の,成立をどのように考ぇること

が出茶るであろうか ?極めて大 胎な考え方

かも知れないが ,一つの試考として ,久のよ
19

うに考えることは,出茶ないであろうか ?

縄文式晩期の時期において ,作州山間地方 ,

(これは必すしも作州のみでなく,備中備前

の奥深い出中であつて もよい)には,人々は

疼年中率辱
=,か
査えていなかつた。集国は

次我k女べて,海岸千地の縁邊 ,山の幸と誨の

幸とを共にとり入れることが出茶る地域に ,

居を占めていたのではなかろうか ? 漸進的
にではあつても,徐力に進行した縄支式社会

の進歩な,その集落立地を,よ り生産性の豊

かな土地えと,絶えす向けていつたに,相違

ない。その間の事情イよ,今は隅漁ないとして

とにかく,その最末期に至つて,新しい文化

の刺戦の下に,入力は,附近一特に生成しつ

つあつた地形的な基礎 (―新成沖積地におけ

る自然灌漑可能な低漏地の誕生)に巧みに適

應し,直ちに裕作の技術を,控得していつた

に違いない。その場合,同様な生産技術,同

じ社会体制,加えて同様な地形的環境の下に

おいて,或 る集圏―集落のみが,長時間に亘

つて,果して依然たる生活力,縫績し得たで

あろうか ? 備中備前等内海の縁邊に居を占
めていた彼等は,絶封時間の若子のズレはあ

つたであろうが,暴カー齊に,裕作及びそれ

に階件する諸種の技術を,獲得して行つたに
12

違いない。

縄文式末期から,弧生式の1寺代にかけて ,

海退と共に河川による沖積化庄、可成りの勢

で進み,鹿々に繰潤な低地を,形成していつ

たのであろうと,考 えられる。最初期農耕民

にとつては,附近に生成しつつあつた所の ,

灌漑 も千拓 も必要としない耕地 ,即ち繰 り返

えし述べた自然的灌漑可能な土地を,その耕

地として求めぎるを ,得なかつたであろう。

彼等の社会的條件は,彼等に,このような形

態の耕地を,も たらした。しかし,それが如

何に,貧
"な
ものであつたろうと,こ こから

爾生式文化の新しい前進は,開始ёれる。経

齢の蓄積と技術の進歩は,徐々とではあつた

が ,前代と比べて格段の急テンポを有つて進

行した。 沖積化は着々と進 行し,久 々とvil

ユ闘な土地 (その多くが ,baCkmarSIXと いう形

で)を生み出して行つたであろう。社会は前

代に比 しての,そ の相封酌安定と共に,著 し

く内 部 的に,増 大を途げて行つたに違いな

い。耕地は,地形的な基礎の新らたな提供と

漸次行われはじめた技術の発展とによつて ,

着々と増力Hしていつたであろう。

しかしその限界は,あ くまで駁然と存在し

ていた。彼等の漸 くにして達 し得た社会の能

力  その技術噛経駁と社会白ち体制一條件…

…にFO‐いて,その耕地は,著 しく限定されな

ければならなかつた。それにもかかわらす ,

彼等は発展 し,前進せなばならなかつた。貧

効な体制の下に,低千地に横に接がつて行 く

努力を懸命に試みたと共に初期農耕民は,よ

うやくにして,新 しい慣値 一 土地を見出し

た。沖積T野に形成された自然灌漑可能な撮

潤地以外に,彼等にとつて,残され/c所は ,

ただ一つであり,それは,山 と山との,丘陵

と丘陵 とのRSの谷 , 谷頭利用の耕地であつ
14          

｀｀ h｀ ｀ヽヽ

た。彼等が,よ うや くにして発見したのは ,

これであつたにちがいない。牧穫量の点にお
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いて,低瀑地に比べて格段の差は,あつたで

あろうが,僅かの能力によつて,容易に,し

かも,至るところに求めることが出茶る。谷

間に流れる水 (小川である場合も,湧水であ

る場合もあるであろう)は ,水温が極度に冷

寒である場合を除いて,多少の努力によつて

灌漑水に韓化する。千地に灌漑するとは,話

にならぬほどの小さな努力をもつて,多少の

堰を設ければ,更に好篠件に恵まれたであろ

う。現在至る所の山間に見られる谷頭利用の

段々式の水田は,それとして完成された姿で

ある。先づ,低千地周辺において試みられた

と考えられるこの形態の耕地は,増大しつつ

あつ7c―人口の一部と共に,断久に河川を遡り

「 山高き」方向
へ,嶺つていつたものであろ

ぅ。我々が,作州にro―いて,山闇や,開析瘍

状地上に見出す和期末乃至中期和頭以降の爾

生式の集落は,このようにして,誕生してい

つたものと,考えられる。成程 ,それは森本

氏の云ふ様に「ネガテイーヴ」であるかも知

れな 電ヽ しかし,それは,貧易な社会の発展

段階において,地形的な格」約を受けつつ,彼

等の到蓬した必然の方向でもあつたのでなな

かろうか ? 主として,吉井川と旭川にそつ

て,北上していつた爾生式の集落は,蒜山・

那岐山の山麓に,津山盆地の縁辺に,膝間四

一一林野附近の丘陵に,久世e落合・ 膝JIの

谷頭に,次第久第と族がつていつた。

^(3)

このようにして,誕生していつたと考えら

れる作州の初期農耕社会は,その有つ自然的

環境の劣悪さというハンデイキヤツプの下に

も衛内海・ 山陰の語地域におけると同様 ,よ

り確固とした社会の体祐1へ向つて,よ り大い

なる政治的社会へ向つてぅ接大発展していつ

た。貧しい谷頭水田を耕作する人達の間にも

何時 しやヽ ,鋼鐸が ,現われるようにすらなつ

た。
16そ
こには,鋼鐸を獲得 し得るほどの「豊

かさ」と社会的な要求とが ,生 してい/c―。腔

長待1が ,急速に仲晨しはじなつたo裕作の技

術 も!種たの他の技術と共に,若力と,蓄校

する経鹸【,好われていつた。現在の知見
ヤ6

は ,この当時,作州における先進的な地域は

むしろ那岐山,詠山等の,無数の谷とゆるや

かにのびる丘陵とを抱いた蒻状地で、あつたよ

うに思われる。河川の合流する津山盆地の中

心部は,一つのウンエクメネーであつたか
`

知れない。

しかし開 もなく,様オHは ,徐々に変つてく

る。彼等の社会的條件の発展と共に,集国と

集国との開に,地域地域をめぐつての,激し

い聞3が ,よ うやくにして,行われなしまつ

たにちがいない。そして ,その絶えざる過程

あ内に,よ り大なる地域集国―政治的社会が

誕生してゆく。そこにはまた ,他の地方から

する,激とノい墜力も加つたであろう。大和を

中核とする畿内の「集国」と,1ヒ九州
のそれ

との間に存在して,た とえそ注が山開坤域で

あつたろうとも,その政治的成長には,見る
べ

きものがるつたであろう。一方 ,生産技術は

着 そと進歩をとげ,それに相應して発達して

くる社会的諸篠件とマツチして、著 しい生産

力の飛躍が,な ёれたととであろう。即ち ,

今まで,谷頭を主として耕作していた本力に

とつて,'F地=含地が,新らたな耕地として

重大な意味を ,持つて茶た。世I間に開けた僅

かの千地 ,津出周辺の小さな全地千野 ,それ

は,た とえ方一里にも浦たないものであつて

も,狭小な谷頭とは比べることの世!茶な`豊
かさを,持つたことが ,考えらねる。内海地



方にお＼1ヽては,コ i野のど員中に,後期孤生式

の大集落が,どしどしと,進出しているよ技
術の進展と究 極にはそれに基 く社会の発展

とが ,前提心れなければ,考えることは出茶

ない。作州においても,傾斜,地の多い出聞地

方のこととて,灌泣の技術の進歩と共に,可

成りの池の築堤 すらも,はじめられたかも知

れない。盆地内の千地の耕地化は,幾多の政

治的な諸條件とからみ合いつつ ,谷頭利用の

耕地を, 昼倒させる力を, 生み出していつ

た。

小河川がそそざこみ,そ とに小巷い年らも

幾多の流域干野と小盆地とに恵まれた津山盆

地が,よ うや くにして,大きく,歴史の舞台

に,滲き上つて茶た。千野に恵査れない作州

の中心的な存在として ,その雄姿を,示 して

きた。ぐぃぐぃと,張力な政治的社会が,そ

こに成長 して茶たことは,当然である。直接

間接の大和函象の里力と影響との下に,やが

て,その社会の「 有力者」の間に,呉津城と

しての古墳を皆造する風留 =必要が,族がつ

ていつたであろう。津山盆地の買の歴史は ,

ことから夕台まる
°

註

1)森本六爾 (弥生式文化)「 ドルメン」4巻6号89
Fヨ  19354F。

2)藤岡謙二郎「地理と古代文化」第4章第2節
1946/f。

3)森 本六繭 同_L 98頁。

4)最 近発見された遺跡で ,津山市山北一丁田にあ
る。遠賀チlI式上器河壻阿十数個 が出上 して νヽ る。

尚]同所附近か らは,他 に中期後期の弥生式上
器及び石器類 力ヽ 可成 り採集されている。 (斉

藤安夫氏蔵 )

5)こ の点,西本達三氏の教示を得た。

6)那 岐山礎扇状地の一部である勝 田郡豊並村,豊

囲村 ,北言う七村の 3村において,日本原調査奏
Jt会の手で,現在 31ケ所の弥生式逮 I・jが,発 見
されている。近 く同委員会 によつて ,その詳細
が1発 表され る予定である。資料借用 に際 して
の好意を,FFく 感謝す る。

き田郡一富村 中J♯中社

真庭郡美和利余の 上

哀庭郡美和河 日本

真庭郡河東村西原

以上鎌木義昌氏の教示 によるが,なお,同 氏に

よれば,前 3者は,水原岩太郎 氏の資漑で,遺
J9rの はつ き りした所在地点 は,不 FTBの よ うであ
る。最後者の資料は,鎌木氏が採集 してお り,

中津式土器 1片のみであ る。同氏の好意に感謝

す る。なお,「日本原石器時代地名表」 (第5版 )

野村兼太郎「 日本社会経済史」第 1巻等 に所載

の「 美作国石器時代違働遺 は弥生式遺跡又 は ,

作州特産の風蝕傑 (偽石器 )の発見地で ある。

縞成後,落合高校 (車庭郡落合村)に おいて真
庭郡勝山阿勝山高校敷地内出土 と伝え られる縄

交式倭期の上器一片 に接す ることができたので

一応附記する。

「縄女式脱期」に閣す る土器 を出上 してい る速

跡を列挙すπ■ば ,久の通 りである。

この点 に関 と/て ,鎌 木義呂氏の教示にまつた と

ころが多い。

岡山県邑久郡太伯村大字清音 黒莉貝塚
阿山県邑久郡 牛窓 lHl大字黄 髯 黄島貝塚
岡山県士道君IS浮田村大字沼  貝殻畠貝察
聞山県上道郡角山村竹原  下竹原貝家
間山県児島郡粒江村束粒江 船津原貝塚
岡山県児島群福田町古城    首城貝塚
岡山県都害郭吉備阿大内田  宮後貝塚
岡山県農 口秘冨田利八島   島地只壕
問山県撲 口郡黒 I奇利躍守    中津貝塚
lⅦ山県濃 口郡大島為西大島  津雲貝塚
M山県小田郡神島外河高島  黒土遺跡
l�山県小田部神島外村高島  王泊過隊
香川県小豆郡欝島潤    榊子覆遼豚
香チ|1県 小豆郡四海村 伊喜末違跡

これらの遼跡は,その大部分が貝塚遼切でヽある
ことから判断されるように,その多 くが,標高
10m以下 4、 5tnのイ(地に立地 し,附近一帯に仄
くやがて沖 FF4化される_/kは沖積化されつつあつ

た土地を望んで,営なまれている。

北九少Hおは今,詳れIなデータがないけれども,
縄交式晩期上器の出土する遺跡の発見は逐久報

ぜられてお り,その何れ も低平地又はその近 く
に進出していることが,知られている。最新の
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出版にかかる「耳ヒ九ナH吉文化図鯖」第 1輯解説

善 11‐4に よれば,晩期の完形上器を出上してい
る筑前国遠賀郡中間田]康井Ff字下大隈の逮跡は

「遠賀川々床の荒地に医 く遺物の散布を見る。有

名な立屋敷違跡 くここからも遠賀川式弥生式上

器に混 じて縄文式腕期の若千片の上器片が検出

されている。← 近藤)の上流である。」 とし,

更に松涌川流域の低平地に立地する「肥前東松

浦郡久里利柏崎貝塚においては遠賀川式土器に

伴 う同形 (底 井 野 の 土 器 と同 形 ← 近藤 )

の ものがあ り…… 條底を持つ同種の上器の破
片は,遠賀川土器の透跡で筑豊方面での類例が

あるので,耳ヒ九州では弥生縄文爾系統の変流間

題の解決の鍵となるもの ＼一つであろう」 と述

べてお り,特に,あ生式初期の速跡 と重複 して

いる割合の強い点が,む し/D注 目される。出陰

地方の縄文式還跡は,一般に,低地又はその円

辺に発見されることが多 く,中には現海底に見

出されることも少 くない。腕期のはつきりした

違跡は比較的少いが,松江市法吉阿遺跡や米子

市 目組違跡等にみられるように,何れ も現海岸

線に近い低平地 (西伯郡外江町西聞達跡などは

現海底にある)に立地 して,これまた,弥生式

初期の速跡 と重復 していることが多いo(法 吉
目組の各遺跡から,遠賀川式上器が出上 してい

る)。 近畿においては,若干事情が異なる力ヽ

河内日下貝塚・紀伊鴨神貝塚に して も,前者は

「河内平野の低地に移 らんとする一………谷口

扇状地の末端部を,薬落立地として利用 し」後
者は「藻屑川低地に接する埴出の低い丘陵端に

立地」 してお り,近江滋賀里遵跡は'現琵琶胡
水面より比高数 lr_の 低地に存在 し,同国坂田郡

杉沢還跡は,伊吹山南麓面下に発達 している谷
口扇状地の本端部附近に立JILし,更に大和優原
遺跡は標高にしては高位であるけれども,盆地
床 との比高20m強,奈良盆地南端部の沖槙平地
を一望にのぞむ低い丘陵の本端部に位置 してい

る。有名な曽首遼跡から, bt期 に疇すと考えら

れる縄交式上器がJ→上 していることは,衆知の

事柄である。 宮滝違跡等の 1,2の 例外とも云

うべきものを除いて,縄文式腕期に隅すると考

えられる適跡の殆んどは,低平地又は低平地に

臨む丘陵 端 力至 扇状地端に立地 と/ていること

が,考えられる。

「北九州首文化図離」第 1観解説書 11菌 1950年

藤岡謙二郎 「地理と首代交化」85貢88頭

小林・ 藤岡・ 中村 (近江国坂国郡蕃照村杉沢遠

E」う  「雰子
'Jミ

」́ 9老き51}  1938とF

末永雅姓「官馬の動 △ 1944年

山陰に関 しては,佐々木謙氏に集 う所 が大であ

る。

10こ の問題に関 しては,瀬戸内海綜合lr筑会個人
研究テーマ として,別に他の形で発表の予定で

ある。

11)藤岡謙二郎「前措書」第4革第2卸 o

lの か くして休生式文化の急テンポな拡大,北九州

から瀬戸肉・山陰 。畿内・伊勢湾に至 る諾地方

の弥生式文化えの急速な転換は,よ り具 r/1的に

理解されるであろうo

13)藤岡「前掲書」第4草第2節。

14)いわゆる「谷頭水田」に関 しては,関山大学講

師石田覚氏の教示,による所が大である。

15)森本六輌「前掲論文」89頁。

16)拙稿 (美作国植月村念仏瞭出上の銅銀)「吉備

孝チゼ」」 89二}。

17)弥生式後瑚の頃になると,貝塚遺心の数が,相

封的にも絶劉的にも,減少 して,言t期中期には

見られなかつた大規模な集落 …… 一例 えば ,

岡山県都窪郡EF村上東――中島遠跡,岡山市上

伊福琶跡など… ………が,平野の中に,主とし
て河 )「 1による自然堤防/Fその立地として利用 し

ながら,出現 して くる。距離は遠 くはなれてい
るが,静岡県登昌遺跡において も見られるよう
な,耕地とい うものに封する積極的な設備と工
作が,当然考えられてよいのであろう。
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囁一_」 認あ

カント4寺山 1号墳採集 紡錘車形石製品 (cut 4)
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C各 古 墳 の 棄 嶺

嘗「佐良世I村」にあるから,阜純に佐良山

古墳群というのではなく,この地域は,先に

その地形を概観した様に北は吉井川,東は繭

奈備山…… (地形国には佐良山と記されてい

る)雀 Hl……。高鉢の連山,西は嵯峨山山塊 ,

大手連山,南は大■■連山と高鉢山の連山とが

漢谷をなしている地中 ,という具合に,それ

ぞれ四方において,一應他と切りはなされた

撃位地域を,な してkraる。この単位地域内に

在る古墳を,総稀して,佐良山古蚊群と,呼

んだのである。であるから,僅少な例である

が,行政的単位である「佐良山村」に局して

いない古墳も,当然含衰れたc

本項では,一つの基礎史料として,この地

域内に皆なまれた,退屈になる程の量の古墳

について,T基一基の凱況を,記載してゆく。

便宜上,地形に従つて 4つの地域に大別し,

更にそれぞれを幾つ力くの群に,必要に應して

更に細群に,分けて買Jた。元茶,どの吉墳か

ら,ど の吉墳までが,x×古墳群,山の裾に

あるから,X× 吉墳群と定めることは,巖密

には甚だ根檬の薄いことがあるが,それが記

述の便宜に夕Hえて,参かれ少かれ,実際の一

面を示しているので,こ とにおいても,薔例

にならつて,一應一つの案として,下のよう

に分けることにした。

神奈傭山西方地域 (4中奈備山古壊群)65基

1。  一方首猿群       11基
A群         7基
B群            4基

2・  寺 L日古墳群       8基
A群  ^      5基
B群           1基
C群         2基

3・  門の出吉猿Rr      19基
4・ 煙硝庫附近首壊群     8基
5・  寺池東百壌群      18基
6・  カキ谷吉墳群      7基

雌 lrk山東画地域 (嵯峨山束面首壌群)30墓

7・  嵯I吸山束面盲墳群    90軽

笹山商鉢山西南面地域 (管出首墳群)50基

A群

B辞|

8・  御笠美盲墳群

A群

B藩

9・  剣戸首壌群

A丸山首境群

D剣戸首墳群

10` 小屋谷首壌群

11・  孤立的存在

4落き

3を萬

19基

2去甚

11薙

28とき

2蓄譲

B中宮首墳群      8基

C高根山根吉壌群    4基

14舞

52選

4き悪

大平山束面地域 (大平山束面盲壊群)23罫

12・  者林首猿群       7基
19。  三ツ叛首壌群      9基
14。  その他         7基

総訂・    168参き

神奈備山古墳群

数的にいえば,最 大 の古墳密集地中であ

り,その大多数が ,寺池及ぴ市場川附近の,複

雑に入りこんでいる谷頭水田に面する斜面又

はそれを見下ろす台地上に,立地している。

しかし,また ,瀞奈備山塊北面の山腹 ,山頗

上 ,あ るいは,市場川の狭小な漢谷地中に ,

点力と存 とノているなど,先に述べたように ,

更により′よヽ単位の ,しかしより特色の鮮明な

幾つかの吉墳群の集合によつて成立 してい

る。

ワ1



―̂ 方 古 墳 群
榊奈備∬I塊西側の寸

『
に,の ,山麓 ,山腹,山

顕に,点 rl:す る古墳を,こ こで一括して,帳

に一方古墳と呼んだ。此等はすべて,所謡佐

良 J十の狭小な低地中には可せず,喜津山市内

方F訂に〒耳して,咎造心れていることが,特徴

的である。徒つて恐 らく,これ らのlli基は ,

佐良山の狭小な千地に,居を構えた人々の奥

津城とい うより,む t/ろ その「再すする方向が示

す地域の人々によつて,さ造されたものと推

定心れるか も知れな ヽヽ。墳来の位置と被葬者

の所属 していた集落乃至
=と
地―耕地との関係

については,後に若 干 鯛れる豫 定である。

記述の贋宜上 ;一方古墳群を,更にA群及び

BttlT_,分 けて見た。第 1モ墳 |ヽ ち第 7;墳

までは,A群 iこ弓し,非口より敵に向つて上
る道路周辺【FF在する。第 S;墳 |ゝ ら第 11

;墳までは,B群に刃f属 し,大下の部落裏附
近もヽ ら夕谷沿いに,南に登 りつめる|ユ I径にそ

つて所在する。第 何ラ 墳の致宇は原貝」とし

て山麓から山頂へ向つて順 久 付せられてい

る。()内 の歎字は古墳運績呑モ。
A群 。

第1号墳。(1)(一方)皿川害河道に面して ,

山麓の長方寺の竹林中に,所在するが,今そ

の封土のすべては,ハヵィ沿失し去つて活り

その形71A規模は,全 く不明である。同じくハ

カイされた残 骸をと どめている横穴式石圭

は,天丼石などの殆どを,散失しているが ,

壁下部は,比較的よく残つてぉり,細長な玄

室を持ち,羨道が片紺式に作り出され ,北々

束に開口したものであ/pこ とを,示 してい
る。凱存石室長 5o16m 玄室中 1・2m妄 道

巾0。 85�を測る。奥壁に近 く,右俣I壁に治つ

て,土師燒亀甲型の陶棺が ,安置されていた

()の のようで ,現在棺牛身のみが,原位置と

考えられる個所に存在しているほか ,その蓋

身の残耳
‐
が多く散乱している。陥棺は,牛身

の長さ1・ 05m 高心 0。7m 内底巾 0'62mを

波」る。

第2号増。(2)(一方)1う よりやや上つた斜
面に,所存する。封土殆ど流出して,径その

イ也添明であるが ,小阿墳と推定心れる。今 ,

奥壁を合む石室の一部が残る。北東方向へ開

口した横穴式石室で,内部に上師燒陥権片が

健かに 残存している。
第3号墳。(3)(一方)2;ょ り更に上方の斜

面にある。道路工事によつて,中央部の大部

分切断。 今,道の雨供」に,僅かに子i上を残
している。 推定径 10→ 4all 高約 2m程 の小
円墳。石 室はハカイ沿 失しているが,若千
の尺大の著1り 石が,残存封 l・内に,認められ

る。

第4号墳。(1)(一方)3ラに隣接して存した
らしく,今 ,ハカイ治夫して全 く不明Э (近

藤保氏教示)

第5号墳。(5)(一方)5号 6移 7;は ,井口

……畝頂道路の東供よにある標高 240置前後の

台状をなし■頂部に,所在したと,いわれる

類 (近藤保氏)で ,今 ,その跡形らしい石材 ,

上器片が
!故
見されるのみでた,る 。 5号は,そ

の台頂部の中央辺に所在したものと,推定さ

れ,現にその部が,周囲より,やや高まりを

見せていることが ,注意ёれる。頂部二中の

開コンの折,ハカイされたものであろう。今

附近に,竪穴式石室の構造を想わせるよう/a

板状の割 り石が,無数に散乱している。囚み

に,こ の地は,津 Hi盆地の大部分を,一望す

ることが出茶る絶好の場所である。

第6号墳。(6)(一方)台頂部の東側に位置 し
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同しく開墾のために,ハカイされたものらし

い。封上の曾つて存在 した様が,僅かに認め

られる。近藤保氏によれば,ハカイの折土師

燒の陶棺が,出上 したという。附近に土師器

散見。

第7号墳。 (7)(一方)6ラ に隣接 して所在

し,同 じく,ハカオ治失したと絡せられてい

るが,現在封上の痕跡な,全 く見られない。

近藤氏によれば,ハカイの折,石室(?)が ,

あつた由。今,畑隅に若千の割り石 ,附近に

土師片散見。

B tt。

第皓 墳①(8)(一方)世J麓令1面上に,位置す

る円墳で,道路工事によつて ,中央及び北側

の封上が, ハカイ除去されている。 推定径

(以下推径)10m推定高 (以下推高)2、Omの

小牧。石室 もハカイ沿失 して,今若子の石材

を残すのみ。世I田清之氏の調べによれば,ハ

カイの際 ,陶棺 ,鉄器 ,土器が,出上 した由。

第9号墳。(9)(一方)8号 の上方 ,谷間斜面

上の山林中に所在する円墳で,径約 12～13

m,推高2・ 5m。 墳頂はハカイ除去され ,横

穴式石室天丼石と推定心れるこ石の一部が ,

露出。

第10号墳。 (10)(一方)夏に高位の,峠に近

くなつて,道東方の山林中斜面に所狛とする。

封土は,完全に沿失 しているが,石室から見

て小墳と推定される。石室は,横穴式で ,こ

れまた,ハカイされ,天丼石 2枚と,側壁の

一部とが,残存。現存長 4・ 8m。 西北に開口

している。

第11号墳。 (11)(一方)峠附近の斜面に所在

し,開 コンによつて ,ハ カイ沿失したもの。

附近に,石材散乱し, もと横穴式石室があつ

たことを,想像させる。又,附近に土師燒陶

,棺片が ,1故見ёれる。

寺  山 古 墳 群

大字皿小学寺山に属し,寺池の北倶1にあた

る,なだらかな尾恨がある。瀞奈備山塊が ,

西方に向つて,す 一つと下降し,この寺池北

側で ,僅かに高まつているが,(標高180m

比高80m),そ れは再び長昌寺の方向 (H各々南

方)にむけて ,徐々に低 くなり,皿の水日に

連結する。寺山古墳群は,こ の標高 180mの

寺∬i附近から,南々西面にかけての,なだら

かな山顛に所在する。19磁年度から,、 この地

の開墾が始まり,豊 澤な果 樹 園となる日も

近いが,朝 ロタ日をその全前に浴びるこの地

は,往昔 ,臭津城の地としても,いち早 く選

定されたに違いなく,現に,所在する8基の

古墳の内,2基は,略た確実に,他の 2基 も

恐らく,堅穴式石室を,その内部縛造として

いることが,考えられる。立地及び構造から

上の 8基力,更に,ABCの 3グループに ,

分けて記述しよう。

A 群。

第1号墳。(12)(皿 a市場寺谷)8基 内,最下

位に位置する円墳で ,その径約 14・ 6m 高約

3mを教える。墳頂には,ハ カイ痕があり,

石室の一部が,露呈 している。明らかに竪穴

式石室の待しをとり,その壁は,粗雑ではある

が薄い板状の割り石で ,構築さ注ている。蓋

石は,それらしい一二を除いては,附近に見

出されないが ,ハカイされた俣1壁は,頂部に

散乱している。石室の主軸は,略々東西であ

る。宙石室内の上中から,山 田英輔君によつ

て,紡錘車型石製模造品 (滑石製)が 1個発

見されているほか ,墳頂に,就部式上器の細

片が ,若千散兄される。
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擁2号墳。(13)(11・ 市場寺作) 1弓 のlllilと
側数nlの所に,'「在する 2参平:}よ ,径約12・ 514

高約 3m″測る |】]填で, 同しく工頂が,大

きくハカイされ ,その度に,石室の極小部分

が瞥見される。石材の多くは,1枚者としてャヽる

が,竪穴式石室の市Jを とるものと,考えらオt,

その主革由tよ ,束酉の方向。壁材は, 1うのそ

れに比 して,更に粒雑な割 り石で,必すしも

板状を呈するもののみでなく,通常の塊状割

り石を,可成り使用して、、る。Ft下から,石

製の丸玉 1個 ,装頂のハカイ渡から,有柄尖

根式の鉄鉄残片が,拾集されている。

第3号墳。(11)(皿・ 市場寺谷) 前二考よ ,
やや大きな円猿で,よ り北摂との,少 しく,1位

に立地する。径約 11・ 14X 高約3・ 5mを i貢 !

る。頂部には,束市から17・l北にかけての長方

形のハカオ度があり,石河が,若干散見され

る。石材その他から1/て ,竪穴式石室と推定

ёれる。

嘉4号墳。(15)(lllJけ 市場寺谷) 寺池上苗与〔
群中最大のもので,3号の東択1数mをへだ〔
て所在する円与1である。その径約204 江t約
6nを算える堂々たるものであるが,前 3者

と同様,扶頂にxハ カイロが十文字に開き,

石材若千が,散乱してヽヽる。しかし全功1は ,

してないらしい。石期からみて,恐ちく,堅

穴式石室と推定される。

第5号墳。(16)(皿 。市場寺谷) 3;の 北側
にある径約 lⅢ4m高 2・ 5～ 3mの円」tで填

頂にハカイ痕があり,恐らく,堅穴式石生か

と考えられる石室 も,′ カヽイさ′化て(、 る。

今,石室は,ハカイ部に,大きく被上をうけ

ているので ,判燃とはしないが,東西に主軸

を持つ,全長推定2・ 5m位 と考えられる。蓋石

の一部と思われる石材が,執下に落下してい

る , 以 ti生 じぅぇらう号上 Q■ , すべ こ`, 同し

傾斜蘭f上に集合的に立地し,盗堀痕及びその

結果現われている壁又は石材が ,,竪穴式石室

を,確認乳患想定させる及ど,一連の共通性

を有 しているので,一つのク・ループとして ,

充分に取扱 へヽ得るであろう。佐良山古墳群中

に現在見出される,伸佐―の比較的はつきりし

た竪穴式石笙I群であることは,注 目されて

然るべきもので,1952年度に,再調査が,豫

定本キし
ヤ
ごヽ るヽ。

お 群。

第6号墳。(17)(11」・ 市場寺谷) 4ラ の市東
|ミ1に BF在する。装頂の劉上の殆どが治夫し,

形体不明であるが ,推定径 約 960mの小;
と,考 支́られる。今テ横穴式石生の構造を想

わせる2取角位の亘Ifが一ケ露出している。

A群に接 して,横火式石室欺が,一基のみぽ

つん′と存在するとすると,い さ心か奇異な現

象と云ズPなばならないが ,この 6号は,少 く

とも,ぢ〔々 の警察の範囲では,竪穴式を示す

何物 も,認められてヽヽない。再調査を要する

でをfろ う。 (稿成直前 ,ほかに 4基の古墳が

発児された。)

C ttc

発7号墳。(18)(」Ⅱ・ 市場寺谷) 第 8号墳と

共に,先の 6基ょりすつとはなれた寺山の最

高 ,,千附近に所在する。径 6・ 6m高 0・ 5mに

浦たない小円与tで ,う頂にハカイ痕がある。

石室の有無は不明であるが,墳上から,ガ ラ

ス製の薄コバル ト色を呈する丸玉及び鉄製刀

子が,発見されている。

第8号墳。(19)(皿・ 市場寺谷) 第 7号と並

んでその北侠1に位置する径 6o7m高 lm前

後の小円墳で,庭女墳と推定される。立地墳

形からして,7う と同様な類と考えられるの
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で,この2基を合して,C群としたc

門 の 山 古 墳 群

瀞奈備山塊の西端に近 く,寺山 li浮群と束

に濃い谷一つへだたつた,可ヒ西方向へ舌状に

のびる一支脈の尾根部にわたる極めて絞傾斜

の舌炊部に刃F冶:す る古瑛を,1限に,問の山古

填群と呼び,更に,その附近に所在する若干

の古墳をも,便宜上同一群として,こ漁に加

えた。現在13基が,認められるが ,内 9基 Iよ

舌状台上に,3基は寺山との間の出t部に,他
の 1基はそれと反封側の尾根 部に,立 地 す

る。山L部に立地する 1基 (第13号A)を除いて

は,何れ も大同小異の大きё高心形状を有つ

小門墳が殆 どで,その内部主体 も,単なる稚

定ではあるが ,横穴式のそれを示すとは思わ

れす ,む しろ,今回の発掘にかかる第 1号 状ヽ

に見た式の箱式棺で3ろ うと,考え.ら れる。

約 100m程 の間に点在する。衛 , 第X;域の
番;は ,差 むゝな,青状部突端附近からはじ
めて,東南方向へ,順次附せられている。

第1号墳。(20)(Ri祠・「 ]の 山)発掘調査報告

(後章)参照。

第2号墳。(21)(千扁・ 門の山) 1号 から約
10数血はなれて刃F在する。劃上が著しく流失

しているので,形状添明であるが,推縫約 8

・ 5m程 の小円壌であろう。高さは甚 しく低
い。内部構造は不明である。

第3号墳。(22)●扁門の山) 2う ょり10数
m東南に所在する小墳で,これまた流上のた

め,墳形明瞭でなく,円墳かどうかか明。大

ささは 2うと略た同じ位で,高 さ0・bm前後 ,

庭女墳と推定ёれる。

第4号墳。(23)(千祠・ F]の 出)3ラ の西市数
mの個所に位置する径約11・Onl高 さ2・ 5mの

小円ザ'じ 庭女填と推定ёl■るが,4i亀のた,1

た考えら,ユ ろ石材の一部が,墳頂に,露頭し

てい る∩

第5号墳。(21)(剰 i福・ FEの |||) 3うの束市

1ヽ1にた,た ろ小門・ltで ,ザi頂の」.l土 Iよ ,可成り

流出している。現冶!径約 9▼ 3111高約 1・2111を

測る。盗姉iによるものか ,ユ寸エュ流出によるも

のか ,石羽 (箱式棺と推定)の一部が,保呈

している
°

第6号墳。(25)(千福`関の出)者状部の東北

斜帝iに 6,置する,径約 9m高 心 2～ 2・ 5mの

小円填で,未発都と推定される。

第7号壊。(26)(千福・「 ]の山)畝～」子耐道路端

に所在する 径約10m高 約 2～ 1・ 8mの小 11]

墳で ,封
=と
の一ヽ部 lk,ハ カイ盗テtて (ヽ る拘ミ虚

女与tと推定ёれる。

第7号墳。(27)(¶ 福`tl`]の 山)舌状部の西南

面に位置する8う lr〔は,封
=上
の多くが流失し

形状定かではないが ,径約10mに浦たない小

円墳であろう。

第8号墳。(28)(千福・ ド]の Jl)8ラの約10歓m

西北に所在し,径約 8・ OFn高約Ⅲ孤1を沢1る。

比較的保存のよい小円墳で,未発掘と推定。

第10号墳。 (29)(皿・ 寺谷)者 状部の西側

山L部 に位置する完全な円墳で,径約 14m 高

(斜面下方から淡1れば)2m(斜 面上方から

淑‖身■ば)lm程 を,数える。谷を下降する径

のため,極 く一部分が除去されているほか ,

完存している。

第11号墳。 (30)(皿 。寺谷) 10ラに隣接し

て下方に所在する。推径約8・Om 高 1・ 5mを

測る小撃t,内部構造は,不明であるが,ハカ

イ痕らしきものが,認められ,■ ,石材の一

部が ,填下に韓落している。この11号及び ,

前の10号は,「し部につF在するとはいえ,先の

一わ０
４



1号～ 9場七での類と共に 1ク ル
「

プと老え

てょいであろう。

第12号墳。 (31)(皿・ 寺谷) 舌り(部束保1の

尾根に所在する。径 8im高 1・ 5mの小円填

で,争頂の一部が,ハカイされていぅが,内

部主体の盗柄は,行 われ て ヽヽ ないようであ

る。

第13号墳。 (32)(皿・ 寺谷)10ラの前西慎1

にわたる同じ谷の,寺池_L山似1にある13場・は

,劃土石室共に徹底的にハカイされて,現在僅

かに,石室の一部 (lm角の割り石若司
1)が

残存しているのみである。墳丘の推定径12～

13m

煙硝庫附近古墳群

古墳群と縛される程,ま とな″つた位置に所

在するのではないが,寺池北方の谷傾斜面に

位置する古墳を,総裕した。この谷傾斜面は

古 くから開墾が行はれ,水田ど化している部

分が多く,従つて,若千の古墳は,ハカイ沿

夫しているのではなもかと,想像される。現

在僅かに見出ёれる古墳の殆んども,ハカイ

又は盗掘によつて,大きく変形しているのが

特徴的である。え,門の山,寺池上の古墳群

と異つた立地を示し… 山顕や尾根でなく,

谷頭を抱 く傾余1面上である… …ているので ,

古墳自体の様相も,可成り相異を,見せてい

る。合,會つて,多くの人々が,亘大な石室

を持つ古墳として,注 目していた所謡煙硲庫

吉墳は,その現存する主要なる3基を点検し

た結果,それら3ケ とも,少 くとも古墳の原

形を, 示すものでないという結論に, 達し

た。又,既述のように,この谷斜面の北西部

にあたる一部 (第 1'壌附近)か らは,石庖

丁及び抑生式後期土器片の出上が,確認心れ

こ`とる。

第 1号墳。 (33)(皿。寺谷)この谷斜面西ゴと

部にあたる南東斜面の車地に所在 したこの古

墳は1951年奉 ,道路工事のため,ハカイされ

たことによつて,は じめて,磯見されたもの

で,現在,lNl土の悉 くが,治夫 しているため

形状規模は全 く不明であるが,村民の言や ,

附近地形を併せ考えて,低小な円墳であつた

ことが,想なされる。石室は,横穴式石室で

南た西に開口と推定される。今,奥壁一枚を

残すのみ。ィヽカイの折 ,就都式上器若千が ,

出上したとのことであるが,煙硲庫の住人山

崎氏が,重形 1個を所戚 しているのみで,他

は,不明である。

第2号墳o(34)(皿。寺谷)谷頭水田が ,北

方 lT_つ き/p所の中央附近に,T~kの 3;と共に

2基並んで存在する。墳形は,定かではない

が,恐 らく小円墳と推定される。南西水円に

コiす る部分は,ハ カイされて とヽヽる。内部主体

慮/FXHFl。

第3号墳。 (35)(皿・ 寺谷) 2号の南際に

所在する。 2号と峯た南じ状況。墳形,内部

主体は不明。小墳。

第 4号壇。(36)(皿・ 寺谷)2号 3ぅの東Jヒ側に

所在する小円墳で,径 4o7m 高約230mを測

る。完RTて保存され,庭女墳と推定される。

第5号墳。 (37)(皿・ 寺谷) 2,3ラ の東

方敷10■の南傾剌のユ十林中に所在する。現在

甚しくハカイされて,封主全く残存せナ,石

室も亦ハカイされ,石材が散乱している。石

材の具合からして,確賓に,横穴式石室と推

定巷れる。斜面の方 向から考えて,西 南 Vご

開口していたものと推定される。衡 ,・石初に

政ぢつて,陶棺が,1個体分,粉々になつて

散見された6先のII(崎氏によれば,こ かゝら
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水品製切子玉,勾玉,が らす製出工等が∂手燕

集されたとのことである。

第6号墳。 (38)(皿・ 寺谷) 谷の東北端の

】ヒ々 西斜面の山林中に営造されている。その

一部がハカイ除去されている上,墳形が,著

しく愛形しているうしkrs。 今回調査を試み/c

が,中止した。その折 ,象形ハニフの残丹・及

び ,円 筒ハニフの残片が,検出されている。

墳径約1lm,高心 3 nlを測る。

第7号填o(39)(mi・ 寺谷) 2号 3うの南
面の水田中に所在 tノ ,今 ,積穴式石室の天丼

部の石材を示す亘石のみが,残存する。

第8号墳。 (40)(皿・寺谷)6ぅから,西方
に3～ 4omへだたつた水田中に,石室のみ取 り

残されて存在する。封±4全 く不明である。

石室は,横穴式石室で,南 々西に開口する。

入口 (とぃつても或る程度ハカィされている

が)の中約 1,4nI。 盗掘が行はれ ,陶れ1が ,

入口附近に,残片となつて,散見される。残

月
・からの牛J断でるる拘《,少 くとも, 2本代が ,

安置されていたらしヽ 。ヽ何れ も土師燒のそれ

であることは,他と同様であるが ,そ の内 1

棺は,縁とりの隆起祥の一部
『
,蒻状女が画

かれており,更に他の 1柑は ,

掬()宝 /■′も∩♂し
'の

形を示す一尊

位の型押文様が,その身部―特にや 秩ヽ序を

以つて,押捺されているとい う,極めて特異

な文様で,飾 られている。その大形破片は ,

今,吉備考古舘 lT_牧蔵されている。

寺 池 東 昔 墳 群

寺山附近一昔の地域と相封し,寺池北方谷

斜面上の水日地特を,は合むように,畝集落

の邊 りから漸久下降しつ 仲ヽひている,蔚奈

備山塊の支阪があり,その出顔樽いに,畝か

f,寺池引こ面え通介B出径が,開かれているc

この支阪 (と いつても,下降するに従い,幾

つかに分岐していることは ,勿論である)の

標高 200m附近から寺池へかけての山顛及び

南側面にかけて,10数基の古墳が ,`見出され

る。候に今,寺池束古墳群と呼裕 し,一括 し

て取扱 うことにする。以下大体において,標

高の高位の順に,記述 してゆくこととす /D。

第 1号墳。 (41)(mit奥) 標高 200m程の

徐頭の山林中に存在する。現在完全に沿失 し

附近に石圭D石Jが ,多数千故兄されるのみ・●

ある。               .

第2号墳。 (42)(JL・ 城千) これは,上記

支脈 yD南側の,別の支Fk上に位置する古墳で

台地上となつた個F,「のテH中 に所在する。墳
'レ

はたかではな(fヽが ,横穴式石室が露工 してい

る。

内部は,上が充前しているため,測定不可能

である。 (近藤保氏敷示)

第3号墳。 (43)(皿・ 奥) 支LFkの標高 180

m張の尾根部山林中に,位置するFl墳で ,そ

の径15tu,高約 2m(最高 4m)を ,算える。

墳頂は,大きくハカイさEt,北に開目する横

穴式石窒を露呈している。石室の天丼石及び

根1壁の一部は,ハカイ治夫 している。妄道が

ハカイ治失 しているため,はつきりしない点

があるが,玄室の推走長は5・ Om,中 は1し 8m。

第4号墳。 (14)(lL・ 奥)3ラ の西側数mの

同じ立地に

`ケ

置する門墳
・●,墳瞬に大きなハ

カイ痕を有つ。径約 11は1,高さ約 2ゎ 5■を測

る。天丼石が完全に取 り去 られている横穴式

石室。石挙現存長 7・ On,衡 ,石彗i内 には ,

土肺燒の陶れ1片が,散乱している。恐 らく亀

甲型のそれと推定される。

第5号墳。 (45)(酬・ 奥) 近藤保氏の教示

０
●



によれば , 3号・4サ所在地の南面傾方→地 (現

在畑及山林)に 2基の塚があつた由で,現に

石初と覺しきものが ,散乱 している。

第6号墳。 (46)(」m・ 奥) .Lの 2基の内
の 1基。

第 7号壌。 (47)(』 1・ 奥) 5サ の夏に市 よ

りの谷頭斜面に所在する円墳で,径約 8山高

さ約 235～ 3,Oinを 測る。墳頂はハカイ沿失

し,天丼石が露ユ している。

第8号壌。 (48)(」 J・ 奥)3ラ 4;附近から

寺池へ向けて,やや降つた個所の道路常側に

位置 し,眺望の極めてよい西前面を占めてい

る。径約 9・ 0・1の円墳で,劃上の多くが沿失

している。西方に開口する横穴式石堂は,況

左 ,奥壁近 くの
七
ヽを,残すのみである。昨

た原位置と推定ёれる個Diに ,陶杜身が,残

存している。

第9号墳。 (49)(∬ L。 奥)8,墳 の西南方の

水田中に,石室のみ残存して＼r、 る。横穴式と

推定巷れるが,耕作者の言によれば ,も と ,

中にtよいれて,石室長約 7m,高心約1 66ni程

あつたという。

第10号墳。 (50)(狙し,奥) 8号 9うの南側
分1碇した支脈上に略々東西に並んだ,3基の

未発掘の円墳が ,所在する。東端から,10;
11号12;と 呼稀 したが,何れも保存頗る良好

で,封上は,全 く原状を保つている力1く であ

る。10;は ,径 11〔 Om 高約3・ om。

第11号填。 (51)(」皿・ 奥) 10;及び久の12

ラと,それぞれ致mをへだてて存在する。径

約10m 高約 2mの円墳。

第12号境。 (52)(」 11・ 奥) 3基 の内,最大
の円墳で,径 14と5m 高約4・Omを 測る。
第13号墳。 (53)(皿・ 奥) 10・ 11・ 12号に

近接 してその南恨1斜面上に,略々同様な形態

を示す 4基の琢がある。東から,13`14E15,

16;と 名づけた。何れ も低小な古墳で,葺石

と思はれるものが,散見される。13;は ,径

約 8m。 虎女墳と推定。

第14号墳。 (54)(皿・ 奥) ・13ぅから教mは

なれて,その西側に所在する。方墳かとも考

ぇられるが ,形状添明。斜面のため,流上が

多いのであろう。推径10m,著 しく低い。

第15号壌。 (55)(皿・ 奥)14ぅの西南俣」教m
の個Tjlに立地する。14ぅと峯々同大同巧。

第16号填。 (56)(ml`奥 )15;の 南択」に位置

し,前三者と同大同巧。

第17号墳。(57)(皿・ 切池)該 支Fkの南側谷

斜面の山林中に所在する径約 7 nl高約2・ 5m

の小門鎖。南に開日する横穴式石室は,入 口

の若千司
`分

がハカイされつつも,凡な完存 し

現全長3・ 3mを沢!る。中央が廣 く, 奥に行 く

に従つて狭小となる式のもので,玄妄の別は

認めらオ年ない。中は奥にて 0'S nl,中 央附近

にて 1,1■ 1。 高さは,中央附近にて 1・ 3mを

沢‖る。石空内左狽Jに治つて,奥壁かられ035nェ

はなれた位置に,原位置を保持 していると推

定される陶棺身が ,認められた。構身の全長

は2・25m,脚を除いた身の高さ0や57m,蓋の

一部は,近蔭保氏が ,保存 しているが,突省

をめぐらし,懸紐突起のある通有の上師燒陶

棺で ,後に報告する祗園畝 2ラ墳の北粧と同

じ式である。

第18号填。 (58)(皿・ 切池) 17うの/4F南側

に,同様な立地を示す18;壌がぁる。墳頂の

一部が ,ハ カイ心れ ,墳形不明陳であるが ,

小墳。天丼石と推定される石材が,露呈 して

いる。
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カ ギ 谷 古 墳 群

紳奈備山披は,皿から種へ向つて,入 りこ

んでいる狭小な湊谷地特によつて,それ以南

の連山と連績を絶たれているが ,この狭小な

地昔 (一澳谷)に lll‐ した雨斜面上に,数基 C)

古墳が皆まれている。瀞奈備山腹の一方畝か

ら南に下降する道が』1-一 種 道 路に交叉す

る地点17P,やや西側のナこ域である。現在 ,漢

谷の北側 ,員「ち山の南麓 画の 山林 中に 4

基 ,そ の反封倶」の口十の北斜面上に 3基が,認

められる。前者をA群,後者をB群として記
述する。

A 洋
4基の塚が ,背後に極めて急峻な IJiを負つ

ている没流の縁邊に治い,東西に一刺に並ん′

で所在する。古墳誉造地としてィま,不だ議な

位 ,落ちつかなЧヽ所である。日前の急流が ,

往昔 も,この点を貫流していたとは,限 らな

いが ,古墳自体 も,壱 しい急斜面に,作 られ

ている。何れ も/」 墳ヽで,すべて ,ハ カイ盗掘

の跡を,見せている。東から1;2ラ … と
呼稀する。

第 1号墳。 (59)(種。国子林) 著しくハ

カイされて,墳形不明であるが,恐らく推径

8,Omの 円墳と,推定される。東に開口と考

えられる横穴式石室が,ハカイされたな哉 ,

露呈 しているが ,その天丼石の殆んどは,治

夫 している。石室推定長4・Om巾 1こ 65m。
‐
第2号填o(60)(種 。国子林 )墳 形は全 く

る明。横穴式石室の奥壁に近い部分のみ,僅

かに,残存している。鮮 は,面とり心れた大

きな石材で,構築され ,持ち途 りの度は,殆

んど,認められない。南々西に開日と推定ё

,宅る。

第 9号墳。 (61)(種・ 国子林)径約 7・ 5n程

の円芸と推定されるが,=]土は,可成 り沿失

している。入国の部分 ,天丼部が,沿失 1ン て

いる。横クく式石
=が
,南々東にむけて,管造

されているが ,そ の幣1は ,2;墳 と同巧。

第 4号填。 (62)(種・ 国子林)封 土殆んど

全壊めため,敦形不り].石室もハカイ治失し

ているが,色々な点から,南面に開口した横

穴式石室であつたろうと,推定される。

ユ〕 群

A群の立地と,封照的に,若千康々とした

感じさえ興える,やや綾らかな北面傾弁1地 ,

ml一二種道路からの比高約10～ 20m程の1固所

に,点 々と3基の問壌が望見される。往時よ

り著名なものと見え,久米那誌にも,その紹

介が載せられているし,亦 ,永山卵三郎氏の

「種 1/Dニ ツ琢」は,これに当るものであろう。

第1号壌o(S3)(種・ カキ谷)均七頂の掛土

が,ハカイ治夫 しているが,門噴で ,その径

13o5n,高約 2・ 5～ 3,01n。 横穴式石室が,北

に開口している。石窒は,玄羨の別を設けて

いないが ,壁は,面とりのよくなされた角材

を用いて,整然と構築ёれている。石室全長

8,9m,中 (奥壁近く)1・ 4m, 巾 (入 口附

近)Ⅲ 2in,内 部に上が ,堆積してセヽるので ,

高さは不明である。石室内部に,土師燒の陶

相片が ,僅かに認められた。

第2号墳。 (C4)(種・ カキ谷) 封土は大

封
`分

が,ハ カイ治夫しているので,填形規模

は不明であるが ,推定径は10数m。 横火式石

窒が ,北方に開口している。玄室と羨道とは

区別 (片袖式に)さ 津てk/hる崎ミ,道道の大部

分は,⌒カイ治夫心れている。奥壁は一枚石

で ,側壁の状況は,■号・に類する。玄室全長

3・ 41■■i巾 1・ 9in,高 さli65m。 室内に,土師

焼の陶柑片が,散見される。
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斃 3鳥墳。 (35)(在,ヵ キ谷)「 !;tて ,Ⅲ

頂の封土が,多少流失しているが ,径約 3・ 5

mを測る。横火式石室は,天丼石 ,壁の一部

を,治失している等 ,可成リハカイёれてい

るが ,石室の推定全長 4。 51ntt。 的14は ,T

→二部に一枚石を置き,その上牛に,比較的偏

千細長な石材を,杖横みしている。

嵯峨IB束面古墳群

暁峨山を最高峯とするこの山塊は,主 とし

て,その尾根部を南北に通る境界によつて ,

三保村と,佐良山とに,分割される。との佐

良山分に局する束面の山麓 ,出腹,111顛に ,

数十の吉嶺が,点在的に,誉造心れている。

教基づつの群築は,その内に,見出されるけ

れ ども,全体として,廣大な嵯峨曲東余キ面上

に,点力と,所在するので ,これ章た ,巌密

には,古墳群と,云 えないか知れないが ,ナ也

形的にも一應他と切 りはなされているし,個

々の構造の示す所も,略力同様であること等

から,こ とに一括 して,記録する。嵯峨どi束

面といつても,それは,大小の谷によつて ,

作 られた ,数多くのこれまた大小の台地が ,

樹 してゆるやかに,束方へ向つて,付iび てい

るといつた地影で,それに應して,吉墳の立

地 も,一定することなく,あ るいは三保村境

の山頂に,あ るいは,ゆるやかにのびる台地

上に,その間に急な隆起を示す山頭上に,あ

るいは,低い谷間の斜面に,あ るいは,山麓

の傾斜地に,といつた具合の多様さである。

しかも,その内部構造において,大体におい

て等しく後期較穴式石室の権」をとり,又 ,中

に陶棺を牧めた類が多いことは,注 日せら浄

なければならない。大 H各北から南へ,叉 FII麓

から出頂ヽ十句つこ,言己述の順序とする。

向山1号墳。 (G6)(4i雨・ 向曲) 開墾のた

め,治夫 し,現在火‖地となる。ハカイの際 ,

琴 |ド 及び高J下各一個出上の由。

向Llt2号墳o(67)(千 市む向I10 径約10m,

高約 1じ 5mの小 |II」〔で,ザ(頂に,盗掘痕があ

る。

片山吉墳。 (68)(千扁 ')i‐ 111) 硝I麓片山都落

内の加中に所在し,開 コンにより,ハカイ心

れ ,封上の多くが,沿失 している。石室は横

穴式と推定されるが,大部分治夫している。

土肺燒の陶構身が,今露出して見えるが,ハ

カイの折,その中から勾玉及び環が,出上し

た由。

中堂1号墳。 (69)(れ i閥。中堂) 片山妖背

後の山腹南斜市iの 11林中に位置する円状。推

径約15m。 封土石室共に,可成リハカイされ

ているの石室は横穴式で,南に開口する。

中堂2号墳。 (70)(千扁。中堂) 2う のや

や西方の谷斜前に皆造された,径 15,5m,高

3・ 5～ 4・Omの 円墳c壊頂はハカイされ ,横穴

式石室天丼石露出。入口は開かれておらす徒

つて石室視棋は不明。西。南。北とも山にか

こま注た狭小な谷斜藤
'下

部に位置 している関

係,眺望も殆んどなく,む しろ暗い感じさえ

抱かせるところである。

三ツ塚東古墳。 (71)① 扁。開の谷,■t堂及

び換谷つ境)嵯 峨山頂から分岐した支服の

一つの高い尾恨部に「三ツ刻 が,東西に相

並んだ形で所在する。この地からの眺望は ,

特に素晴 しく,津山盆地を一望し,はろかに

那岐連出をあ洛ぐことができる。何れも (佐

良山古敦群中では)相当大きな古墳であるこ

とlrk,注 目される。その内,東古墳は,径約

15m,高約 3・ 5ん 41■Iの 円填で ,よ く保存さ
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身1て モヽる。猿頂に,石,か とも聖、貧,ltる ′Jヽ石

が,若千散見心オqるが,鹿女古墳と,幹定さ

オtる。

三ツ塚中首墳。(72)(同上)径 19111,高 4～ 4ゥ 5

mの円墳で ,盗掘に遭つてはいるが,封上の

保存は,頗る良い。石峯は,市力束に開口す

る横穴式で,全長 7・ 9m,史壁近 くに「卜1・ 7

m,高 さ 1・ 6mを涙1る 。玄室と羨芭の別なく
入ロヘ向つて秩力に狭小となる式,」の積み

方 ,石材は,後越する中宮 1;壌に,類似ナ

る。内部上開燒亀甲型の陶 オi居 を,散見す
る。

三ツ採西吉墳。 (73)(同 _L)径 18.5mtti4、 0

mの円墳で,墳頂が,大 きくハカイ除去ёれ

ている。石室 もハカイされ,布 何若千が,ぢ t

頂ハカイロから散見される。横穴式と推定さ

れるが,形状,規模の詳細は,不明。

平佐吉墳。 (74)管雨・ ョi佐) 千佐部落内
の山麓に程近い I11腹束饗Wf_生 に位置する。封

土は大きく変形 tンており,オン状規模は,全 く

不明である。本古壌【炊,昭和23年津山成美高

等学校の手によつて,一度,発楓調なが,行

わ

'tた
もので,その折の状況は,首時 3年 /1

であつた渡邊誠一君の手によつて,見事に,

記録されている。この記録及ひ,表々の調査

を併せ考えれば,内部主体な,南に開口する

横穴式石室で,その推定全長 6m以 _と に達す

る。しかし,現在は,天丼イfを はじめ,側確

なども多く沿失している。内に土IT燒亀甲型

の陶憎 3棺が牧められていたが,内 2粧はす

成美高校に,他の 1柿は,塊地に,所冶:して

いる。成美高校の調査以前に,古 くから教団

の盗掘が行われた棋様で,原形を保つている

と考えられた現存するとれIも ,我々の調査の

結果 ,古 くハカイされてい珍ことが ,牛1つた。

!li■近い 1椎は, 長さ195二 Briさ o t85111内 中

0。「 mを教え,中央mlォ菖は, 哲ヽ長2Ⅲ 2� ,高

とこ035m内 巾0・ 631■ を,Jllる 。 最 も入口に近
い現存せる 1枯は,身の牛欠しか残つていな

いが,その牛身の長さ0・ 9nl,商 0。8m, 内中

o,41■ を測る。衛 ,甫と2イtの 内外から,各種

形態の肌部式上器及び土師器 ,並びに若千の

鉄片 (智か ?)が ,出上している。

紙園畝第1号墳。 (75)(¬ tttr祗園可ズ)後 章
調査報告参照。

抵園畝第房 婆。 (76)(¶ i雨・祗園1次)後 章
調査参XR。

桑山1号墳。 (77)(千 祠。桑山)千 佐塚南
方の支脈7D I十「麓傾斜再たとに位置する径約13・5

m,高約4(0_nの 11:填で,状頂が沿失し杖ク(

式石生も徹底睛にハカイされている。

桑出2号墳。 (78)(千 耳扇4桑 |+1) 1うの耳ヒ

隣に位置する径約10。 21貰1,高約 3・ 5mの小円

填で,石窒は露出していないが,盗都の形跡

が,封上に残つている。 1う 2号共にJI林中

にある。

乗山南1号墳。 (79)(高尾Ⅲ桑 HI南 ) 桑曲妖

より,やや南よりの同様な麓傾斜市「に,3基
が,,F在する。その南端の 1ラは,径約17・ 81五

高約 4m近い円墳で,横穴式石窒が,ハカィ

曝露している。内部広土が充前しているため

測定不可能ぃ可成り長大なるものと推定本れ

る。

桑山南男 壊。 (80)(高尾・ 桑 II千南) 1;
の北隣【点粕二する径約12,0_n, 高約 4・ Omの

問
'■

で,封土保存よく,虎女墳と,推定され

る。

発■1南3考墳。 (81)(高 尾・ 桑山南) 山

林とり|との境界となつている所,3基の内北

端 1/D古をitで ,封上の多くは,沿失 し,石
=の



一部が露出 している。亘大な石凋を用
`た
横

穴式石室で,南束 lrr_開 回する様で、ある。

畝綱1号城。 (82)(高尾・細め  同じく麓

斜れ「iであるが,浅い谷部に面している 3基の

古状がある。その内,1;は ,径約12mの 円

墳で,扶頂が ,tlxど くハカイされている。南

東に開口する横穴式石室 も,大きくハカイさ

れている。壁は小口積で,文 ,持途 りの度 も

著しい。現在長5・ 35m,巾 1・ 61nを測る。

細畝2号墳。 (88)(高尾。納畝) 推定径約
1040mの円填であるが,ハカイ甚 しい。内部

構造は,全 く不明。

岬畝3号壊。 (81)(高尾 ,細畝)  推定径
13oOmの 円墳と考へられる。甚しくハカイさ

れ,内部構造不明。

下山田上の吉境。 (85)(高尾。塚の前) 細
畝の西方にあたる谷丼面の一部に位置する径

約 7m,高約 1・ 6mの小円域で,その一部は
水田に切 りとられる。横穴式石室が,南に開

口しているが ,入 口附近は,ハ カイ心れてい

る。全長約 5,01n,巾 1・3m, 高 106mを沢」
る。

火の金1号壌o(86)(千 扁・ 高塚) 桑ドi市

古壌桑山古墳などをその麓 斜 面 に有つ支Ⅱ辰

が,西方山顕から,ゆ るやかに長 くのぴはじ

める起点に近い尾恨に,所在する。墳形は ,

流失変形して,形状規模は,不明であるが ,

推定径18m以上 ,推定高5・ Om前後の,相当大

きな円墳であることが想なされる。南に開口

する横穴式石室も,甚 しくハカイされ ,奥壁

附近のみが,残存している。後記する高塚古

墳及び先記したニツ塚と共に,嵯峨山東面古

墳群申,最 も高い位置に所在 し,しかも,一

般に壮大な規模を,有つていることは,注 目

すべきである。

火の金2号填。 (87)(¬ 1福e高壕)前 者の

西北側に所4:す る古墳で,形状は不明である

が,推定径13・ Omtt。 石室は完全にハカイさ

れてお り,詳細不明である。

中山田1号墳。 (88)高尾 `中 山田) 山腹斜
面_とに位置する径約13・Om,高約 2・ 5～ 3m
の円墳で,墳頂は,大きくハカイ心れ ,横火

式石室が,航壊露出している。石窒推定長7・

6m。

中山田2号墳。 (89)(高尾。中山田) 1,
よりやや高位に営造された径約 15・ 5m,高約
2mの円嶺で,同じく墳頂ハカイ心れ ,横穴

式石室が,曝露 してぃる。内部には,上が充

満 し,天丼石は散舌としている。石室 推 定長
6o7m。

高塚首墳。 (90)(高尾・黒鳥及び重兵衛山田

と三保村大久保との境界)三保村との境界線

上の山顕に,一際高く奪えているこの吉墳は

'F福 `皿
も高尾のT地からも,く つきりとあお

ぎ見ることが出茶る。嵯峨山束可古猿群中最

大のものである。経糸t24・ om,高 5～ 6mの

円墳で,封土は部分的に,可成りの損傷を見

せている。東に開口する横ク(式石室は,殆ど

ハカイされておらす,各壁は 2尺角大の石を

以つて持ち途 り積みёれている。玄室羨道の

区別は,天丼部のみ設けられているが,その

全長は約9・Om,弦室長5o5m玄室の 中 1,9～

2.O nlを 沢Iる。佐良山及び三保村の千地はい

うに次ば今 ,四方の眺望の絶佳極め,佐良山

古墳群申隆一の立地である。

正馨 畠古墳。 (91)(高尾・正京茶畠) 中
山田古填の位置する丘陵が,東にのびた乾斜

面に位置する。円墳らしいが,墳形不明の小

墳で,高さも低い,玄美の別のないっ横穴式

石室が,東に調口している。TAl壁は,可成り
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の小口積みであるが,奥豊は一枚石を用ぃて

いる。石室現存長4こ 5n。

弁慶岩吉墳。 (92)(高尾 C排慶岩) 同tく

麓斜面に所在する径約18m,高約 5mの 円墳

で,その南端は,水田に面 している。片袖式

の玄羨の別ある横穴式石室が南々東に開口し

ている。その構築は,各壁とも,2尺角大以
上の大きな割り石を以つて,整然と積女れて

いる 。現存長 7o7m,玄室長 5305m,玄 室巾

1・8mo羨道巾1,4mを沢】る。高さは不明。

城成首墳。 (93)(高尾・ 城成)ゆ るやかに
のびる支版上の山林中に所在する。挙預封土

は,可成り沿失しているが,現在径19・ Oin,

高 3・ Omの円墳。石室天丼石が,露頭して、ヘ

る。恐らく南々西に開甲する横穴式石室
‐●,

椎定全長 7・ 5m。

西の同1号墳。 (94)(高尾・ 西の岡) 嵯峨
山古墳群最南端?苫墳で,山麓廿I林中に,2
基並存している。 1;は ,南側のかなる方の

円墳で,径約 12～13m, 高約 3m。 封土は
保存良好で,南々東に開日する横穴式石窒 も

入日の一部を除いて,党存している。天丼部

に,玄羨 と区別している。現存長 5・臨 ,現

室長2o65m,玄室中 1・ 2m,高心 1・ 5mを測
る。奥壁は,一枚の亘石に若千の各1り 石をあ

てて構築され,側壁は若干持ち途 り積みにな
つている。亀甲型と考えられる土師燒の陶祐

片が,残存している。 (50頁 々ツ ト)

間の岡2号墳。 (95)(高尾。西の岡)各 約15
～16m,高 約 4mの |¬ 墳で,封土は極めて
保存がよい。南に開日する横穴式石室は,全

長約7・9m, 巾1,8m,高 さit65mを決jる。室
内には,卸棺片が,散見されるが,田外速氏
の話によれば,若干の,少 くとも二,三個の

陶棺が,小形棺を合めて,存在 したとのこと

であり,佐良山校に現存する一梓は,本石室

出子のものの由である。何れも土 師燒 であ

る。

笹 )IiI古 墳 群

佐良山地区束市部の古填に鍋して,笹山古

墳群の名裕を附したが,これは御笠美古墳群

小屋谷古墳群,剣戸古墳群に,最後者は,更

に丸 IJ「古墳群,中官苫墳群,高 根 出恨古墳

群, 倉J戸首墳群に分れる。又,以上の古墳

群の何れに局させてょぃのか牛」らない孤立的

な立地を有つ>t基がある∩

御 笠 美 古 墳 群

大手高尾地区内の水田地特束面にあたる笹

山JI塊の西科百「上の山腹に皆造されている吉

墳に対 して,特に小学仰笠美地区内に所在す

るそれが多いところからして,作H笠美古墳群

と稀した。これらの内,中管根_L・ 下の2基

(A群)のみが,ややはなれた,支HFkを別に

した山腹斜面に立地するほかは,大体にない

て,1群をなしている。 (B群)何れも横穴

式を内部主体とする吉墳で,すべて盗掘に遭

つている。

A群

中曽kFk上古墳。 (96,(高尾。中曾根) 可成
り急な西北可の斜蔵i上に位置 し,封土の約牛

分が沿失しているほか,装頂 もかなリハカイ

心れている。推径 6～ 7m,を測る。石室は
ハカイ心れたまま,‐都が残存。西北に開口

と推定される。

中曽恨下古墳。 (97)(高尾。中含根)_L古壌

と同じ立地で ,そのやや下方に所在する。封

土は多くハカイされているが,椎径 6o5ュ nュ



高約 21■程の小円ザtと推定される。石室は,

ハカイされているが,現存部長 4し 6m。 恐ら

く西北方に開田する横 'テ<式石室。

B群

丸と口1号墳。 (98)(高尾・ 仰笠美下) 西耐f
の山腹山林中に,丸山壕と稀せらる3基があ

る。 1ラは,推径 11・ 6ュnの ,lNl上 ハカイ甚 し

い円ザ〔で,石室も大きくハカイされて,詳細

不明。

丸山2号墳。 (99)(高尾・ 御笠美下) 封土
の可成 ,の 部分が ,ハ カイされている。椎径

101n,推高2・ 5mを 測る小壇。・ハカイされた横

クく式石室が,露出している。

丸山3号墳。 (100)(高尾・ 御笠美下) 3

基の内,最大で,椎径 17・ Om,推高 4・ OIIIの

円墳。盗掘された横ケ(式が,南 lr_開 日してい

る。その全長 7・ m2,妄道長 3・ 7mを沢1る。

巾,高は,内部F土が充満しているため,不
FIIri。

御笠美下1号墳。 (101)(高尾,ィ 御笠美下)

丸山古墳 より嵩位の。現在日外速氏が,果樹

園として開コンされた舌状部の突端近 くit所

在する。径 7～ 8mの小円墳で,封上の若千

が損傷 している。石室は,入 口附近が,ハカ

イされて,露呈開口しているo玄室と美道は

片袖式に区別され ,推定全長約 5・ Om,妄道

部の長さ2o85m夕 妄道の巾0・ 65mを測る。今

土師燒陶棺片が,散見される。

御笠美下2号墳。 (1骸)(高尾。御笠美下)
開墾のため,完全!嘆滅しているが,田タト速氏

の話によれば,横穴式石室があつて,重・ 杯

などの朋部式上器が ,出土した由である。

三ツ塚1号墳。 (103)(高尾・御笠美下) 御
笠美下古墳の東方の甫斜面上の山林中に,三

ツ塚と呼ばれる3基の古域が,東西に相並ん

‐●,見出される。こ着とも,略オ同様大きさ

を有つ小 P〕墳で,すべて,積穴式石室を,内

部主体としている。 1;の東端に位する,径

約1280mの円墳で,壌頂はハカイ沿失してい

る。石室 もハカイされたまま,露出してぃる

が ,現存長8・ Om,奥に近 く巾1・ 3m,高 さ1・

3mを沢」る。玄妄の別は,不明であるが ,底

面に,薄い板石が駁いてあり,その上に土師

燒の陶棺片が,散見される。奥壁は,二枚の

大石と若千の小筈1石とで,溝成されている。

南に開口。

三ツ塚2号墳。 (104)(高尾・ 御笠美下)

3基の中央にある径約 14・ Om,高約 4・omの

円墳で,南に開口する横穴式石垂は,羨道都

の暴々全体を含めて,大きくハカイされてい

る。玄室長6・Om,中 1・ 7m。

三ツ塚3号墳。 (105)(高尾・ 御笠美下)径

約 11・5m,高 さ約 330mの 円墳,墳頂は大き

く′ヽカイ治夫 と́ている。片袖式に玄妄の別を

有つ石室が,ハ カイされ ,天丼石など散乱の

ままに,南に開口している。玄室長3675m,

巾1。 Om夕 壁は,比較的小口積みであるっ

御笠美古境o(106)(高尾。中宮上)上 記二
ツ塚 と,次い谷一つへだてて・ 封面する可成

り急な北斜面上に位置する径約 9・ Om,高約

3・ 5mの 円墳で,玄美の別のない石室が,そ

の天丼石を露頭させてぃる。北 I~C開 口と推

定。

大塚上宙墳。 (中7)(高尾。中宮上) 御笠

美吉境と同じ支LFkの ,よ り西方の突端頂都附

近のド十林中に位置する円填で,墳頂の封上の

殆どは,沿失 している。推定径10・5m,現高

は,甚だCAく い。長5・ 9m,巾 1。 Omの石室が

】とに開口している。

御笠美下大塚古壌。 (108)(高尾・ 御笠 美下 )
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國道に面する攪下の畑中に所在する封土は,

全くハカイされている。石室も亘大な鏡石及

ぴ着千の保1壁を除いてハカイされ,附近の石

垣となつている。鏡石の具合からして西方に

開日したものと考えられる可成り大きな石窒

が想象される。

貪」戸 古 墳 群

御笠美吉壌群の南力約400～ 5oomに あたる

所で,東方から大きくのびて茶た山が;やや

絞傾鋼を作 り乍ら,千地に移行しようとする

部分の斜面・ 尾根・ 境下等の各所に,数十の

古墳が見出される。佐良山壱墳群中,最 も密

度の多い群で,亦 ,4基の前方後円墳のすべ

てが, これに局している。今, これら古墳

を,夏に,地形とその実体とを考え合せ ,

Tの女Rき 4群に分つ。 A,丸 山古墳群。 B,

中宮古填群。Ct高野山根吉墳群。 D,倉1戸

吉墳群。

A.丸山古墳群

丸山打号墳o(109)(幅 H。 丸山) 丸山古墳

群と稀しても,2基のみであつて,津山線に

ょつてその西側に切 り残心れた低地との比高

26m程の山頂に所在する。暑々南北に,2基

並存しているが,北の 1;壊は,径約10。8m

高約20mの円墳で,明 治 25年耐社建設のた

め,可成リハカイされたものである。
.日
下元

染氏の言によれば,その折,横穴式石室があ

り,入骨,馬具,刀 (長 4尺)2口 ,鉄鏃 ,

土器等が,出上したと云う。現に墳頂から,

祠部片が,探集されている。

丸山2号壊o(110)(扁日・ 丸山) 鉄道工事

で山を切り開く際,その東牛が,ハ カイ心れ

ていなが,推径約 10COmの円墳で,同じく日

下氏の言によれば,横火式石室があつて,内

部から陶梅,手持高〕不,刀 ,馬具等出土 した

由。

B・ 中宮古射群

第 1号墳o(111)(扁田。剣戸) 後章報告参

照 。

第 2善壌o(112)(隠田・ 命」戸) 1ラ の西隣

りに所在し,南北を主軸 (南が前方部)と す

る帆立貝式前方後円墳で,後門都が,甚レく

ハカイされている。復元推定長約20・ Om。 後

田部に横六式石室の残骸が,僅 か に残存す

る。西に開口したものと推定される以外,形

状規模不明。後円頂 ハカイロから,祀都式上

器片を,松出したほか,封土北側の畑地上か

ら,人物ハニフの腕 ?と考えられる残片を探

集した。

第3号境o(113)(祠田・ 倉J戸) 1う の東側

の径6・ 5m 高 1041程の小円筑で ,その東側

の一部が ,ハ カイされているが ,未発掘と推

・定。

第4号墳o(114)(福 田。倉J戸) 1う の市側

約20mの個所に位置 し,周涅の一部を,よ く

保存している円墳で,径 14・Om 高2・ 0～ 30

mを測る。填頂がハカオされ,石室蓋石 (竪

穴式石室か ?)が ,一部露頭している。

第5号l_q。 (115)(福 田。倉J戸) 今畑地とな

り,完全治滅しているが,第 3号の北俣Jに営

る個所の開墾の折 ,陶棺が ,出上している。

今,1;墳 下に,そ の身の大形片が,韓倒し

て存するのが,それである。

第6号墳。(116)(福 田。倉J戸) 1う の南東

約60～70mの斜面に所在する径10m高約1・ 5

mの小円墳で,鹿女墳と推定。

第 7号填o(117)(扁田・ 剣戸)次 の 8ラ

と共にややはなれて,池の市側に所在する。

径 約 6～ 5m高 約 lmに前たない小 墳
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で鹿女墳と椎定される。

第8考墳。 (118)(扁田。九げJ)鉄 道工事の

際〕除去し,現在田となつている。日下元美

氏によれば,横穴式石窒があつた由。

C.高野山根古鎮群

中宮甘墳群所在地と連絡 した西面する緩傾

斜台地上に,立地する。佐良山最大の前方後

円救 2基を合む。中宮古与1及び久 t―t述べる剣

戸古墳洋の中間位置にあり,共に密接な,イ|

としての関係を,有するものと考えられる。
j性大な前方後円壌 2基を中心に,群小の幾十

の吉襲が ,周囲に点在する様は,壮 靭 で あ
る。一つの張力なムラが,附近に形成ёれて

いたことは,疑ない所であろう。

第1号墳。(119)(雨田・ 倉J戸) 前方部を南
にむけた前方後円填で,全長約32′ Om 後円

高約7・ Om 後円径れ25・Om前 方部長約10tO

m 前方部前面の中約 15・ 5m前 方部葛約3・ 5

m 周違の巾約 3・ 5mを 測る。クビレ部 も極
めて明確で,後円部には,周渥が,認められ

る。ハエフ破片も惨出されている。後円部頂

から,ク ビレ部にかけて,大きく深 くハカイ

され,石室の一部が,崩壊 してぃる様が,認

められる。石窒は,現在覗う11し得る部分に矛

いて,許石 ?は沿失してお り,辛 うして,側

壁の一部が,認知された。それによれlF,壁

は,0,3～ 0,5m xO・ 1～ 0・2m程度の細長な筈」

り石を以つて,構築されてた り,竪穴式石室

を,想象させる如 くである。しかしその石材

は,整然とした板状を呈 しておらす,加 Iえて

石窒中位邊から墳]貢査での距離が,2・ Omを

はるかにこえると云 う程の深さに,それが督

造されているので,確高は,今後の排土調査

に倹つべきであろう。

第2弓墳o(120)(雨田ゆ倉J戸) 最大の前方

後門鎮で,前方部を西に向ける引ユ大なもので

ある。杖丘の前根」は,會つて屋敷のあつた折
ハカイされたらしく,ク ビレ及び周漫が殆ん

ど,認められない。北側では,ク ビレ部は ,

極めて明陳で,ま た堂力たる周浬が,民と共

に,観察される。 金長約 箭・Om 後円高約
49 5RXl 前方部長約 15oOm 前方部 前面巾約

21・ Oak 前方部高約 4(Oin 周漫巾約 4m～

約7・ Om 周涅最深約 lt5mを沢1る。前方部と

後円部の高さは,峯力相等しく,後者が前者

より僅かに高い。又 ,後門径は,前方部前面

巾と,賂力等 しい。横火式石室が,後円部

中腹に,南 向きに開 口している。羨道が ,

片袖式に作られ ,その全長9。5m 美道長3e3
m 玄室長69214 玄室巾1。 7m 高2,2岨 美
道巾 1・ Omを測る。中宮 1号■石室に比して

著しく細長である。衛,石室ょりやや東保1の

後円部封土中から,上tW器高」Thが ,単獨に ,

見出されたにか,前方部Ff・I近の畑地から,ハ
ニフ円筒片が探集心れている。

第3号境,(121)(扁田・ 剣戸) 2そ の束側
に近接して所在する円墳で,径約12‐ 13114

高約 1・ Om。 ハヵィロが,各地に認められ ,

石室が瞥見されるが,内 部は未盗掘らし
らヽ。

第4号墳。(122)(扁 田・ 畑ケ奥) 2そ の南
側に所在し,鉄道工事のため沿失したとぃゎ

れる古填で,詳細不明。(日 T元美氏教示)
D.倉j戸吉墳群

高野山根古鎮市俣」に,一支Fkがゆるやかに

西にむかつているが,その突端斜面…と,側斜面

上,麓下等に,現在14基の吉墳が,見出され

る。その内,特に,南鯰に位置する13号14モ

は,地形立地からみて,次に記する小屋谷古

捜群に,む と/ろ接近している。
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第 1号壊。(123)(祠 田・ 剣戸) 高野山根古

墳を見下ろしている斜面に存在する径約 13・ 0

m 高約 36omの円墳。 鎮頂はハカイ心れ

て,南に開口する横穴式石室が,露出してい

る。通稀大手の壕。

第 2号墳o(124)(扁田・ 倉J戸) 1号 に接近

して存在する小円既。(日 下氏教示)

第3号填o(125)(幅田・ 剣戸) 」形は,壱

だ変化 しているため,不明であるが ,‐推径20

mに達すると考へられる。白部主体は不Hll。

第4号墳o(126)(扁田。9J戸) 径約 12・ om

高約 3mの円杖で ,魔女古技と推定される。

第5号壌。(127)(雨田・ 寂J戸) 径約8・ 5m

高約135～ 2・ Omの小墳で,横穴式石室が,ハ

カイ露出されている。恐らく南面に開日した

もの。現存長4・ (;m。

第6号壊o(123)(扁田・ 剣戸)径 約11・ 81r.高

約 3・ 5mの円襲で,劉土保存よく,虎女墳。

第7号墳。(129)(福 田・剣戸) 径約14oom

高約 3tOn封土保存良好の円壌。横穴式と推

定される石室が,露呈している。臭を含めて

各壁とも,糸‖長な割 り石を,持ち途 りに横積

みしている。この 7号及び6ラ8その中間辺 り

から,就部式上器高不が,見 出 された との

由。(日下氏談 )

第8号墳。(130)(福 田・ 倉」戸)径 約10・ Om

高 3・ Omの円壇で ,魔女墳と推定ёれる。

第 9弓境。(131)(福 田。倉む戸) 円墳と推走

され,る が,極めて低小で ,疑間のもの。

第10号墳。(132)(福 田・ 倉」戸) 斜面山林中

に所在する径約130m 高約2・ Omの円填で ,

脆女墳と推定される。 、

第11号墳。(133)(福 田6倉U戸)10号 に接 し,

その下方に存在する円填で,径約15 om 高

約3・Omの虎女古墳。

第1?弓壌o(134)(価 HI・ 倉1戸) 蛇下 ,鉄道

に近い」J林中に所在する 径約 14・ 5nの 円墳

で ,天非石と推定されるものが,露頭 してい

る。

第13号填。(135)(福 田つ剣戸) 倉」戸西塚と

呼ばれたもので,14考と相並んで,谷低地に

面 して,南斜面山林中lt~所 在する。 共 に封

土′石生をよく残している。19モは,径約17,0

m高 約4・ Oinを 決1る円填で ,可す束に横ケ(式石室

を開 日ёせている。石生は,玄美の別なく,

入口へ向つて断 大 狭 小となる制をとつてい

る。入口の‐ヰトが, ブヽカイされていると推定

巷れるが,現存長9ユ 711■ 中1・ 6夙n 高 2.4m

を波1る。下蘭iを 千 らに切 りとつた整然たる天

井石 8枚を以つて被れている。側壁は,大略

Ot6娘 ×1い Om及び 0・ 5m XO,8m角程の石材に

て,僅かに持ち途 りに,構築巷れている。衛

奥に近 く,陶 協牛身が,上に埋 もれたまな ,

認認輛心η毎る。

第14号壊。(136)(福 田・ 剣戸) 剣戸東塚と

呼ばれた類で,径約19m高約4・ Oi■■ 程の堂

力たる円墳である。13号 と同様,南束に開口

する横衣式石室を,有している。石宝は,現

在祭祀の場として使用悧れているため, よく

清掃されている。入口の一部は,沿失してい

ると見てよ
`。
現存長9・ 8m 巾1・7m高 1・ 6

m。 奥壁が,1枚石を用ぃられているほか ,

構造は,13号 と同様である。

小 屋 谷 古 墳 群

倉1戸 13号14号墳の市側邊から,東方へ向け

て,狭小な谷が,極 く僅かの水田を件つて,

入りこんでいる。この谷に面する耳ヒ側の斜両

に数基の古撃上が;点在する。候に,′よヽ屋谷古

よ群とよボことにする。

▼
ｒ
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第 [号娯。(137)(福 田を′卜屋谷)山 が谷頭水

田に援する道P各傍Γ位置する円ザtで ,一部が

水岡及び道路のため除去されている。径約14

～ 15in 高 3・ OAl。 市に開旧する横ケ(式石室

は,大小の|こ」り石を巧みに組み合せ,僅かに

持ち途 りづみである。天丼は倉J戸 13号14号に

見たように,整然と下iと りさオ化て,千百「をエ

している。日下元柴氏の言【よれば,も と陶

棺が,7構 仔在 していたが,道瞥作業員によ

つてハカイされた由。現在石室内には,陶憶

片が ,ぢ H〔敷に散乱しているほか,入 口附近に

は原位置を保持 していると考えられる構が ,

2構 ,その身の農片を,と どめている。何れ

も土師燒で,子供の構と1能察される非常に小

型の棺 も,存在する。 石室の現 存長7・ 9m

高さと。3mを 測る。

第 2号墳。(138)(福 田 。小屋谷) 谷低再fと
の比高約20m程の個所に所在する古敦で,封

上の大部分はハカイ治失。石窒は,徹底的に
ハカ4さ れ,今 ,住かにその残骸を,と どめ

ている。斜Fiの具合か らと′て,市に開回した

棋穴式石室と,推定される。

第3号壊。α39)(福田・ 河ヽ屋谷) 2そ のや

や上倣に位置するが,劉土石室共に徹底的に

ハカイされている。

第4号壊。(140)(福 田む/1ヽ屋谷) 2号 3モ

よりも,は るかに高所に位置する円填で,封

土は可成り沿失 している。径約10むOmO恐ら

く束南に開口する横
′
べ式石室の残骸がある。

衛 ,陶枯片 も散兄している。

第5号填。(141)(福 田`小屋谷) 4号 に並

んで,存在する。封土石窒共に可成 リハカイ

されている。小屋谷 4そ と同様な構造で,同

じく陶棺片が,散見される。

以_Lの ほか,孤立的に存在する古状 4基がぁ

る。(何れも,佐良山保存会の貌示による。)

御笠美上1掲壌。(142)(I∬尾3御笠美_li)

御笠美古鎮イ伴所左地より敷 Iす米束方の世1中 に

所在する/よ 門ヽぢ〔で,産女ザtと椎定される由。

御笠美上2号墳。(143)(高尾,御笠芙上 )

1母 に近 く,H作同様のものらしぃ。

此久尾塚。(144)(福 田・ 倉!戸) 同じく束方
山中にDi在する円4`0,封土は甚 しくハカィ

さオtゥ 石生 もまたハカィ蘇呈してぃる由。

滝の元古墳。(145)(福 田。瀧の元) 今,屋
敷跡となつているため,詳納は不明である。

大手山東面古墳群

原田川西側の福田地肛内の山頂・ HI腹・ 山

礎台地に所在する古墳を,総縛 したもので ,

変化ある地形に従つて,様々な立地を示す古

墳を包括する。その中で,三ツ塚古墳群と,

若林古墳祥とlEI,想著な存在であつて,前者

は,山頂近 くの弁「面上に,9基の右敦を以つ
て構成溶れ,後者は,福田の低地が,南方河

内田方面へ向つて,や うや く狭 くなる辺の皿

川西岸の台地上に,7基 を所 平Eё せ て ぃ
る。

若 林 古 墳 群

この吉蹟洋中,5基膊【,既に水田化 と́た台
地上に,取 り残された形で存在するが ,十との

2基は,その南西方向数十111ばか りの,北西

傾斜面上に位置している。何れ も,横ク<式石

室をrH部主体とし,災多く陶対イを4史めている

点,一群として取扱 うことたした。

第1号壊。(146)(福 田つ若林) 円墳で,封
土は部分的に大きくハカィされている。椎径
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10m前後椎高約 2～ 2・ 臨 の小墳。 界力北東

に開口と推定ёれる横穴式石窒が,そ の一部

を露呈させているが,内部は未発掘と推定さ

れる6但 し,入口に近い天丼石の一部及び側

壁の一部は,約 30年前に,除去されたとのこ

と。現在土師燒陶棺身が,聞際から瞥見され

る。

第2号壌o(147)(福 岡e若林) 周囲が水田

善なつている関係上 ,東南及び前の一部が ,

大きく除去されている。円填で鹿 女墳 と推

定。

第3号填。(148)(福 田・ 若林) 封土殆ど崩

壊 し,棋穴式石室の一部が,残存する。恐 ら

く束に開口と推定される。床敷として使用さ

れたと考えられる土師燒の偏千な板が,見出

された。陶棺を置 く際の床敷として使用した

ものであることは,邑久郡美和村亀ケ原首壌

群中の一例に於いて,明 らかな所である。

第4号墳。(149)(福 田。若林) 封上が殆ど

沿失しているため,詳ホH全 く不明であるが ,

恐らく小境であつたろう。天丼石の残骸のみ

をとどめる。

第 5号填。(lЮ)(扁田し若林) コ土ハカイ

沿失し,形体規模及び内部主体不明。

第6号墳。(151)(福 田・ 登尾) 潰い谷にの

ぞむ山登斜面に所在する径約■。3m高約 3m
の円填で,日 によつて切 り取 られている西側

の一部を除いては,封土は完存する。西に開

口する横穴式石室は,その現存長 6374 奥

に近く巾1・6m高 2を 06mを測る。各壁とも持
ち途 りの小回積み,上師燒陶棺の可成り大形

片が,残存している。

第 7号墳。(152)(福 田・ 登尾) ″号の東よ
り地点に所在する。封上の大今は治夫してい

るが,その石室から判断するに,相当規模大

なる古填が ,想除される。今 ,杖穴式石室と

推定される亘石天丼石が,数 1回 露呈 してい

る。成 美 高 校が発 掘 豫 定 をされた鎮であ

る。

福 田三 ッ琢古墳 群

通縛三ツ塚といわれているが,現地踏査の

結果,9基の古墳を見出した。三保村との境

界部に暴々近接する山頂附近の,極 く洩い谷

をかこむようにしている斜 rr―でぁる。何れも

大同小異の円墳で,石室も,明陳に引るもの

はすべて横穴式である。

第1号境。(153)(祠田・ 鎌井谷) 径約12c5

m高 約3,Omの円填で ,封土は比較的よく保

存されている。南に開 Hの横穴式石室は,天

井部にのみ玄妄の別を設けている式 ,奥壁は

一枚の鏡石。入口附近はハカイ沿失 して,現

存長 7・ 25m 玄室巾1つ 7m 高 1・ 45mを測る。

第2号捜o(154)(福 田。鎌井谷) 経約13・ 5

m 高約3・5mの円鎮で,封主完好。石室天

井石が露出している。恐 らく南々西に開口す

る横穴式であろう。

第3号墳。(15の (福 田。鎌井谷)小 円数と

推定されるが ,封上殆 ど航壕沿夫。石室もな

た石材のみ散見。

第4号壌。(156)(扁田。鎌井谷) 径約10a5

m 高約2、 5～ 3oOll■ の円墳。石圭天丼石露呈

するが,内部不明。南に開画か ?

第5号墳。(157)(福田う鎌井谷) 径約 7・ 8

m 高約2・ 5～ 3・Omの問墳で,墳頂が千坦と

なつている。未発都と推定されるが ,天丼石

の極 く小部分が露呈 している。

第 6号壊。(158)(福 田・ 鎌井谷) 掛上が ,

可成り流夫 しているが ,推径約 12・ Om の円

墳。玄羨のBllが ,天丼部にのみ見られる式の

39



横穴式石窒が,露塁している。入回の部 分

が,若千治夫して,現在長6,75m。

第7号填。(159)(福 田・ 鎌井谷) 推径10m

の,封土ハカイ著しい小墳で,小規模の横穴

式石室が ,ハカイされて残存する。

第鰐 壌。(160)(福 田。鎌井谷) 今 ,封土

全 く沿夫。石材附近に散見するのみ。

窮 9号墳o(161)(福田。鎌井谷)径 約890m

高約 2・ Omの小円墳で ,石室の‐部が,ハカ

イ露出している。細長い割り石の小日積みで

ある。現存長 3・ 45m 巾0。 9m。

他に 7基が,廣い範囲lC点存する。ゴ,か ら南

へ向けて記述する。

岡の唯吉墳。(162)(福 田。岡のlL) 三保村

を通 り西,11方面へ抜ける道路を見下ろす山ゴヒ

端の山腹傾 斜面上に立地する。 径約 9・8m

高約2・ 0～ 2・ 5mの小円す。墳頂ハカイされ ,

石室天丼石が露呈している。恐 らく北に開口

する横穴式石室である。

奥の谷吉墳。(163)(福 田・ 奥ゐVと) 谷間の

斜面上に位置する径約 9・5m 高約 2・5mの

小円墳で,推定全長 7・ 01n前後の横火式石室

が,露星している。土充満のため,内部測定

不能。

ウノメ古墳。(164)(福 田。ウノメ) 出麓東

斜両上山林中に所在する小瑛で,封土・ 石室

ともにハカイされ,奥壁のみが;辛 うして残

存する。東に開口する横穴式石室と推定。

奥山田1号墳。(165)(福 田・ 奥山田) 山腹

斜面に所在するが,封土石室ともにハカイ心

れている。石室は,市力東に開口する杖穴式

と推定される。

奥山田2号壌。(166)(福 田・ 奥山田)1う に

やや近い山腹に所在。今ハカイされて不明。

(日下元染氏教示 )

AH4田3ヨ韓 (167)(福 田・ 奥山田)同様に

山腹所在の円墳で,封土は甚しく,損傷。横

穴式石室が,露出している。

高清水首墳。(168)(祠 田・ 高清水) 若林古

墳群の南に連なつている支脈の山顕附近に所

在する小岡墳で,横穴式石室が,南に開口し

ている。但し,天丼石の大部分は落下沿夫し

ている。 (日 下元染氏教示)
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在所題間

前項に,その一基一基を記述した古壌群

は,古壌群として,どのような問題を,威 し

ているのであろうか ? そこには,言代史に
おける無限の問題が,横 たわつていること

は,ま ちがいないことであろう。不學と怠慢

とは,それらに全面的にぶつ/b■つてゆけるだ

けの力を,筆者に奥えなかつた。今は,それ

らの中から,一つのしか′し大変重要だと思わ

れる問題を,しかも極めてナイ…ゾな形で ,

提示するのみである。

(1)

古墳は,「豪挨」「貴族」の基であるとは ,

誰でも語 り,又書いている。しかし,「豪挨」

「貴族」とは一体如何なる性格を有つたもの

であろぅか ?.漠 然 と した意味に矛いて ,

「吉墳は豪族乃至貴族の基である」と述べて

も,それは決して,古墳皆造者一被葬者の性

格に当する読明とはなり得ない。その上 ,吉

墳の誉造が行われた数百年間における日本の

社会は,激動に激動を重なる発展途上のそれ

であつた。吉きものは,いかにそれが頑張な

抵抗を試みようと,久第々力に,影を薄めつ

つあつた社含である。「貴族」「豪族」の有つ

た社会的な性格も,時代の推移と共に,多Uカ

と,変化しまた発展をとイずていつたに相違な

い。我々が古墳墓営造者 卓 被葬者としての

「貴族」「豪族」を考えようとするとき,阜な

る固定化滲れた概念としての「貴族」「豪族」

を,問題の封象に捉えるのではなく,激動 す

る社会が生み出したもらとしての,そ してそ

れ自身変化し発展するものとしての「貴族」

「豪族」を取扱 うのでなければ,その考察の

大牛の意義を失なうであろう。

佐良山吉墳群を瞥見して,ます我力は,そ

の狭少な地域に比しての,「豪族」「貴族」の

‐
墓の彩しさに,注 目する。このちつぽけな地

域が,こ れ程多くの「豪族」を生み出してい

つたことは,驚異的ですらあるようだ。従つ

て,こ のことから,これらの古猿は,佐良山

の地に居を占めた人々のみの奥津城ではなか

つたのではあるまいか ?という疑間が ,起つ

てくるかもケれない。もしそうであるとする

なれば,この地域が,石材に恵まれ,ゆるや

かな台地を有つているところから,附近地域

一特の「柔族」「貴族」によつて,死後の場

として選ずれたのであろうか ? 立た,佐良

出の美しい自然が,津山盆地の各所に君臨す

る人々の奥津城として,基さわしいものがあ

つたためであろうか ? 結論から先に言えば

否と答えないわけにはいかない。佐良山附近

の地域を概観すれば,直ちに上記の推瀕1の貧

宙でないことを,知るであろう。

西隣する久米郡三保村を見れば,嵯峨山西

両をはじめ,錦織その他の地に数十を教える

吉墳群が,見出される。東隣する,あの佐良

山地域よりはるかに甚 1ンい山地である答福岡

村にないても,可成りの数の古壌が,認めら

れることは,衆知の事柄である。北方の総祗

から田邑にかけての山力には,佐良山に匹敵

する程の吉杖群が山麒山腹に連つている。院

庄千野をこえて,二宮から郷村芳野村にかけ

ての地域 も,ほ朦同様である。更に,少 し遠

くはあるが,何回となく例睾 した國分寺周邊

の河辺古墳群発 ,‐ 一里有余の言彼 方 lT_存 在

する。どうみても,佐良山が津山盆地全体の

人々の共同墓地でないことは,粘 うむね,河
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辺附近の「有力者」カコ丁辺古瑛群に葬られ ,

三保村の「豪族」「貴族」が,嵯峨山西面や

錦繊の山腹に埋葬されたと同じ様に,佐良山

の古鎮群は,長い年月に亘つて,佐良山に住

む,幾多あ人々によつて,築造されたもので

みるにちがぃないことを,示している。

あるいは,なおなた,こ のょうな古墳の在

り方が,時代的なものでなかつたろうかとす

る疑間が,起るかも知れない。念のため,再

ぴ,周辺の他地域を見ても,結論は同じであ

る。三保村の古壌群においても,河辺の古墳

群〔おいても,佐良山のそれにないても,売

項に見た様に,多 くの後期古壌と共に,それ

以前と考えられる少数の古鎮が,見られると

いつた具合である。 このことから,必ずし

も各地域がすべて全 く同じ古墳墓の愛遷を持

つているとは言えないかも知れないが,大体

において同じ様な推移を辿つて,各地の古墳

が作られたことは,否 定 出茶 ない であろ

う。ここに,佐良山古墳群が,佐良山の当時

の質体を示す史料であることは,疑いない。

古嶺は,多 くの先学のいわれた様に,被葬者

みづから君臨していた土地に近く,多 くの場

合それを一望することが出蒸る地に,皆造さ

れたものであろう。

さて,年良山において,現存する苦填の数

は,168基 になで達したが,我々の調査の不

備に加えて,多 くの土地の人芹lrcょつて断片

的に語られ前項に加えてぉ らないところの,

既に沿木した古墳の数を,考え合せれば,恐

らく 200に近い数が,あ げられるであろう。

驚くべき数である。しかし,我々は,ただ章
に,その数のみを問題にしても,は じとらな

い。その黎異q梨ミに,注目しなければなら
ない。そのためには,これらの古墳が何時の

時代に,作 られたものかと,い う問題を魔理

することが必要となつてくる。これは前に一

寸鯛れた。現在牛J明 している 168基を先す ,

横穴式石室をメルクマールとする後 期 古 墳

と,そ うでないもの (と いっで もヽ,必すしも

前期又は中期古墳であると武 うわ けで は な

いう とを分けて見なければならない。次 表

は,内部主体を主にして分類した佐良山古墳

群のすべてに亘つた表である。

内部主体 古墳基数

堅穴式石室""工・…、…… ………………2

竪穴式石室 ?…………………………………4

箱式棺…… … ………… … ∴… ……1

箱式棺 ?… …………………… …………2

横穴式石室………………… ………………93

横火式石室 ?… ………… …… ………17

不 明……………Ⅲ…・…・…・………21
未発掘と推定されるもの一―………28

これらの中の,「不明」 及び「未喪掘と推

えされるもの」の内,装形・ 所在地形・ 隣接

首墳の内部膳造などから考へて,その内部主

体が桜穴式石室であろうと想後 されるもの

が,大部分であることは,い うまでもない。

かくして,これにょれば,佐良山吉墳群の座

倒的多数が,横穴式石宝を内部主体としても

つ後期吉壌でゎることが,.牛」明する。それに

ひきかえて,竪穴式石室を内部主体とするも

のは,それと推定される類を加 えても,僅

かに,教基にすぎない。なた,堅衣式石室と

云つても,それが,必すしも古式又は中期の

吉墳の確貫な指標であるわけのものでなく,

叉″箱式権も,一樹 lrc,新 しい吉いとは云え

なともヽのが,ることは,衆知の事柄であつ
て,こ のことも,充分考慮に入れなければな

らない。しかし,と もか くも,数の上からとヽ

つても,横穴式石窒墳は,昼倒的な存在であ
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る。それ も亦,比較的古い式に属する (勿論

後期の中で)杖穴式石室は,少いようで,む

しろ,所謂亀甲型の土師燒陶棺をその内部に

安置するより新 しい式と考えられる杖穴式石

室の方が,多いようlr_思われる点も,注目され
4

てよいのであろう。

このような状況は,尊位地域における古填

墓の全体を桧討した人ならすとも,単に佐良

山吉墳群にのみ限つた現象ではなく,ま た ,

津山盆地のみに認められる現象でもないこと

を,知つているであろう。古備千野でも,山

陰でも,ま た畿内でも,特殊な地域を除いて

は,等 しく見うけられる現象である。か くし

て,佐良山古墳群の大多数は,所謂古数時代

後期の所産であると,認めて差支えないで滞)

ろう。多くの人々が,当然な事柄として,あ

まり注目してぃない問題が,こ こにひそんで

いるのではなかろうか ? 後期にないて,急
速に一爆発的にとでもいつてもょい位,古壌

の数が,増えてくるのは,一体どうしたこと
5

であろうか ? しかも,横穴式石室という,
今までになかつた構造の内部主体と副葬品と

をもつて出現する。勿論明確には一線は引け

ないけれども,前期・ 中期の時代の賛体との

間lIC,大きな相異が,考へられずにはいられ

ない。しかも,それが,この佐良山にみられ

るように,狭少な地域に,考えられない程の

彩しさをもつだ,出現してくるのは,ど うゆ

うわけであろうか ?横穴式石室の探用自休 ,

そこに前提として何等かの社会的「ヽ宗教」的

な愛化が,考えられるのであるが,その上に

以上のような事態を件つていることは,重大

な問題であるコ端的にいえば,社会構成の基

礎的な尊位―共同体の形態の上に,大きな変

化が,起つたにちがいない。吉填を築造し得

る人々,古蚊に埋葬される人々の:数 の激 捨

は,単なる人口の増力Hとか,単なる生産の向

上などによつて,解決されるべき問題ではな

い。それは,或 る意味では,古墳そのものの

変化であり,また人たの墳墓皆造に封する観

念の変化でもあるであろう。しかし,本質的

には,それが,大きくは社会蒔造の,小さく

は,共同体の形態の愛化に,求 め られてこ

そ,問題の核心に迫 り得るのでは,なかろう

か ?

(2)

後期古域の築造の年代について,即ち「 中

期と後期との境を,いつを以て区切るかとい

う問題」及び「後期の吉項が………人々にとつ

て最善のものと感じられなくなつた」のは何

時頃であつたかという問題について,刑 林ヽ行

雄氏は,そ の近著「 日本考吉率概諭」におい

て,前者の問題は,「幾内における横穴式石

室の出現を以つて後期の一つの標式とする場

合,安 だ明確な決定を奥えることは困難であ

る」と一應述べられた後,「 しかし,後期の

中心がほ1奏六世紀にあり,かつ聖徳太子の磯

長陵や天式天皇の檜隈大内陵が切石造りの横

穴式石室である点から見て,七世紀の後牛に

までそのふうが続いていたことは,容易に察

せられるのである。」 として活られる。後者

の問題については,これを「八世紀の初頃 ,

佛毅の隆盛とともに徳えられた人葬の待」度の

出現」に踊しているが, な活,「古壌時代の

下限」については,幾つかの「一つの見方」

が存することを例峯して後,「いづれにして

も基需」の上からは同じ系統の古墳の行われた

時代として,飛鳥時代をも合めて考えなばな

らないのであるが,一 i・…1・流動する文化の

時代と時代との間に,一線を以つて境をallす
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ることを困難とする文化史の立場にないて ,

古填時代の絡末もまた七世紀のうちにあるも
´

のとするが鮮明な解繹を以て満足する方が ,
7

むしろ適営であろう。」と結んで活られる。基

創としての後期首技が,何時か ら何時まで行

われたかという問題は,以上のように,明確

な決定を典えることが,甚だ困難である。な

してや,一地域における僅かな調査から,そ

の地域の古墳築造の年代を決定することは ,

より以上の困難事であることは,い う女でも

ない。しかし,大凡のことは,推定できるで

あろう。 先
ゴ
,営 時の文化の偉播というと

とから考えて,作州山間地域における後期古

墳―横火式石室の築造の開始を,ほ tま 6世紀

前後と見ることは,許されるであろう。さら

に岡山縣邑久郡美和村束須惑本坊山吉墳発見

の切妻式屋恨形陶棺の身に附せられた二個の

連華女が,自鳳時代の円瓦当そのな でゝある
9

事実その他からして,恐 らく陶棺を威する古

墳の築造が (カ ツト5),古 壌の築造として
の最後の段階乃至それに近い段階でわろうと

推定心れる佐良出地域における後期首墳の下

限を, 二くて7世紀末, おそくとも8世紀

牛ば以前の頃に,求めることも,大体論とし

て,認められるであろう10徒つて,佐良山に

おける大多数の古墳一後期古填が,二世紀又

は二世紀牛の間に亘つて,営造されたとして

富らずといぇど,遠 くないであろう。

さて,佐良山に′よ,先に述べたように,約

百四,五十基にも達する後期古蚊が,推定心
11

れている。同じく後期といつても,その初頭

と後牛 とにおいては,活のづから教 にXhい
てな//c構造の細部 において,築 造 の事情

を着千なりとも異にしているとい うことを ,

充分考えに入れても,佐 良 山における後期

古墳が,大凡二世紀乃至二世紀牟の期間に ,

百四,五十基の彩しさで ,築造されているこ

とは,それ以前の状況と比べて,注目すべき

現象である。尊純に,算術的な平均を出して

も,上の事情からして,あてにならないかも

知れないが,一つの便宜的な操作としてその

点考慮して頂 くとすれば ,1孝乃至 1春年に

1基の古項の皆造が ,あ るいは吉墳 /af管造す

ることの出茶る力のある人間 1人の死亡が ,

算定される。夏に,こ こで重要なことは,必

ず しも1基の吉墳に 1人だけが埋葬され/thら

ではなく,小林氏 も書いておられるように ,

「 わが上代の墳墓lT_,一つの墳丘なり石室な

りに,二人以上の合葬した実例が豫想以上に

多いとい う事賀」であり,特にこれが横穴式

石室において然りとする事実である。現に佐

良山においても,以下調査穀告を行 う3基の

墳基が,何れも2体乃至 4体の遺骸の埋葬を

示 し,政た,そ の他ハカイ現状をよく止めて

いる類において,小屋谷 1;墳の七権の陶棺
の存在を筆頭に幾多の例を,碁げることが出

茶る。一つの墳一つの石室に,2人又は 3人

がJl葬 されるのは,極 く普通な現象であつた

ことが,考えられる。従つて,古猿に埋葬さ

れる人々の数は,吉墳の致ょりすつと多
｀
くな

りその 2倍から3倍となる。上の養だ積 りな

い計算でゆくと,こに,1年につき 1人以上
13

2人張の,古墳に埋葬心れ得る資格のある人

が,死亡していることになる。驚 くべき程多

くの「貴族」「豪族」が ,古代の佐良山正

存在してぃたことになる。 1年につき何人と

云う上記の算術を,全 く恨檬のないものとし

て除外しても,佐良山における後期古墳に埋

葬心れた人許の数が,約300人乃至450人前後

以_Lと することは:ほ朦動かせない想定であ
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ろう。たびたば算術的な表現をして恐れ
`る

が,千的すれば致十人の,死aば古墳に埋葬

心れる人々が ,常時,佐良山に居住していた

であろうとの想定 も,一漑に荒唐無稽なこと

として,退け得ないものがあるのではなかろ

うか ? ことに「貴族」「兵挨」の費体を見

出さなばならない。 佐 良 山になける後期古

墳の一つ一つを,更に細か く年代的に,きち

んと配列することが出茶れば ,問題は,夏 l‐C

具体的となるであろうが ,これは今後のより

精密な調査に章たなければならない。同じく

後期古填といつても,先に指摘したように ,

前 ↑に属するそれが,後 牛に属するそれ に

比べて,量的により少いことは,他の地方の

所見をも合せ考えることによつて,充分想定

され得るところであるが ,そのコミに関する正

確なデータを作成し得ない今は,こ このとこ

ろに,問題を更に,発展させ具体化させる鍵

が ,ひそんでいることを指摘するにとどめ ,

目下進行中の第 2久の調査に,その期待の多

くをかけようとしている。徒つて,こ こでは

極めて大なかに見えるか も夕|れないが,な li

そこにそれ相應の充分な意味を有つものとし

て,後期古填を一括 して取扱 うことにする。

後期古壌の以_との状況にひきかえて,前期

中期の古墳は,ど うであろうか ?佐良山ひい

ては津山盆地において ,何時頃から古壌の普

造が始まつたかということに,明確な解答を

奥えることは ,非常に難しい問題で ,現在そ

れを示すべき充分な資料を,持ち合せておら

ないが,盆地一隅において,梅原末治博士の

調査にかかる,苫田郡郷村観音寺首墳が「古

式吉墳に基心わ しい内容」を持ち,当地方の
14

他古墳に比して「時代の遡るものである」こ
15

とが想定 されていること,その他などか ら,

少 くとも,所謂古式に属する墳墓の築造が ,

津山盆地に行われていることは,略々確貫で

あろう。即ち,吉墳を作 り得るだけの社會的

な條件は,津山盆地においても,他の諸地方

と同様に (地方力たによつて多少のズレがあ

ることは,い ぅまでもないが)早 くから存在

していたことは,明 らかである。とかし,こ

こ佐良山において,梅原博士が提唱巷れてい

るような古式吉墳あるぃは,中期古鎮の内容

を有つたものが,存在 l´たか,存在したとす

れば ,何基位あつたかという問題については

その一基から紡錘車型石製模造品(カ ツ '卜 4)

が,探集されている寺山古填群中の致基及び

後章に報告する門の出第 1う壌が,横穴式石

室墳よりも,わすかに時代が遡るものであろ

うかとする推定を下せるのみであつて,遺憾

ながら,明 確にこれを語ることは,出 茶な

い。 しかし,前 項の素 描において見たよう

に,所謂後期以前と考えられる吉墳は,数量

的には非常に少なく,数基を教える程度であ

ろうとする筆者の推定は,略々大過ないとこ

ろであると思、われる。ともかくも,絶当致に

おいて ,非常に少ないということは,確貧で

あろう。

佐良山に洛ける後期古墳が,後期の全期間

に亘つて千均した数で,築造されたわけでな

いことは,前にも述べたように,充分考慮さ

れなければならないが,それにしても,横穴

す石室をメルクマールとしてみた後期古墳の

時代を一括してみた場合 ,上記のそれ以前と

考えられる時代との間に存する差異は,明ら

かに,横穴式石室の探用とい う重大な韓機と

からみ合つて,その築造致量の上に,反映さ

れているのではなかろうか? 数百人、に上る

後期古墳の被葬者―所謂「貴族」の賃体は何
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か ? 彼等が,佐良山の地に,忽然と誕生 l′
てくる筈はない。前規申期に■。‐いて極めて稀

であつた古襲の築造が,その時期における佐

良出の人口の小量さを,ただ単に物語り,後

期古墳の彩と́い出現が,ただ撃なる人口の増

加を物語ると思えない。又,國象体祐」の完成

吸化に件つての,一つの末補的な風智の流行

に,後期古装球増の恨本的な原因を,踊せし

めようとすることは,むしろ滑稽である。夏

に,撃なる生産の向上, 生活 の豊富化なり

を,卓琴中峰,これに結びつけようとする試
みは,乱暴である。それは,・ 人口の増戒の有

無にかかわらす,古墳というものに封する観

念の愛化 ,究極的にはそれを支えている社會

の変化に,求められるべきであろうというこ

とは,先に述べた。か くして,後期以前にお

ける如上の状況は,当時の村落の構成を,津

山盆地の政治的雄会の賓体を反破しているの

でなければならず ,同時に,それが後期古墳

…………横穴式石室の探用に関聯してのその

数量の激増化……・への榔換 もまた,村落の様

成。共同体の愛化と,政治的社会パ発展とを

反跛しているものなければならない。古墳瞥

造者の,そ l´ て古墳被葬者の質的な相異が ,

雨者の間に,存在したにちがいない。「風留」

といわれるものの理解のためには,常に恨医

に洛いて,こ うしたことに当する理解と把握

とが,なければならないのではなかろうか ?

(3)

古填は,た とえそれが径10数mの小規模の

それにしても,それが,個人又は集国の権威

的な誇示の現われである限り,極端にいえば

「植物的」な生存を続ける社会においては ,

出現する道理はない。吉域の築造は,一定の

歴史的発展の段階において,はじめて,開始

さ漁るものである。氏族共同体の古い殻を打

ち破つたところにおいて,それは期待される

ものである。そこには,権力又1よその前芽的

なものを中心として,「張力な」意志一個性

が,働いていることは,否定出茶ない。「張

力な」意志と個性とが,何等かの形において

も誕生していない祗会において,誰が,権威

的な壮大な古手tの被葬者とな り得たであろう

か ? 前期乃壷地方的には中期の吉墳の被葬
者が,そのやうな意志―個性を級現 lメていた

であろうことは,い うまでもなく,ま た後期

古墳の営造者が,意志と個性との持ち主であ

つたろうととも,充分,考え得るところであ

る。ただ,この場合最も大切なことは,その

意志=個性の全社会的な性格,従つてその頴

現の仕方において,雨者の間に,大きな相違

カミあつたのでは, なかろうかということであ

る。(い うまでもなく, その/FF違は,前者か

ら後者への発展という形で捉えられなければ

ならず,そ してなた,それは,その磯展の基

盤をなす廣汎な社会関係を,充分考慮しなけ

ればならないことは云うまでもない。)

先に見た後期古墳と,それ以前の古墳との

一定地域内における築造数量の相違 (軍に佐

良山乃至津山盆地のみの現象でなく,略力全

國各地における状態でもあつたことは先に述

べた)は ,それが単純に,該地域内における

人口の増戒多少を示すものでない以上,そ し

てそれがそれぞれの時代の社会の賃体の相違

を反映するものである以上,よ り具体的には

被葬者の社会的な性格の相違として取りあげ

られることが,可能であらう。前期。中期の

古墳の普造せられた時代………具体的には 3世

紀………5世紀…… において,既に階級封立が

発生発展して者り,た とえ,奴隷需1は査だ「全
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社會を深刻に把握していない」としても,和

現的な階級社会が存在していたことは,既に

多 くの先学の諭き茶つたところである。いわ

ゆる「常識」では,階級社会の支配階級は ,

庚汎な一般 大 衆と比 Vヾては,た とえ少数の

ものであつたとしても, その数 は,極 端に

は,少 くなかつたであ ろうとされる。 しか

し,特に前期吉墳に示された「支配者」の数

はどうであつたろうか ? 繰 りかえしていう

なでもな く,その数は極小であつたことが ,

指摘される。中期においてややその教は増加

するとはいえ,略々同じ状況が ,考えられる

であろう6このことは,こ の種古墳の比較的

多い先進地中……・幾内など… …Vこついても,

適用されることが出入るとだ、う。その社会が

階級社会であるにも拘わらず ,古墳を咎める

人格が,極少数であるということは,一体何

を意味するであろうか ?「常識」では片付げ

られない問題がここにある 支配階級が ,大化

前後乃至それ以後に見られたように,デスポ

ツト的行政組織―擢力機構の網の目の中に ,

ヒエラルヒーを形成している場合とは,すい

分と異つた社会が想定されるのではあるまい

か ?後者の場合には,既に,吉代家次―奴隷

待1的象父長家族の庚汎にして,深亥Bな成長と

発展とが,各地方に二つて,曾つての古い体

制をちき破つてぃる事が考えられ ,その結果 ,

ヒェラルヒーの上部組織たる「律令的」乃至

律令の「官僚」が,大化喪葬待はの詔に見出され
17

るような古墳を,大小さまざまにぅ作つてい

ることが,考えられる。首墳を作るというこ

とには他に多くのいろぃろな泳困が働いては

いるであろうが,恨本的には,それは被葬者

が,その主体性を獲魯し,それを打ち出そう

とする「意識」,その発展の上台が,前提どれ

ていなければならないことは前に述べた。こ

うしたことに関連して考へられるもう
二つの

ことは,後期古Jtが一般常句には規模が小であ

るが ,中 には相当に亘大なものを合んでいる

など,そのフFケ態は可なりに心政ざまであり,矛

のづから,その内に,章イミのヒエラルヒーの

在 り方を想緻させるに引きかえて,前期・ 中

期の吉ザ〔は,特別に亘大なものを除いても,

一般的に影態が大規模であることが,指摘さ

れる。後期古填が ,その狭丘にないて ,一般的

に,規模が極めて小さいにも拘わらす (こ の

小さくなる房!困の一つとして横穴式石室の探

用を考えに入れなければならないが,なおこ

の雨者は,相関的に把握されなければならな

い), その中にな冷可成りに亘大なそれを有

し,前記斐葬缶との詔の物語る被葬者間の階厭

的な差異のさ査ざとを示していることは先述

の通りである。勿論,前中期のそれであつて

も,墳丘の規模が,章時の一般的な大規模さ

から著 しくはづれて,可成り小規模な類が ,

若千なりとも,存在することは,事実であろ

ぅ。しかし通例には,む しろ大規模な墳丘に

附馬する又は隷馬する形として,つなり陪妖

的なものとして,理解されるものが多いので

はなかろうか ? 副葬品においても,後者が ,

鏡玉剣に主として象徴化される 〔蒸
器」的な

類を主体としているのに較べて,前者のそれ

は,む しろ,死後の生活の場としての横穴式

石室に相ぷさわしい日常の利費れ器贔放供物

がその多くを占めている。これ ら内部主体 e

副葬品・ 墳丘の規模 ,告墳自体の分布の状態

とその数量等の幾つかの,もつとも重要な要

素も,それをバラバラに切りはなして考えて

は,営代の社会状態,被葬者の性格を云たす

ることが出茶ないことは,い うまでもないこ
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とであつて,そ こに,これらな統一的に理解

することが ,必要となつてくる。

さてそこで ,前期乃至中期の古墳が ,何鹿の

地方においても,極めて少いという事質は,上

記の他の諸特色と合せ考へることによつて ,

張力な個性―意志の具現者が極めて少数であ

り,且つ ,それが各地に点在 してい74cこ と,

従つてその1固性の具現者が活躍することの出

茶た社会的地盤が可成 りに庚汎なものであつ

たろうこと7df推定させるとともに,社会の他

の大多数の人々が,未だ明陳な個性的なもの

を有ち得分,古い要素を多分にもちつゞける

共同体の枠の中に ,「単なる一成員」としての

存在を続けていたのではないかとの想定に導

く。この場合,張力な個性の具現者としての

古墳の被葬者が,社会全体と遊離していたと

は,考 えられない。それどころではなく,む

しろそれらの少数の人々が,各地方に僅かづ

つ出現して茶たということ自体 ,生産力の発

展に基いて,古い共同体が ,自 らの換い枠内の

矛盾を叩きこわそうとして,激しく行つてい

る運動の一つの恨!面として,こ うした通動の

過程の中に生み出されてくる地域的なそして

可成りの主体性をもつ「集国」,その集国の統

制力の掌握者の畠現を示すものではあるない

か ?そ してその場合 ,「集団」の意志は,そ
の掌握者としての「族長」一被葬者に象徴的に

顧現されるのであろう。即ち「集国」のイ田性

は,それを代表する人物にF。‐いてはじめて具

体的になり,頴現される。このような集国の

個性を代表する被葬者の再は葬品の性格が,下

述する後期吉墳の被葬者の持つ副葬品のそれ

と著しく異つて く尤も,こ の点は,中期を媒介

とした時 ,簡撃に一線を引くことは出本ない

のであるが)それがむ1/ろ 日常の利器用具な

どではなく,賞器的なもの (前イtと の偉統的

な連関が考慮され込)であるところに,被葬

者自身の性格,と てヽ うょり当時の社会の一般

的な状態(祭祀的部族的状態)が ,先の想定の

如く見出さ津るのではあるない /」A? 前期乃

至中期古填の被葬者の社会的な性格を女Π上の

ように捉えることはどうであろうか ? これ

に引きかえて ,後瑚古墳の被葬者の性格を ,上

と同様なものとして捉えることは,前項の論

述か らして,な し難いところであろう。我々

としては,後期古域の在り方からして,少 くと

も,個性と意志との持ち茎 (必ずしも1個人

でなく,妖族であつてもよい)拘く,曾つての時

代と異つて,炭汎に出現 して茶たということ

/df,先づ認めなければならない。その個性 も,

前期の被葬者の示したようなそれではなく,

横穴式石窒及び副葬品の性格のそれが象徴す

るように,「イ岡人の自覺」乃至「個人の発見」

という方向においてのそれであつたことが ,

想像される。そしてこの方向こそぅ即ち個人

又は家族の主体性を強調する方向こそ,これ

なでの共同体の待j約をうち破 り,祭祀的族侑1

的な面をと揚しようとする方向ではなかつた

であろうか ? 何改人々―社会はこうした方

向を取 らなばならなかつたかの聞題は,一應

除いてみるとしても,多 くの先学の諭かれる

ように,6世紀前後からそれ以降に亘つての

時期において,大不H政権が,牛獨立的な豪挨

の連合政枢から車制体需1へ と韓換をなと′とげ

つつあつたという事実は,正に地方地方に庚

汎に展開する共同体のこのような動きと方向

とを前提としなければ,理解することは出茶

ないであろう。この方向と動きこそ,光に ,

前中期の古墳の在 り方から想定した農村の吉

い共同体 ,それの分解R「ちその家父長的階級
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18

関係の発展へのそれでを,るであろう。主とし

て横穴式石室を内部主体として ,内 に日常利

器用具供物を牧めることを常とし/C後期古墳

の各地方各地域における激増 ,猫額大の山間

地域小河川の作る僅狭な漠谷地背にまで,お

らゆるところに出現 して くる後期古墳の普造

は,地方地方の共同体が くすれ去 り,そ こに

家父長的な秩序が即ち深劾な階級関係が ,自

らを強 く貫徹ёせて行つたことを物語つてい

ると考える。

さて,佐良山における各古墳に, もう一度

目を韓してみよう。以下に掲げる表は,封土

の大きさを測定することの出亦た 116基の吉

填についだの,そ の大きさの分類表である。

小域であることが ,判明する。このような径

15m以下の小域の築造には,どの程度の労働

力が ,必要とされたであろうか ? その道の

専「]妖でなくとも,これが,数百人が数十日

を費しての築造であるとは,誰 も考えないで

あろう。我たの計算にょれば ,それは,恐 らく

10数人の人々の 2・ 3ケ月の労働によつて ,

建設巷れ得るものとされる。石材には,周囲

の山顕や山腹に,地 肌を露呈している流 紋

岩が容易に禾U用 されたことは,い うまで もな

い。それら墳基のBut郡主体は,しかも,家族

基としての性格をより強調した横穴式石室で

ある。 1基の小古墳の皆造 ,それは当時この

地域にも「階 l~g的」な差異を以つて形成され

つつあつた家父長的赤族のうち,上位にあつ

た,それ自身一個の奴 隷 主としてさえヵ
'長

しているの家父長にとつて,さ したる至難事

ではなかつたのではあるないか ? 佐 良 山

の地に形成された古代赤族が,その構造―型

におぃて,下総囲葛飾郡大島郷戸籍に示され

遅れた形を有つていたか ,あ るいは,先進的

な御野國加毛郡牛布里に現われた形を示して

いたかについては,推断の限 りではないが ,

それにしても,6世紀から7世紀にかけての

彩しい古墳基の営造は,この地においても,

既に象父長的族序が形成されてい/cこ とのみ

でなく,これらの家父長待と赤族のうちに階居

的な差異が ,現象的には盲墳を作 り得たもの

と,そ ぅでないものという形をとつて,出堀

しているということを,示すものではあるな

いか ? 単に,肥君猪手の如者郡の大頷,正

八位勅十等の力1き赤長のみが,後期吉墳の築

造者となり得たとすることは,先に (2)に

V.‐いて述べたところからして,考えられるこ

とではないであろう。夏に,ま た ,佐良出に

寺 出

関の山

煙確庫

寺池東

カキ谷

一 方
嵯峨山

御笠美

11

1

4

4

剣 戸
小屋谷

若 林

三ツ壕

その他

2

1

これによれば,前方後 円筑 4基を除いて

は,封上の径20mを超えるもの僅かに 3基 ,

径15m以下の小吉墳が,賃 ltC法〕定墳総数の

3陽張とぃぅ数年が,現われる。これからし

て,佐良出に於ける古墳の,従つて数量的に

90%以上を占める後期吉墳の殆どが,非常な
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おいて出現した家父長的赤挨が ,すべて等し

く,古壌の築造をなし得たであろうとの推定

も,先の論壕からして,承服出茶ないところ

である。佐良由において,後期古墳を築造し

た「豪族」「貴族」の実体は,な さにこのあ

たりに,その解明の足掛 りが,存するのでは

なかろうか ? もとょり断然他を墜 している

吉代家族 も存したに違いない。中宮・ 高野山

根にな
‐
/cがつての姓大な 4基の前方後円壌の

営造,嵯峨山西画の出顕に他を屋するょうに

構築された数基の大規模 (と ぃつても佐良山

における)な 円墳の存在は ,・ この佐良山の僻

地にも,買の意味の「豪挨」が ,他を区 しつつ

誕生しているのを,物語るものでは,あ るまい

か ? 8世紀初頭備前國から美作國が分國し,

その國府が,津山市総社におかれたことも;

附近にXhけ る,このような事情を充分考慮し

て,理解されなければならないであろう。

以上の論檬からして,廣 く津山盆地におけ

る後期以前の古墳に目をむければ,他地方の

それと合せ老ぇることによつて,それは,農村

における余父長的甲係の民4R＼堤柴4k真
以前の蔵会の状態を反欧していることを,

思わぎるを得ない。前項の所論に基いて結論

的に云えば,石母田正氏によつて生き生きと

して取り上げられた「古代貴族め英雄時代」

の「英 雄」黙,その主人公であつたので は

あるないか ? 廣汎に祗会の基礎をなしてい
たと考えられる首時の共 同体の上に,「族

景」として災牛面「デスポツト」ととフて君臨

していた敷治羨―意志と個性との代表的頴現

者―英雄の奥津城を,そ こに見えることは,

果して添可能であろうか ?。 それに封して ,

後期古墳に関して見られた以上のような性格

は,家父長的関係が地方―農村の共向体 (即

ち命つての「英雄」の論理によつてその共同

体 的関係を支配の手段とされていたところ

の共同体,自 らの主体性の発展を扱く制約さ

れていた共同体の構成員)を ゆりうごかし,

その中に古代蜘な秩序を持ちどんでいつた姿

を示すものではあるまいか ?従つて,そ こに

葬られた人 R々Fちいわゆる「豪族」「貴族」

が,前期中期の被葬者とは異つた性格を有つ

ておることは明らかである。それは,正 に家

父長的家族の基であるということが出茶る。

勿論その中には,上は支配のヒェラルヒ_の

頂点に立つ皇室の墓・bnら ,下はヒエラルヒー

の末端にありながら,だ 規ヽ模ながらも自らを

1個の奴隷主として成長させてくる山間僻地

の家父長象族の墓まで,心 政ぎまな被葬者の

階居を合んではいる。しかし,それにもかか

わらす,彼等被葬考●示すところは,康 汎
に形成巻れた社会の一般的状態の家父長的奴

隷創的性格に根底を有しているという一点に｀｀｀  ` ｀     21
洛いて,共通 してい るとして よいであろ う。

さて振りかたつてみると,後期古墳の示す

ところと,それ以前の古装の示すそれとを,あ

まりにも濁立的に,あ なりにも突発鵠な変化

として,取扱つて茶たようである。そこには ,

3世紀前後から7世紀前後に亘つ/c―古填を尊

に2つの類型に分けたこと,中期古墳特にそ

の後牛のそれが示す一つの「過渡的」な様相に

対する考慮が何ら烏巷れていないこと,徒つ

て雨類型の示している被葬若の性格, ひい

ては,社会の一般的状態について甚しく機械

的千板的に取り扱つたことが,指摘されるで
22

あろう。前者については,中期特にその後牛

の古墳の持つ重要性 (その真要性の存在の改

に,中期が前後期の間に編年心れている)につ

いての評慣を無両するものでは決してない。
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それがその副葬品においても,填形及び古鎮

自体の分布と敷量においても,先述の雨類型

の過渡的な面を持つていることは,衆知の事

柄である。それにも拘 らず,この中期 7af合め

ての前年の古妖と後期古墳との間には,可成

りの変動=発展があつたことも事賃である。

この変動二酸展こそが ,た とえ中期古墳がい

かに特色ある性格を持つ存在であるとしても

衡 ,そ こに中期と前期とをひつ くるめてそれ

を,後期古墳と卦比するという方法を許して

くれるのではなかろうか ? とい基ことは ,

しかし,この方法の完備を意味するものでは

決 してない。それどころか ,こ ういう方法 し

かとれず,従つて中期古墳の持つであろう員

の役割について殆ど取 り上げることが出茶な

かつたところに,最大の欠陥があるのではな

かろうかと考えている。その病被葬者の「豪

族 l「貴挨」としての性格及び社会の二・般的な

状態等についても類型的な卦比にとどまらな

ければならなかつたこと,従つてこれに関連

して各地方乃至各地域間における不均等的発

展に封する認識と評慣とが殆どなし得なかつ

た事が,張 く考えられる。これ らの点につい

ては,日 下進行中の廣範囲な調査の整備に件

つて,再ぴ言及することの機会を期待 して ,

今回は,「問題D所在」につぃての序諭的な

如上の考察を以つて経ることとしたい。

以上の所論において,結局,問題の解決は

おろか,問題 D所在すらも,混迷の淵に追ひ

こんでしなつたのではなかろうかと恐れる。

しかし,その管造者の性格 ,従つて,その社

會的な基盤の把握への努力を通じてこそはじ

めて,苫墳の研究は,その正 しい道にV。―いて

進むことが出本るとなす筆者の立場とそれヘ

の確信は失われことはないであろう。最後に

松本新八郎氏の高見を借用して,結びとする。

「それが,(奴隷がく―近藤),英雄や族長の私

的な所有に韓することがあつた後でも,そ し

て村落の土地が成員の私的占有になかされた

後でもなほ世嘗共同体が支配して,けつして

家族奴隷をぷくむ家父長家族には樽化しない

という時代が長く部族同盟期につづいたとい

うことを指摘せなばならない。………………土地

占有をつうじて一般員の間にも奴隷所有が成

立するときには世伴共同体は家筑長赤族に韓

じていなければならず,そのためには氏族洛

よび部落同盟に大きな変化が行なわれ古代國

妖へ韓化 と́なければならなし色

註

1)稿 成後,更に4基の首墳 (3基が確実に横穴式
石室填で ,他の 1基 もほぼ模京式石室禁 と推

定される)が発見され ,討 172基となつた。
2)斎 藤忠 (わが国における占墳の諸類型 とその

系列 )「 考歯学雑誌 」37巻3号11952年O

3)岡 山県下において も, 後期に層すると考えら
れ る箱式悟の例は, 枚挙にいとまない程で ,

例えば,テ II上郡落合村赤羽根 2号鑽, 畜田郡

神庭村緑山の箱式脩占紫など。

近藤義郎 (川 _i郡落合莉赤羽根 2号禁調査報

告)「吉嬌考古」84号 1952年 6

獅庭英朗 (縁出首墳群の町究 )「研究メモ」第

3享昆  19524Fo

4)後 記するように, 陶憎をその内部に蔵する横
穴式石室捜は,後期として も,その新 しい部に

閣すると考えられる。

末永雅雄「大和占繁墓」194貢 1950年 O

5)そ れまで前期や中期の占墳の営造が全 く行な
われなかつたと想定される出間の僻地にも,

このころになると古墳が出現 して くる事実は

充分関連的に考慮されなければならないであ

ろう。このことに関 しては,近い将来に,や
や詳 しいデータとともに論述する機会を有つ

ことができる予定
―
Ctあ る。

6)小 林行雄  (黄泉戸喫)「考占学集刊 」第2冊
1949盗
=。

7)小 林行雄「 日本考占学概説 J258貢及び259
1952fF。

氏
）



8) /1ヽ llkイ子姑  (古猿‖手代における女化の伝播 )

「 史オト」 33之

`  9=争

おえそが41=  19504FO

9) /ヽ体τ子雄 「 日本考首学鴨 a」 258頁  1952年。

10)梅 原末治 (我が占猿の終木 )「 日本の吉湊墓 」

117Fミーー119=ミ   19474F①

ll)実 際はこの数よ り多少多いであろ うが。

12) /1k小イ子姓 嚇 t掲書 」251頁。

13)計 葬で表わ争た数字は,162人 ～ 2・ 25人であ

14)梅 原末治 (美作郷村感音寺占鮫 )「 日本音女 4ヒ

研究報告第 9近後の吉墳墓」75頭 1938年

15)例 えば, 観音寺歯墳 に隣接 して別な尾根上に

所在す る略 衆同人の前方後円蹟 (前方部の狭

長な るにとヒして後円音Bが可成 り高 く,鑽頂か

ら家形か と考 えられ る象形 ハニ フの農片 が採

集されている),津山市三室芙和城前方後円墳

勝田郡河辺凋 日 _に畝山前方後円装な どが ,時

代の遡 る類 と考えられ る。

16) 大千とり常生において我・Iの共同体 =土地所有の

主体 が 藤問生太 氏によつて提 出された原始

共 同体→ 親族共同体→ 家族共同体→ 家父長

nt大家族 =吉代家族の各範隣の継起的発展の

段 階を辿つた ものであるか,あ るいはいゎゅ

る世帯共同体理論 が,そ れ に適用されなけれ

ばな らないか とい う点に関 とッては,今 の とこ

ろ自信を持つて積極的に自説を開陳す る材料

も理論 も持ち合せていない。それに も拘 らず

あえて中さなければな らない一言は,爾 者 と

もに論者 において,そ の議論の根ほ としての

当代の史料の重要な部分に封す る軽視 と無理

解 とが共通点 となつてい ることであ る。 中国

の占文献 ,記紀その他の我国の古交麒の glt判

的な解釈 による史料の F_4tFHは ,成程微に人 り
細 を穿つて行なわれてい るこ とは,い うまで

もない。それ に較べて ,当代の直接の選物遺

物であ る考占学的史料について は,た とえそ

れの部参的な引用 が行なわれている に して

もその多 くは,単なる傍證的な役害」を荷わせ

られているのみに過ぎないことが,指摘され

る。たとえ考吉学的史料が具体的な個 人の事

蹟やtIJl確なる絶均年代を表 し得ないにして も

史料の背後にある人間の生活の理解を目指 し

ていることは,女慰 史学が紙の品質や文字の

形態をその目標にしているのではないことと

金 く同 じであることはい うまで もな く,こ こ

に考古学が文献史学 と共に「歴史学」とい う

同 じ欠元に立つべきものがあり, しか も雨者

の間に一線を 弓
「
い ての「勁立的Jな次元と

してでな く,F覇者が一つの ものとして,即ち

言葉を変えて云えば,考古学が,I歴史学」そ

の ものとして高められなければならない所以

の ものがあるO従つてここに考占学が,女 1献

に従脳 した形でな く,自 らの純粋性を強 く主

調 しつつ も胚史学その ものでなけれ ば な ら

ないことはいうまで もないことであろうo縄

文式以降大化前代に至るまでの選物遺蹟が ,

その間にほぼ断絶するところなく秩序づけら

れつつある現状において,考古学的史料を第

一義的な ものとして販 り上げることは,重要

な意味を有つている。我国における大化以前

の共同体の問題に して も,こ の点に,その発

展の成否がかかつていると思はれる。一見当

り前と思はれ るこのようなことを述べたの も

考占学の側 と文献史学 との側 との協力及び相

互間の理解に向つての積極的な努力に当する

期待を強調せんがためにほかな らない。なほ

小林行雄「 日本考古学研説 」巻頭における同

氏の構想を参照O

甲中・ 詔日・ は聞 。西土之君戒其民日・ 占芝

葬者・ 閲高為墓・ 不コ不樹 。梅 ,椰足以朽骨・

衣衿足以朽完雨己・ 故吾営比 E地不食之地 。

欲使易代之後不知其所 。無蔵金銀飼鉄 。一以

瓦器 。合古塗車旬霊之義・ 棺漆際会 。葵三こ

飯 。合無以殊玉 。無苑殊襦玉オq].諸愚俗所為

也・ 又口 ,夫葬者蔵也・ 欲人之不得見也・ 迪

者我民貧絶 。専出営墓・ 装陳其制導卑使男U。

夫王以上之墓者・ 其内長九尺・ 潤五尺・ 其外

域方九尋 。高五尋 。役一千人 。七日使該・ …

… (日本書紀巻弟廿五孝徳天皇太化三年の篠 )

大化二年 (646年)とはいえ, 後期占墳営造

の状態の一断面を示 していると考える。

これを一つの階級斗争の現われ として担握 し

て行こことうとす東晶氏の提案は,注目すべ
遣ξk=彦らえ3。   (歴香atl=´ ET夕電) 歩雷1561} 1952r~。

彼の文章から買に引用すれば,「6世紀に新設

された出猪屯倉に関する書不この記事は,慎重
な文献批判をZ要とするとして S田 音日の名
錦をつ くつたことが見えてお り,個男U家族を

直接に支配せんとする傾向が見られるのであ

つて,かかる事態は少 くともそれ以前の氏族

共同体の共同体的関係が意味をもち難 くなつ

た農村の段階に封する支配形態 と見ることが

出来ると思 う。………」

10
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211D

他 に異説 があ り,例えば国府を二宮の地 に考

えることの妥当性を主張されている人 もあ る。

石母田正 (吉漬貴族の英雄時代 )「論集史学」

1949令 Fo

ついでにここで,吉墳の黙木 についての感想

を述べれば ,従来の多 くの論者は, 昔猿衰亡

の原因 と して,仏数・ 火葬思想の影響のみを

強調 しすぎた感 がな いで もなかつた。 しか し

支配機構の推移,社会特 に農村 における家族

構造の2TLな どに目をつぶつていて は,戻然

とした「終末論」を展開 し得 るだけである。

仏数・ 火葬思想の影響 と,これらの事柄を続
一的に相関づけて考察することが,必要るあ

るとい う点を強 く指適 したい。

これと相似た,しか も重大な関係のある後期

占禁の前半後半の問題 も本項 ② において述

べたように,茄鉛な考察を為 じ得なかつた。

総本新八郎 (原始 。占代社会における基本的

矛盾について)「世界史の基本法■lJ」 芽亀

194蜂。

―
中 申

カツ ト 5 陶悟昔笈の一例 (西の問1号蹟の場合)(Cut 5)

メ| -50m
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章3第

中官第 1号 墳発掘 調査報告

農Б近

【内

位 置 及 び 発 掘 当 時 の 状 態

壌 丘 及 び 外 部 施 設

石     室      の     結     造

石 室 内 遺 物 出 土 状 況

発  見  の  遺  物
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位 置 及 び 設 掘 管 時 の 状 態

木古墳の行政的な位置は,津ドi市小学ゑJ戸
30番地であつて,同所在住の山本稔氏の所有

地となつている。附近―守の地形は,5万分
の一地形lEE津山西部に,明 らかな所であり,

また,前章において,瞥見を,試みた所であ

るから,本項においては,必要な限りの言及

を除いては本古域の位置する局部的な状態に

ついてのみ,記述を進めることにする。

附近地形は,貯水池の開穿 ,鉄道の敷設 ,

開墾等の結果 ,大きく変貌称とげてぃること

が ,想像されるが,我々の名づけた中宮占墳

群は,笹山方面から西前にのびる支脈が,若

千の短小な小文服を,北方に向けて分岐させ

つ く,西 方即 ち狭小な福田の沖稜地に向つ

て,やや綾やかな勾配を作 り出した,標高峯
ヵ136mド t後 ,そ の現津山衛道との上ヒ高約20

～ 30m前 後を沢1る地点に,所在している。
その吉墳群の路々中心の位置に一際高 く,本

中宮第 1考墳が,姿え立つている。徒つて ,

扁田及高尾地区の千地から″よ,指 呼 の間に
これを望むことが出泰る。その傾斜地は耳と西

に両 し,南東に出を背つているため,やや曙

い奥津城を感じさせるが,その地に立つてみ

れば,近 くは佐良山地区内の猫額大の千地を

こえて,美保村・ 久米村の豊沃な■主野を一望

し,夏に′よ遠 く中國背梁部山版の幾重 もの起

伏を,望見することが出茶る。景勝の地とは

言い難いが,当時の奥津城とと′て,相應わし

い位置というべきであろう (第 1固版)。

現在,こ の斜面には,5基の吉墳が見出さ

れる。内 1基を除いて,他は,実測国第 3国

にすべて示したが,地 主 山本氏の談によれ

ば,も と,小 P」墳即ち中宮第 3モ墳の北俣Jに

あたる個所に (現在は開墾されて,文H地 とな

つている。)古 墳があり,開墾の榛破壊浴失
し去つたとのことで,現にその際の出土と縛

される陶惟身の大破片が,小円墳と本古墳と

の間の車むらの中に,韓倒して放置されてあ

る。従つて,計 6基の吉壌が,散在的に位置

していたと,考えてよいであろう。第 lT」―墳

は最も大で,ぃ ぅまでもく,前方後円形を示

している。第 2サ墳は,第 1ラ墳の西側に相

並ぶ状態で所在するが,既に大きく破壊さ
れ,横穴式石珪と推定される石室の残骸を ,

僅力
|イ1止めているほか,封土も甚だしく変形

ёれていた。 しか し,その現状から考えれ
ば,第 1そ墳と同隊の前方後 円填である。

襲頂破壊口附近から就部式上器破片を,封土

北側の畑地上ょり人物ハニフの腕郡残片と考

えられる破片を,探取した。第 3号筑は,東

供」に所在する小円技で,その一部は破壊され

ているが,未発掘と推定された。第 4そ 墳
は,南側約2omの個所に位置し周 渥 の一部

を,ょ く保存する円墳であるが,盗柄跡屋然

として)竪 火 式石 室かと椎定春れる辞石面

が,部分的 tこ課塁とてぃる。第 5号墳は,上

記の陶付Iを出上した治失せる占鎮で ,その所

在位慢は,第 3ラ墳の北側にあたる。第 6ラ

装は,南束約60～ 70m離れた斜面のやや高所

に位置する,未発掘の小円墳である。これら

洛ラ墳の詳 細及び附近所れの高野山恨古壌

群 ,丸曲古填等の記述は,こ こでは述べない

が,と もかく,本吉墳を取 りまく局部的な状

況の大略は,如上の女Πくである。

調査当時,第 1第 2第 3の各古墳の】′端な

で,開墾による畑地と化していたほか ,第 1
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⑪

号南方から,第 4サ西側に事る一区劃が,耕

地となつていたが,各墳及び各填間をつなぐ

側所は,一面に,灌本及び竹笹類によつて蔽

1'P助

第 3 図

として氣づかなかつたほどであつたo以上に

ょつて,本古填には開墾。耕作の鍬は,全く

入れられていなぃことが,判つた。衛,発掘

開始前,填頂にす狸の穴と考えられる小穴が

穿たれていることを,発見したが,壌丘自体

われていた。第一そたる本墳の如きは,身の

丈を浅する雀と灌木の密生のたあ,当初豫備

調査の折,前方後円墳であることに,誰一人

1111.1   1静 れ

甥≦」
粉銑切ち,万iii

中宮1号墳及び附近地形図 (Fig.3)

の愛形は,殆 ど,認 めることが出来なかつ

た。かくして,本古墳は,全 くの庭女古墳で

あるとの認定の下に,調査が,開始されるに

至つた。
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墳 丘 及 び 外 部 施 設

前方部が,笹 しく低小であつたため,雑草

雑木の繁茂 lンていた当初に活いて,一見,門

域のやうな感じがあつたが ,車木の伐捺除去

の結果 ,その前方後円撃〔としての千面形の金

貌を,明陳に,露 呈させることが ,出茶た。

幸いなことに,墳丘自体には,1幻墾乃至探上

等による大きな愛化は,加えられておらす ,

略々原形を保つものと認められた。しかしな

がら,矢張 り,若子の部分的な愛形はなぬが

れ難 く,特に,後円北西都等 F_活いて若千の

流土が,見出されたはか,埴輪の栓出に際し

て,注意されたとをであるが,墳 丘の界た全

体に二つて,僅かに覆土″晴力日していること

が ,考えられた。

先づ ,千面形から述べれば,その長軸は ,

north 19° eが tの方向をとり,前力部を市に

作り出したもので,従つて,西北面する斜顧f

lT_対 して,お うむな ,直角となつている。後

田部の頂は,2歩 5m× 3m程 の廣さで ,V。―う

む/a,千坦となつているが ,その斜面は,可

成りの傾斜度を有つている。前方部頂は,そ

の後 田部 との接鯛部附近から,前端近 くま

で,暴た水千を保つている。雨者のクビレ部

は比較的Hjrl瞬で,後円頂部に立つて望めば ,

それが所謂I児立貝式の前方後円墳であること

を,何人も,直ちに,認めることが出茶る。

斜面に対して,こ のような築造方向を有つて

いること,若千の変形乃至覆 上の存在は ,

明確に墳形を規制する葺石の如きものの発見

のないままに,正確な古墳の大きさを測定す

ることを困難にしたが,観察及びそれに基 く

賃沢1の結果 ,久の数値を得た。即ち,その全

長は約 23� ,後円部は部分的にやや変形 し,

健かに不正円影をなと′ているが ,束西と南北

の長巷は殆 ど等しく,約 18～ 18・ 6mの直径を

有ち,前方部は長さ約 5m未薄,前端下部の

巾約 4oS mを ,淑1つた。それは,恰 も,直径

18m前後の間に,1邊 5m内外の正方形を ,

附した形である。但 し,上記の数値のあるも

のは,第 3固に於ぃて,了解されるように ,

4i面形において,水千に計られず ,立体形に

おいて斜めに算定される場合,相当な増カロが

あることを,一言して置 く。

高さの決!定 も,同様 ,甚だ厄介で,東側か

らの算定と,西倶↓からの計測とでは,3mに

あまる差異を生する。今,長軸中心線及びそ

れと直角に交わる線の二十固所におヽゞて,それ

ぞれ,断面圃 (第 4国 )を作り,傾斜面と墳

丘との関係を,調べてみた。それによると,

地出の傾斜が ,単に,東から西え向つて下降

とフているのみでなく,南から司とえ向つても,

やや絞い下降を示と́ているということが牛1つ

たほか ,択頂つ 1点を起点とlノて,雨断面国

を合して見た結果 ,その 1点から下した垂線

上に,雨者の底線の交文点が,大 体 におい

て,一致した。それによれば,一方側の高さ

を以つて云々するよりも,む しろ多少の推定

はあつても,この場合,雨者の底線が交菜す

る′くから壌頂政での距離が,よ り合理蜘な高

さととンて承認されるであろう。従つて,こ こ

では,後用部の高さ麻,5ュ Omと 1ノて,算出

される。前方部の高さは,長軸中心線による

断面国から算定すれば,後円部と接する個所

におtヽて約1,5m,前 面において約 0・ 6m前後

となり,又 ,前方部頂と後方部頂との比高は

約 2・ 3m前後を,算える。
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以上述 vヾた ように,前力部が著しく短か く

後円部直径の
ギ|に も達せす ,そ

の高さも極

めて低 く,又 ,前方幅 も,後円直径に比 して

甚だ しく短かい ,と い う特色を持つ 本 古 猿

は,いわゆる帆立貝式の形態を ,と るもので

ある。この種「 高い主丘を作つて一方に低 く
1

て短かい封上を添えた形」即ち帆立貝形の前

方後問壌が,前方 11〕後填の外形の変遷におい

て,如何なる位置を占めているか,に 関 と́

て,それが,いわゆる古式古牧に属するもの

2
となす見解と,競に表退期に入つた形態であ

9

ると論する諭 とがあるが ,本 例 に 徴 して見

れば ,その内部主体が横火式石室の形式を有

つてお り,副葬品にも古式 と考え_られるもの

は存狛二た,ない等の点から,l1/kく とも4' 5世

紀一最盛幻]以降 7_D,,千産ではな＼r、かと,推察さ

れる。イRし ,そ の場 合,著時の中心的な地方

であつた哉内と,僻速の曲地である此の地 と

の関係を,充分 ,考慮に入れなければならな

い ことは,勿論である。

Iュ 1,il   ilo擬

墳 丘 断 面 図第 4 図

外部施訣として患,円筒埴輪の囲続を除い

ては,葺石 ,濠の如きものの存在を,認める

ことは,出茶なかづた。円筒埴輪の存在は ,

既に,発掘前の桧分時における表膏i探集によ

つて,椎沢〕巷れていたが,前方部前面から後

円中央に至るトレンチの穿掘に際して,はじ

めて,基底部を原位置に保つた一列の円筒列

を,発見した。この円筒rlJは ,西咀開日する

内部主体の入口の,巾数本の個所を除き,状

頂から測つて ,卜…2,2～ …2・ 8mの 位置で ,

後円部を,囲続と́ている。探柄の結果 ,総計

81本が発見さ れたが,特に前方部 .と の境界

において,興味ある配列を,示 している (第

5圃 )。 即ち,グ ルサと後円部を一月 lンたハ

ニワ円筒は,前方部との境界線において,暴

々直線の列となり,夏に,その左右雨端から

前方え向つて,2本乃至 3本を突出させ,前

(Figt 4)

方部の所在を,明確に,示 していることであ

る (第 2固版左上 )。 前方後円墳に,円筒ハ

ニフが,樹立される場 合,一 般 に,少 くと

も少一童の円筒列が,前方部を含めての全体

に,囲続されるのが普通であるが,本古墳に

おいては,上記のように,前方部に封しは ,

ほんの申諜程度の配置で済衰している。この

ことは,あ るいは,恐 らく本茶的には,原申聖

なる藝域の圧割の示現体として発達して茶た

と考えられる円筒列田続の,形式化を示すも

のではあるないか ? 前方後円墳という墳形

が,内部主体としての積穴式石室に,相應わ

1/く ないものであると共に,表頂に竪火式石

窒その他の主体″配置しそ形式の墳墓に発達

したハニフ円筒列の囲続配置が ,主体の横穴

ゞ石室えの移行一死後又は死者に剰する観念

の変化と共に,形式化乃至残骸化 (これは ,
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具体的には,地方力々によつてその表われ方

が,極端に異つてくる)していつたことの一

つの表われと,解せられないであろうか ?

それはともかくとして,これらのハニフの配

置間隔は,境界部にないては補々密で,約 10

cm～20cm,後門においては,約 30cm～ 35

cmを 決1り ,ま た円筒が略々円形にE劃する

後P]部 の径は,13・ 7血前方部のつけねの中

臨 と 撞 止 ね 亡 当 止 土 吐 」 XO加 ●

第 5 図   ハニ フ頂丘図

3・ 6mを算えた (第 2岡版左下9右下)。 81本

の円筒中大李は,よ くその基底部を原位置に

保つたなま磯見せられたが,他の約10数本は

基底部を合めた1/x片の存在状 態から,推定

したものである。岱これら円筒の基底都面と

後円部杖穴式石室底面とが,大暑同一水R'両

に存在 していたことも,注意されなければな

らない。

これら81ケ所で発見されたハニフ円筒のう

ち,完存品は全 くなく,何れ もその_L方部分

を欠いており,ま た,復元劇末るものも,見

出されなかつたため,こ こにその正確な原形

を示し得ないが,形における大小の二種が ,

区別心れたにかは,何れも,最 も簡単な形を

有つ通常の類 と,牛1断 され た

(第 6圃 )。 歎的に大部分を占め

ている小なる円筒は,基底部に

r。
―ける径約 15cm～ 16cm,推定

高約4ocm, 隆起特―タガが ,

恐らく3條 ,責協色の燒の柔か

い類である。大 な る円筒の方

は,散在的に 3本 発 見 された

が,その配置に意味があるかど

うか,不明である。その基底径

は,約 29cm(高 さ,隆起伴の

数は不 HJl),紫初色を示し,燒成

よく,比較的堅級な類である。

その囲続が,明確に認知溶れ

た円筒ハニフは,以上のょうで

あつたが ,石主天丼石面を露呈

する際及び後円頂か ら前方部え

向いての トレンチ穿掘の際に ,

若千のハニフ円筒片を,検出し

た。即ち,天丼石面の露呈は ,

捜頂のほほ全体を,束西に切 り

お

、

(Fig,5)

開くことによつて,行われたものであるが :

その際 ,石室の東方contour line l・ 0～ 1・5m

の個所において,地表下約数十cm前後から,

円筒と推定されるハニフ小跛片を,2, 3

片桧出した。何れも基底部の破片でなく,従

つて,その性格をつきとめることが,至難で
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あつた。約3～4mの巾をもつて,東西を切り

開いたにもかかわらす,僅かに,2,3の 小
片のみよ'pほかに発見されなかつたというこ

とは,恐 らく円筒rlJの ような施設の想定を ,

困難にするものと考えられ ,従つて,封土中

に偶然混在したものとする考えが ,それが現

封上下致十cmの深さにおいて発見されたこ
とも考慮に入れて,よ り可能であるように思

われた。ところが,後 |'〕 中心部から前方部え

向つておろした トレンチ内において,賦頂か

ら,1・ 30mの個所に (表上下 約10ctl前 後)

基底部の約 3分の 1を残す円筒ハニフ牛欠品

が,基底部を前方部の方向えむけ,填斜面と

に朦併行に,横倒れの状 態で,発 見された

(第 6圃左上)。 そのため,可成 りの廣さの

中をもつて,後円部南面一件を,発掘椴索し

てみたが,他には,破片一つとして,見出す

ことが,出茶なかつた。先の2,3の小片を ,

偶然の滉存として諭明することが出本ても,

.こ の牛欠のハニフの存在は,理解し難 く思ゎ

れる。墳頂又はその近 くに,ハ ニフ円筒列の

囲続を,考 えることの不可能なことは,西。

南。東側にかけての検討の結果 ,明 らかなこ

とである。この一片の円筒牛欠が ,さ して重

要な意味を持つものとは,考えられないが ,

この際〕単なる憶浜1はやめて,その事実のみ

の記載に,と どめることとする。

さて,先の明確にその囲続が認知された円

筒ハニフ列の絵出の際 ,前方部との境界の一

部及びクビレ部附近において ,I円筒叉は円筒

片と相接して,戯部式土器の出土を見た。こ

れらはもとより,完形を保つことなく,多 く

の破片として検出されたのであるが ,遺物の

項で示すように,形態の分る類 もあつた。こ

れらの破片はすべて,11!筒基底面よりも,10

撃cm～29cmほどの高位で喪見されており,
政たその出土個所,出土状況から考えて,恐

らくその個所に意識的に安置されたものとす

第 6 図   ハニフ円筒  (F逍,6)

る貧当さを,有つている。 (主として クビレ

部に洛かれた ,こ れ ら湖部式上器の存在の有

する意味が ,奈辺に存するやはともか くとし

て )

他に外部施設として,明確に指摘し得るも

のはない。前方部頂及びその前面に,大小の

若千の割り石が,な ばらに点在してぃたが,

これは,後述する前方部に設けられた竪穴式

石室の側壁上部石材の一部が,散乱したもの

と考えてよいであろう (第 2固版左上)。
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石室は二つで,内一つは竪火式石室で前方

部に,他の一つは横穴式石室で後円部に発見

された。い うなでもなく,本古技の主体とな

つた被葬者は,後者の石室内に,埋葬された

ものである。従つて,先づ,棋穴式石室か ら

その構造の記載を,は じめる。

石室は,その玄室を,後円部の暴々中央に

設け,妄道部を,その西側に所謂片袖式に取

りつけたもので,その底画が,墳頂から測つ

て,約 -3・ 3呼～-3・4omの個所に置かれて

いる。 そ の手 画 形 及 び立面形における写〔

丘との関係位置は,第 3固及び第 5固に示 1/

た 。

発堀の経過の章で述べたように,玄室天丼

石面は,墳頂下約 lm前後の位置 trc存在して

いた。妄道部天丼石と玄室のそれとは,明ら

かに,高位を異にし,前者は 4枚,後者は 8

枚の亘石で,構成ёれている。すべて,附近

に産出する流紋岩の筈1り 石で,大小様々を滉

用してぃるが ,その配石の形態として興味を

引いたのは,玄室天丼石の内 ,東西雨端のそ

れは,他の天丼石が二般に大略長方形を塁し

ているのに勧して,三角形状を示しているこ

とで,共に,その三角の頂点を (頂点間の距

離は5・ 4rn)外方にむけて,置 かれてぃる。

従つて,玄室天丼石のみから受けるっその形
の感じは,やや歪んだ紡錘形である。天丼石

の厚さは,極めて,な ちまちでゎる上内,両

(挙下面)をL略力同一水千 顧iに揃えたた

め,外面観は,全 くの凹凸を,示 してい/c‐。

天非石と名づけ得る以上の計12個の亘石のほ

か,天丼石の間際を塞く目的をもつて他に致

十個の大小各種の割 少石が,更に,狽」壁上端

造

部と天丼石との間にも,同様な項石が,多数

設備されている。 (第 7国の天丼石千面国で

は,狽」壁上端とその部の填石とが,上手に区

別されて画かれていない憾みがある)。

これらの嗅石以外に,粘上の充壊乃至被覆

が,注意された。即ち,天丼石上面の路々全

面にゎたつて, 厚さ10～ 15cmの責褐色の粘

土の被覆が,認められたほか,各天丼石間 ,

天丼石と填石乃至俣」壁上端部との間陳及ぴ部

分的に天丼石上に,次責色の微粒粘上が,充

填または配置されているのが,認められた。

恐らく,次責色微粒粘上を,各石の間際に充

填 した後 ,その残餘を,天丼石上に敷き並べ

更にその4/・f,責褐色の粗質粘上で被変した

ものと,解せられ,その周到な構造には,見

るべきものがあつた。後墳で越べ る土 師 器

(又は顔生式上器)月
‐
は,こ の粘土居下 ,天

井石に接して,発見されているのであるが ,

果して,何等かの意識の下に置かれたものか

偶然の混在か,判断に苦 しむの

石窒は,完全に鹿女状態にあつたため,羨

道入口の閉鎖装置について,若千の記述を ,

行 うことが,出茶る (第 3嵐版)。 非常に巌
重な設備が,施されていることは,実測国の

示す通 りであるが,その築造は先づ,4個の

やや大形の割 り石を ,羨道内入日附こに ,

二個づつ並べて据置|し ,その…上方に,厚さ10

、20cm,径 20～ 35cm前後の割り石数十個

力,天丼戸iに至るまで:きつち,と幾重にも

積み上げ,完全に外部と送断した後,嵩さ約

1・ 41n;市 約 1・ 15m,遺4約 10～20cmの大

形板状の割り石を,やや斜めに立てかけ,夏

にそれと最西端天非石の接する所に,大小の

構室石
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第 7図 後田部横只式石峯 (Fig.7)



PL.  3

添 卿 K煮 珊 繋 眠 翠 繋 Hmd引 縮 儘 巴 晨 ぷ 螺 側 (皿憚4RJ饉と櫂A」 Uぐ )

添 足 震 ぷ 即 硼樹 悧 K休 縮

第 3 図 版 中宮第 1号墳横穴式石室天丼及び羨門閉鎖装置



PL.  4

上 玄室から羨道を見る

中 羨門の閉鎖装置 (内側)
下 奥 壁 天 丼 の 一 部

中 宮 第 1号 墳 横 穴 式 石 室 内 部



■左 四ツ重ね高郭等
中右 石室東南隅土器類

第 5図 版

遺 体 及 び刀 等

土器類 。鐙・鋲類

PL.  5

中左 土器類 及 鏡 板 等

下右 土器・刀・鏃その他
勇
磁

中宮第 1号墳横穴式石室内遺物出土状況



害1り 石を,充娯することによつて完成されて

いる。そのほかには,粘土牛の如きものの施

設は,見らオ■なかつたが,その構成は,正に

巖重を級めたものといわなければならない。

その基底部における厚さ約 1・ 7～1,3m上部

における厚さ約Ⅲ3～ lo4Hxを 算えた。衡 ,閉

銭装置とは別物であろうが,それより約 lm

内外はなれた室外の右側に,尺大の各」り石が

数個発見されたことを,附記する。配刺も暮

然としてはおらす ,石監自体に封 l´て,■ 7r

な意味を,持つ ものかどうか判 らな rヽヽ .

次に,このような外貌を有つ石室の内,1(に

ついて見よう (第 4岡版及び第 7岡 )。 調査
当時 ,第一章 (調査の経過)で ,繰 り返えl

述べたように,流上が非常な堆積力,示 1クて

お り,特に,奥壁に近い1]所及び妄道から玄

室入口附近にかけての個所では,床巨iか ら,

約104～ Ⅲ5mの高さにまで達してtrhた。

そのプランは,奥壁の所
‐
●最 も巾廣 く,羨

道方向え向つて,漸女狭まつてゆく41i形の玄

室に,比較的狭短な妄道を片袖式に附したも

のであり,その閉鎖装置なでの全長は,6m
を計る。 そ の縦 断Fttrに洛いて,玄窒内天丼

画は,暴力同一水4‐顧「を,保つているが ,妾

道天ガ:石は,それより,50～ 70cin程一段と

低 く置かれ,W/~羨の区豊」を,はつきりと,示

してヽヽる。

各側壁は,大小様力の流紋岩の割 り石を1双

つて,巧みに構築ёれているが,一般に,下

剤 lrCは ,よ り大形の石が,用いられている。

片袖を作つている玄室西壁及び ,羨道部壁を

除いて,すべて,可成 りの度の持ち途 り積み

が,な されているが,特に,それは,玄室内

左右雨壁において壱しい。もつとも,この雨

壁のうちの或る個

"は
,甚だ不自然な張 り出

しで,長年の間の漸進的な変化の結果ではな

いかと,推定される部分もあつた。しかし ,

全体としての持ち途 りの度は,その部の横断

面固でも牛」るように,玄室中央部において ,

底面の巾と天丼面との中との比 が,優 に ,

2:1を ,越えてくヽる程である。爾側壁と奥

壁の接する個所 ,北壁と片袖部たる西壁との

接する個所,に洛いて,その下竿部分は,雨

壁が,直角に交つているのみであるが,上牛

部に10‐いては,壁自身の持ち途り度の進行と

共に,その個所が,丸味を有つて巧みに連結

されている。持ち途 り積みの自然の形態とは

い うものの,鬼事な構築である。

医百「は,峯 々水千に作 られ,i玄 室 と妄道

とのFRに ,高低の差は,殆ど認められなかつ

た。玄室内にのみ,径 5～ 8cm程の小石(割

り石)が ,一重に,敷きつめられていた。そ

のほかにわ,粘土床の角iき ものは,全 く見ら

れず,又 ,排水の特別な設備 も,存 しなかつ

た。

以下は,石室各部の大さを,示す。

石室全長 硼 鎖設備外俣」迄)…………7tSOm

ク   叩 銭設備内側迄)…………6,o51n

玄室全長……………………Ⅲ…Ⅲ………4o25111

玄
=巾
(史壁に接して底面)………2・ 62H

ク   (羨 道に接して底面)… ……2・ o5■ 1

ク   (中 央部の底面)…………。2・ 35m

蓄室天)1面巾 (内百「中央部)………・191041

玄 室 高 …………………………・ 2・ o～ 2。 10m

妾 道 長 (閉銭設備外側迄)i………3・ 55m

ク   (閉 鎖設備内側迄)…………1・ 80m

美 道「口……………………………・Oo7～0,9m

妄 道 高 (玄室に接して)………………l ζ45in

ク   (美 門にて)……………Ⅲ…0・ 95111

β
ψ



次に前方部に設けられた堅穴式石室である

が,これは調査の当初 ,蓋石の一枚も存と́及

かつた事実に力Hえて,内部に上砂が充満して

いたことから lフ て,その存在に対して,注意

を引 くところが少なかつた (第 2 Fd版及び第

藝 30Cれ

第 8 図   前方部堅只式石室

としての通常の竪
'(式
石室とは,可成り趣き

を異にしており,各壁とも,その下/P―部には

大形の割 り石が置かれ ,更にその上部に,若

干のおうむな偏千な割 り石を,配置している

という具合で,む しろ箱式札のそれに近いよ

うな趣すら,もつている。 そ の全 体 の規模

も,可成り刺形で,内面の長約2.Om易冴, 内

S国 )。 と́かるに,その後の絵討によつてこ

れが明らかに石室であり,しかも,後円部に

おけるそれと異つて,竪
′ぺ式の待1を持つ もの

｀0わ ることが判明 lノた0(第 1章参照 )。

その構造は,古式又 tま中期睛墳のハ部主体

(Fig.8)

置fの中0・ 4～ 0・ 5511■ 〕底面からの高さ約0,5～

0,6mを決Ⅲり, これ査た通常の箱式権の規模

と,暑力同様である。會つて,津曲成美高校

によつて調査された苫田郡脚庭村線山所在の

箱式棺古壌群の中にも,これと暴カー数する

構造を示すもの拘ミ,注意されていることも,
、                                4

考慮されなけイЧゴならないであろう。底面の
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|こ

プランにおいて,東壁に近い方が,やや庚く

なつており,その部に,硯郡式上器不 2個が

相並んで基さつた状態で,置かれていた。医

面には,一前に小砂利が敷かれていyr・。蓋不i

が全 く存在しなかつたことについては,それ

が,当初からの原態であるのか,又は後世識

石のみが,取 り去/られてしまつた結果である

のか,容易に,ど

“

J断し群いところであるが ,

前者の老えについても,これが副葬品を置き

死体が埋葬されたことが推定される。従つて

以上,何等かの (例 えば木製の)フ タが ,置

かれたであろうことは,想像されるところで

ある。

このような構造を有つ「竪穴式石室」は ,

,その長軸を,ほぼ束西に (即う壌_丘全体の主

軸に持して,直角に)向け,前方部のクビレ

部に近い椰分のI俸 中々央部に,営造されたも

のであり,その底面から,発掘当時の封土画

までの距離 ,約006～ 0,7mを測るものであつ

【廷。

´ツト6 中車1号嬢玄箋内より炭道を票む (Cut,6)
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石 室 内 遺 物 出 土 状 亮

ハニフを始めとして,石室外から出土した

遺物の発児`状況は,各項に暑力記載してある

ので,本 項 で は,一切箔峯することとし,

前後の二石室内の遺 物 出土状況のみ彩,記

す。

前方部の竪 '′(式石室内からは硼部式土器杯

二 lllRが ,相並んでふさつた状態で,室の束側

底¬iか ら発見ёオした以 外に(第 2側版右上),

遺物としては,何 も,検出することが :卜I茶な

かつた。訴石の存冶:し ていないチi(況 の下で

は,ょ とや鉄製遺物が ,1、 と罵1葬 されていた

としても,腐銹沿失 1て Yヽ｀ る こ とtよ ,当然

であるので,こ 11を 以つて,副非lPIの すべて

と,言い切ること電)出木ないであろう。先に

睾げた線キII古■〔群中の一石生からの就部式上

器の出】i状況が,木例と,ほぼ同様な趣を ,

持つていることを,一言する。

後 |よ」部伏ク(式石室内発見の遺物とま,非常な

点致に_Lり ,一 つ一つの記載は,かえつて原

雑さを招 くのみであるから,箇酎各な記述と共

に,68頁の出上状況国 (第 10国)を ,提示す

るにとどめたい (第 5圃版)。

遺物は,悉 く玄室内において発見された。

石室内に粘いて,妾道から玄室の大部分に重

つて流上のtlt積が見られたことは,先に述べ

た所であるが,この流土中からは,本面10数

clnの 1田所で,上師器と推定される赤禍色素

燒土器の小破片敷片が,見出されたほか,排

土中誤つて床面から遊雖ёせられたと考えら

れる二,この鉄製品が,探集されたのみであ

つた。 土師器片は,5～ 2cm大の小片で何

れも,玄室奥壁に近い右側に見出された。こ

れらは,その発見状態などからして,落ちこ

んだ流土内に混在していた ものと,考えられ

たも何れも器形文様不明である。

床面から発見された各種澄物は, 103点を

越えるが ,先す ,遺体について述べよう。

発堀中明確に認められた遺体は,その頭部

を,奥壁に近 く,中央よりも右側に偏して ,

正確には,奥壁より約90Chの個所に頭部が ,

右側墜より約60cmの 1岡 li lに体部がおかれ ,側

壁と併行に,伸民葬谷れたもので ,束枕の持」

をとつている (第 5固版右_ヒ )。 遺骨は,多 く

宿朽治失していたが,下額の一部,歯 ,上 Fllg

骨 ,大腿骨,艇骨,及びlllI骨などが,部分的

にイ呆存されていた。その内,右_L膊骨及び右

大艦骨は,遺体と併行してその右方に置かれ

ていた三振の刀の下に,発見さオ1′た。その状

ひとから祭すれば,こ
'1.ら

の刀を抱 くようにと

て,被葬さテt′たものであろう。中島壽雄の研

究によluド ,すと年の男性である。ところが ,

その後における中島の研究によつて,小兄の

歯若千が,本遺骸の湾に接して存在 したこと

が牛」つた。稿成後の所見であつたため,詳 し

くは,「附」を参照ёれたい。 遺体に附局し

たものと考えられる遺物は,他に,認められ

なかつたが ,頭部つヽ ら奥壁 にかけての一面

に,黒色の上製丸玉及び,致璃製小玉が数十

佃粉世と心れている。確実に,遺骸の存在を示

したのは,この一体のみであつたが,これと

時′r同 じ位篭の左,11■に近64Uで ,'吾'粉で ,よ

ないかと想像される白色の粉状物質がやや廣

範囲に認められたことは,注意されなければ

ならない。これに関しては,後に,中島壽雄

による見解カミ,速べ られることになつている

ので,今は単に,その可能性のみを指適する
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にとどめたい。衛先の遺体が,も と木棺に牧

められてからのち,安置された ものかどうか

については,不 明 というほかないが,大形

の鉄釘の出上が ,すべて,遺体左方のみから

であることが,その可能性を鳶 くするのでは

ないかを,一言 しておく。

(ハ)に は,略力同じように,蓋」S多数 C高

テ不・ 重・ 腺などが ,発見されている。

刀はすべ即 1壁に0「行し,尖先を羨道方四

―西方にむけて発見された。左側 ,右側とも

に 3口 づつ置かれているが,右側では, 3日

が束なられた状態で,発見本れた。

馬具類の内,ア プミは,(ィ )の個所の大高

杯の脚下及び (ハ )の個所の琴J不の上などで ,

発見された。轡 tよ三隻とも,(口 )の個所及び

-50ι
“
I

第 9 図  石室内発見四ツ重高イ出土状況   (Fig.9)

土器類は,大きく,三ケ所に分置されてい

る。即ち(イ )片袖隅 =ヽ玄生の西北隅 (第 5国

版上払1),(淳 )妄道から入つて門 もないイ固F'〒

(第 5固阪中/r‐ ),(ハ )サと壁に接 してその中央

附近 (第 5回版下左),の三ケ「)Fで ,(イ )に

は,四つthtattlTh(第 9岡)点そのイ也,(口 )

その附近で,見出ёれた。鞍金具と考えられ

る類は,(ハ )の北側から発見されている。

鉄鏃は,玄室中央辺よりやや奥壁に近い個

所力ヽ ら,南東隅にかけて,散在的に,ま た遺

体の足部附近からも,出土 している。

鉄斧は,同 じく遺体の足端辺と推定される

個所から,検出ёれた。

その他については,出土状況実測国に附 した

番;に基 く,下記表を参照心れたい。
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第 10図 後円部横穴式石室内遺物出土状況
(Fig.10)
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

薫鋒

互良…………………………・(湖 )

i葛〕下………………………(」 1)

四つ三高」下…(湖 X上 )

点…… ……Ⅲ… …。(硼 )

薫 …………………(Ji)

鉄釘

クツフ

ユ不 (科つ ∴……………(配 )

ノミ

鉄片

鉄斧

鉄鏃 (千 )

鉄鏃 (千 )

鉄釘

土師器片

刀子

匹骨及び俳骨

クツフ

刀子

鉄片

右大腿骨

刀

左大腿骨

刀

上膊骨右

上膊骨左

刀

下顎骨一部

骨片

鉄釘

鉄鏃 (尖 )

鉄片

鉄鏃 (尖 )

鉄片

鉄鏃 (千)(尖 )
土製丸玉

C9



物遺の見愛

前師におい て`見たような/Vi態で,各種遺物

が発見されたが,令一應下表のように,分類

した。その殆 どが,後円部石室玄tit内に発見

さテlた ことtよ ,言 うとでもない。又その特に

憩常差遺物と 1ンて,式器類及び馬具類を率げ

ることが出来る。以下 ,その個 に々ついて ,

簡単な論 |り ]を ,州1え ることとする
^

器 類 (イ )ご丘洵Fイ器

(口 )五兄葛

`〕

亀二Lヱ洋

B 玉 (イ )及珀製小玉
(口 )上製九玉

C武 器 類 (´r)鉄 鉄
(口 )ガ  子

(ハ)刀

1)馬 具 類

表 面 に格 子 日 の 叩 き史 様 を,有つてい

る。

イt丘束釈1の文Htt1/Cお いて,発見心れた上器

類は,これまた ,小破片で,その多くが,上

師器 に馬するもの, と考えらオtるが,中に
は,後述する封土中発見の或る類【,類似 と́

て,あ るいは,輛生式上器後↓Jlの ものうヽと考

えじめるものが,含ま,1′ている。

これらの,表¬i探集のよ器類が,果 して ,

本墳と,直接の関係を,有するものか ,否か

tよ ,秤:断の限りではない。

(口 )封 」二内発見 I吊。(第11岡)こ の中
には,も とぅ封土上に,置かれてあつたが ,

茂月の経過と共に,火第に,そ の_とに被上が

行われ ,奏掘時には,ユ i軒1か ら出上した類 も

あると考えられるが,区刊し難い場合もある

ので ,7rlE宜上 本〕貢では,封上内発見の一切
の上器類を含む。

先す,後門部石空の天丼石を,露呈する作

業の折,出土 tィ た類の内で,(H)は ,完全
復泳出来なかつたが,中形の大きさの算であ

る。薄手の製作で,届から
'同

H:にかけて ,

吹き出し軸が認められ,内面 一面に,青 海

波 が見られる。 図示 した底は,同一個体の

それと,考えられるが,やや,上げ底風に ,

ヤ学らヤtて ヽヽる。第おこ帯説ま, 3αttcと
'。
(A)とま,

責秘色を,呈する土師器で,壁内に,やや ,

砂粒を,合む。(B)は ,爾生式の後期に,局

するものかとも,考 え られる童 形 の破 片
で,土質。燒成共によく,淡裾色を示す。

(D)は ,三乃至甕の台部の披片 ,日音制色氣味

の生。そのはか,無女 ,明皐
'も

色1で ,日縁に近

い部分の,士師品小片がある。また,図示し

(イ )ア プミ

(口 )ク ツワ

(ハ )雲  珠
(二 ):方形命具

(ホ )茸賓

(へ )鋲

E 農ェ具類 (4)鉄
(口 )ノ

Fそ の イ也 (1)鉄 釘
(口 )その他

【A】 土 器 類。    地表面,当土中 ,
石室天丼石上,石室rkd,の各庭から,多 くの

主器類が,見出巷れた。

(1)表 面 探 集 品。先す ,填丘上及び墳
丘下における表 両探 集 によつて,得 られた

土器は,何れも,小破片であるため,原形を

推匁.し難いが,可成り大形の主 形又は甕 ///

の硼 吉る式 i器に属す,と考えられる胴部破
片で ,厚きは大休 ユ0い育t後 ,内 に 青 洵波 ,
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てないが,あ るい19,ハ ニフかとも,考えら

れる,部厚な友責色の小破片がある。内面は

凸凹甚しく,表面′よ磨損と′て,粗面を塁して

ヽヽる。

天丼石に接して,発見された類は,すべて

褐色素燒の上器で,形態の一部が真幸 うじて ,

分明するものは,第■図 (C)及び (E).で

ある。 (C)は ,高杯 口縁部の小破片,(約
島

片)で ,明梱色を呈 し,ヘ ラ磨きの痕を,僅

このような,口縁形態を持つ,爾生式土器は

植に類例を求めることが出茶る。他に,赤初

色～淡棚色/1」至黄梱色の小破片が,6片程あ
るが,内外に昂1毛目を持つ一片を除いて,す

べて無支であり,その形態も,不 明である
が,その上質。携成は,前二者に,よ く類似

していることが,注意心れる。以上の,天丼

石上発見の上器片その他はン確実なことは,

|ヽ
へないが,先に述ゞた表面探集品の内の或
る|の と共に,爾 生式 に属するもので,そ
の本茶の遺跡弛が,偶然,本古墳の封上に ,

第 11図    石室外発見上器類 (Fig。 11)

かに残す。上賢はI比較的良好であるが,今
雁蒻である。折山した口縁と,それに千行と″

て走る沈線は先に見た くB)と 同じ趣で爾生

式上器後期頃の,例えば,美作國勝田郡豊田

,久与御噂
野住居趾出土の高I耗,類似の特

徴を,示 している。(E)は ,塞の口稼部と,

考えられる,淡裾色の小破片である。土質 `

燒成は,上師器というよりも,む しろ,爾生

式土器に類似し,良 質である。使用された

見ることは,出茶ないであろうか。何れもが

小破片の,枚在的出上であることも,意識的

な埋蔵を,否定する可能性を示している。

前方部前面の排上の際,出上し/c(G)現
は,友色,堅級な硼部式土器口縁部破片で ,

吹き出し軸が,かすかに認められる。全形は

牛Jら ないが,やや大形あ重であらたろう。他

に,その附近から,硯部式の小破片が,4片
出上▼
ている。何れ も青★波を内面に有し,

厚さ7～ 9cm。

後門部とのくびれ部附近から発見された

ウ
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刷部式上器の中,(J)とよ,青 友 色の,車の

口縁部牛欠品で,顕部にかけて,櫛目文が三

段に施されている。(1)は ,極めて大形の ,

短かい顕を持つ,重である。友青色で,表画

に,叩き文が見られる。附近から,TLllに ,十

数片の llll部 式土器片が,見出ёれたが何れ

も,表面に格子日,内面に青 海 波 の叩き目

を持つ。これらは前 二 者 と同一個体に属す

るものと考えられるが接合不可能であつた。

(ハ)石室内

出土品。後円

部石室床_二約

10必にmの イ固

所から,堆積

土除去作業の

折 ,出土 l´ た

土師器小片 4

ケの内,やや

形体の判るも

のが,第11図

の (F)でぁ

る。何れも,

赤招色を呈し,

16・ 3cnl, 日径 10cm。 他の 2個の土師器も

重で (第12日 Aと Ct),比較的薄い器壁を持

ち,刷毛目を険いては,無 文 である。何れ

も丸い器体に,短かい顕を持つ。現在,表面

が大部分祭J脆しているため

' 
黄褐色を呈し

ているが ,も と,褐色の,或る程度千滑な商

を有つていたことが,考えられる。 (C)の

上面観は,やや ,シ ンメトリーを久く。

就部式土器の内,最 も多量に,出上したも

は,〕下の類であるが(第13図 ),き ちんと,訴

鰹基差麹色宝=室無OCTR

小形の身 に通
横穴式石室内発見土師器  (Fig。 12) 

常 の君干を ,被

せたものや,苦が二枚重なつて,出土したも

の等がある (第 5図版)。  通 して これらを

見れば,形態の上には,殆ど変化はな く,色

も,通常の硼部式上器と同様に,青鼠色～友

褐色AT_至る varietyを有ち,坪には,例外

なく,田 部に,卦受けが作られている。災す

べて,その成形に,コ クロを使用した痕跡が

認められる。】不 (身)口径12～ 13ぼn,帝口径

13～ 15cinを測る。このように,全 くの通有の

品であるが,こ とに,特筆しなけ/Lばならな

いのは,大部分の計ll(10回 )の 中に,発掘
7

当Π寺まで ,残存した物質についてである (第

6図坂)。 (穆 )に は,底面―特に,2～ 3

が ,被 さつて

いる,Fy郁諸

↓不と称するも

のと,蓋のみ

え は 身 の み

が ,単鶴に用

いられた と思

われる類 とが

ある。叉 ,中

には,非常に

第 12図

無女であることは ,い うまで

もない。

明らかに,石室内に安置巷れた副葬品とし

ての上器は,既に見たように,数十個体に及

パ多数であるが,その内,4個の土師器を除
いては ,すべて戯部式上器に属する。

土師器の 1個は,脚の短 く太い,赤褐色無

女の高ユドで(第12劉 B),土質は,砂粒を合有

し,あ なり,良質でない。高ё8・2c n,日径

11・ 5cm。 4ツ 組土器の最上部に,のつてい

た靖 lk(第15図 中央)丸い器体に,外開き直

日の日縁をつけ/c,黄褐色1無文の上器でぅた

だ表面に`わすかに刷毛目が認められる。高
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～ 責 紹 色

を ,滞びて

いる。災 ,

器 の 側 壁

面には ,光

澤ある初色

の ニス状の

物質 (そ の

一部は象U腕

している)

が ,極めて

薄 く附着 し

ている予ネ内

面には ,附

着物は認め

られないが

ウケ (通常

は ,いわゆ

るウケが作

り出ёれて

いる方を ;

身 と,呼び

‐ウ//~そ の も

のを ,譜 ウ

mm程の,粒度程めて微小な上が tち りその表而

にチヨコレート色の,著るしい光母ある物質

の,薄い居が,蔽つている。しかし,その居

は,底全体には,僚がつて居 らす,周辺の一

部に若いて,細土と接するあたりは,茶紀色

ュn以下の,極めてそ敗/よ 粒ヽ度の,上があり,そ

の表面は,光澤ある淡初色ゐ物質,側可には

その淡桐色の物質と連続 lノた,禍色ニス状の

物質の薄い被覆が,認 められること,(42)

と同じである。ユキには,身と接する吉I分に ,

禍色の不基燃

な,線状が ,

見ら4bる 。

(46)に11ま , 底

中央辺に,黄

褐色の魚骨の

残存し7cも の

が,細上の薄

い堆積 (厚 さ

÷
mm位)_L

に,附着して

認められる。

魚骨の種の決

定は,困難で

あるが,肉限

では,仲力認

め難い程の ,

小さな否椎骨

そのイ也から,

恐らく,103m

N  に浦たない ,
ぐ98' 

小硬骨魚類で

あつたろうこ

と3)  
とが ,想像さ

れる(第 6図版上段)。 (86)は ,底中央辺に

おける厚さ約1。 3cm程の,これまた水欲心れ

たような,粒度微小な責白色を呈する上が ,

堆積。その表面に,部分的に,友褐色の薄片

状物質が,認められるほか,間際7df縫つて,

入りこんだ,車の細根の再朽と′たものが,認

G
こ490r)

第 19図   石室肉発見祝部式上器 1   (Fig.

ケと,務ミしているが,それを,逆に使用して

いる場合,貫質上の計 ,(実は形状は身)に ,

ヮヶ拘ミ,っぃてぃるとヽヽ うこ とに な る① 以

下,区別して,後者を尊にウケと呼ボ)の部

分には,極 く薄 く,ニ ス状物質の附着が見

られる。(95)は ,底両中央附近に,厚さ0`5m

題

４３

l

Ｏ
υ
７
，



められるjヤ はヽ,何葛iの附渚痕もない。(87)

は,(86)に類似の土の耳[積を示し,底中央辺
Ⅲにて,厚さ 1・ 5～Ⅲ7ci14を 算える。その周邊

部―器の側,ITに接する部分には,禍色の物質

が,薄 く認められる。女 ,llt積上の,界 々中

央邊に,淡チヨコレート色の物質が,黄白色

の上との自然の移行において,可成り厚 く,

存在する。請の外面に,同様なチヨコレート

色の物質が,一部分に,lCm近 くの淳さを

たない小土塊が,附着している。誘の内面は

く95)のそれと同様。(48),底画の牛部程に,

は粒度微小な土が,径 lmm以下わ小粒状に

固つて,僅かに,堆積している。その中に ,

青友色を呈する 5mm程 の物質 2夕が,発
見されている。諾にはっ附着物全くなし。

(47)も ,内蔵牟部に,(48)と同様に,細土粒

く大は6mm位から小は2mm以下)の堆積が
一部では,口縁に達するとで,認められる。

蓋には,附着物なし。(44)底中央における厚

心1・ 5cm程の細上の堆積が,見 られるが,(86)

のように,堆積物表面査で一様の細上をなさ

D
(2)｀

I・ .・ ..     Iェ。cれ

第 14図   横察式石室内発見祝部事土器 2   (Fig。 14)

持つて附着しているにか,略々外而企f・kに ,

黄友色～淡出色の物質の,極 く薄い附着が ,

認められる。帝の内面には,黄白色の上の

附着が!見 られる。(96)には,身の内再f一面

に,責棚色～黄白色の細主決の物質が,極 く

薄く,附着している。日縁部附近では,それ

が,淡禍色を呈し,(42)(95)におけるニス

状物質と,類似した感じを,示 している。底

面の前記細土居表蔵「には,友色のlcmに満

す,表両は,(48)(47)で見たような,微粒塊

と,なつている。側珀fか ら,日縁の一部にか

けて,淡褐色のエス状物質の薄唐が,附着し

ている。訴は,附着物なし。 (43)は ,(47)

と同様で,薄い黄白色細土居が,底一杯にか

り,その上頭i牛部程に,微粒塊 (径 3 nlm以

下)が ,僅 いに堆積 iンている。以_L10個 の諸

I不の内部に,保存ёれた物質についての,分

析は,元素分桝の操作に,よ らなければなら

す,従つて,そ の機会に悪まれない今日,

(43)の魚骨以タトには,具体的な内容物の名

称を,指適することは,出茶ない。又,先に
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も,一寸指適して置ぃたように,いわゆる諸

ウクのある】不と,よ ばれているものが,必す

しも,身≧してのみ, 用 モヽ られたわけでな

く,本古墳発見の蒜JTh10個の内,51固まで,

それが ,謝 として用いられていたように,そ

少しづつ,形態を異にする。大高lTh直_kめ 1

個の重は (第 15図左下),口 縁特を有する,大

きな外開きの頭を,有つている。部分前に ,

吹出し軸の附着が認められ,顎 部 に,幾童
もの波状女,胴下部に格子目叩き文がある。

青鼠色の,叩けば,金属音を発する良品であ

ると第14図 (1)は ,丸 目の胴に,短かい顕

を,Il‐Iした重で,叩いて金属音を発せす,禍

葬 15図    償穴式石室内発見四ツ重出土器   (Fiと ,15)

の使用に際して,臓重な規約などなく,どち

らにでも,用いられていたようである°

第13図 (G)は ,(N)と 同じく,′ jヽ
"の
郷

で,内面友白色,タト面友和色,無文。

重形の祠部式士器は,計 3個で,それぞれ

色を呈 1/胴下牛部に,格子目H「き文が ,附さ

れている。第14図 (H)は ,胴下牛から底に

かけて,ぐ つと張つた,無文の重で ,鈍重な

感じを,持つている。と質は,他 と比べて悪

く,多 くの砂 粒 を,壁 中に,合んでいる。

発掘時 , 胴 _L部 査で,上 が, 充填してい

た。

千たい胴部に,極めて短かい顕を有つ重が
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2個出上しているが ,内 11固 (第14図 F)は

淡次禍色,無文の上器で,一見柔らかな感を

持たせる燒成である。金属音を発 l´ ない。発

掘時 ,約 2cmの厚さで,上が堆積とンていたo

他の 1個 (第14図 E)も ,燒成良好 ,部分的

に梱色を呈するが,全体としては,鼠色の無

支の上器です叩いて,金騒音を発 しない。

玄室中の袖 部に発見された高不 (第15図

右)′よ,稀に見る大きなもので ,そ

の高心56cmに ,径38cmに及ボ優品

である。大きさに,比例 して,器壁

も厚 く,そのJfX部の上牛部には,沈

線文や,波状文件が,続らされ,下

牟部には,叩子目Hpき 文が附せられ

ている。 脚部には,8ッ の文様中

が,続 らされ,各文様斡には,それ

ぞれ ,円又は長方形 ,或いは三角形

⑥o⑥◎⑥
ぃΦ⑮齢輔

⑪⑨◎

8
とを ,知 るのみである。

琵Rは ,大′]ヽはあるが ,略 力同形同巧のもの

が ,4個 出土モンている。何れ も,青鼠色を呈

1フて ,叩けば ,金属音を ,発する。その文様

も,また,略力同じで,/8~部及び顎上部に附

せられている。(60)は ,発見時,内面肩部附

近まで,上が充満していた。

提境は,1個出上した (第14図 C)。 器体

が九味を祥び,届部に附せ られ

た耳は環状をなし,(内 ,片方

の耳欠失)通常の品で、らる。青

鼠色を呈し,一部に,吹出 lッ釉

が ,認められる。

衛 ,前方部石室発見の杯も,

(第13図 CeD)凱述のそれと差

異のないことは,云 うまでもな

いが,その発見状態において ,
窮16図 玉類  (Fig.16)

の透孔が,等間隔で,4ヶ所に,作 られてい

る。 色は,)ィ部及び脚上部は,青鼠色で,
Ikl下部に至るに徒い,青自色に変つてゆく。

叩いて金属音を発する。筑前王壕装飾古填封

土内発見の「祠部式台付重残餃」は,その脚

の,やや短い点を除いて,色 々な点で,本高

雰に,類似しており,あ るいは,少 くとも,

その l fElは ,三でなく,高 l下であつたのでは

あるないかとも,考えられるほどである。さ

てこの大高不の上に,次々と,3個の土器 ,

(祠部式重,朋部式電泉,土師器オの順序)を

積み重なた状態で,出上したことは,先 lT_,

やや詳しく″述べた所であるが,このような

組み合せを保存した 出上の状況は,我が國

上代の吉填に関す2限 り,v寡聞にして,聞 く

所がなく,僅かに,朝鮮慶衛北道星州郡星山

洞第一そ古墳・ 第二号墳その他にF。・・いて,高

予不の_とに重が,来つた状態が,注意ёれたと

その中に何物かを容れたとは考えられず,む

しろ,何物かの上に,それをもつて,輩をし

たという具合であることが ,興味を引く。

【B湧  玉  類。

坂璃製小玉及び上製練玉のみであるが,何

れも,後円部石室内において発見された。

攻璃製小玉は く第16図上), すべて,偏千

な円形を呈 1/,その最大なるもの径 5mm,

厚2・5mm,最刈ヽなるもの径 3mm,厚 105mm

を,算える著通の類である。その色彩によつ

て,分ければ,青箋11,淡青色6)線●2,

褐色 3,と なる。合計r22ヶ の出上を見た。

土製練玉は,(第16図下)す べて,粘土作
りの九玉で,表可が黒い類である。 大きさ
は,個 に々あつて,若千異るが,その径は,

ほぼ7mm, 前後である。合計46ケ及び若千
の残片。
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【C】  武 器 類。
(イ ),鉄鉄。 発見された鉄鉄は,すべて
有菫式に局するが,なお,糞の比較的短い割

に身の大きく幅庚く薄い式,所謂T根式と,

亀と嘉基畿』踵と章=基===ユ と0こ YR

第 1 7 阿   棋穴式石室内発見飲3族 1

L麹 益 基 弱 監 」OvlL

章の民やヽ割に身の小さくなる式,所謂尖恨式

とに,2別 ёれる。

前者は,約 Scm前後 の短い章を有し,協

扶 りのある爾双の判tたい形式が大部分である

(Fig。 17)

概めて長大な類で中央附近にお

いて,一たん狭なつて,また開

いてゆき,腸快 りに至るといつ

た形式を持つ。 (第 17図E及び

G)において典 形 的 に見 られ

る。 (1)全体の形状は,(I)

に似ているが,腸扶 りが ない

ことが, キ子徴占勺である。 (第 17

図F)の みで lrDる 。(1)長 さに

ないて,前二若よりもずつと短

く,従つて,すんぐりと中庚で

あることを,特徴とする。しか

し,(I)に 近いもの,次の

(Ⅵ )に近いものもあつて,そ の

粕゙

第 1 8 図   棋忠式石室内発見飲霊族 2

が ,そ の身の形状にないては,ノ ミ形 (17図

A)の ものがある等若千の varietyを認める
こ|が出茶る。 (1)身巾は,比較的細いが ,

一線を引くことは,お きない。 (第17

及び (第18図 A・ ■)な どが,こ の式

。(Ⅵ)前者を,夏に小形に 1ィた形で

(I｀ ig. 18)

間に ,

図D)

に属す
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特に腸tk・ りの民いことが日立つ。(第17図 C)

(V)(第 17図 B)で典形的に見られるよう
な細長な小形品である。

A
t341-

(Ⅵ )デ、だ 例‐●あるが,ノ ミ形を里し,双
部が,その先端に附せられている。 (第17図

A)暴ヵ完存滞1で ,現長12・ 3canを算える。

こヽⅢ.

(rig.19)

(14)に局 して発見さ

れた。これ らの殆ど

全部は,その菫の下

↑部に,(恐 らく竹

の)矢柄が,農存附

着 して矛り,ま たそ

の中の一部には ,そ

の本を,緊縛 した樹

皮状のものの残存が

認められる。菫の上

牛部の厚さは,身の

中央附近のそれと,

同じ厚さを保ち,そ

の断面は,短形を呈

しているが ,その下

牛部 ,即ち矢柄を挿第  1 9 図

A珍

入する部分に至るや,急に細 くな

り,Hる た方形を呈し,夏に,末端

部に向つて細 く且つ円形になつて

ゆく。その多くは,(第 18図 C)

において見られるように,束 tjxて

副葬されたものでとるが,中には

(第18図 AcB)の ように,尖根式
の鉄と,密着して発見されたもの

互いちがいに置かれたもの (68)

などがある。

後若は,数十本の,出 Jiを えた

が,すべて,剣形で,腸扶 りのな

い身を,有する式である。 (第19

図)密着して束になつて,発見さ

れた場合 (第 7図版)と ,卓獨に

4El々が発見された場合とが,あ る

Ｂ

十ヽ

(Fig.20)

7S
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日
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融

疹

↓

‐！織

▼

臨

中
鰺
鉄  G及  2

第 20図 鉄 製 刀 子



が単獨出 |どの場令でも,近接 1て敗木が,発

兄ёオtているから,恐らく,数卜文:こ〔数可・本

(1最も多いのは(59)の 48本束)を束なて,扁1

葬したものであろう。文,それ等が,も と,

央柄に挿入されておつたことも,董の下牛部

に残存する,恐らく竹と思わテtる木質つ附着

及び,一部に兄られるその本に谷きつけられ

た樹皮状の物質の唆存によつて,確 認 され

る。童の構造は,その細長な点を除いては ,

前者即ち千根式の大形鉄の場合と,略々同巧

である。全長は,最 も長いもので ,18cm,段

短なもので ,14じ Inを算定た。

(口 )刀 子。 何れも鹿角製の橘を,備

史́たノ
'子

が ,4口 出土した。 (第20図及び第

7図版)(A)を 除いて,双尖が,破損 して

いるが ,大′1ヽ不同であることは,明 らかであ

る。相の神が,完存と/ているものは,皆無‐●

あるが,その附着残存する鹿角及び木質々ヽら

して,相は,先づ鉄菫を本で挿み,そ の上に

屁角を被覆と́て作製されたものである。現在

残つている麗角表面には,何等の加工乃至装

飾女 も認められない。 (D)は華 うじて,鹿

角製石が認 tされ うる程度であるに加えて ,

双突及び糞下端を欠殉iして、、る。現在長10・ 2

Cm。 (C)も 数失が ,欠損 1ャ て 1ヽヽ るが,現荘

長 10cni。 醒角の肌葛化のあとに,木質がよく

残律し,持への具合を恰好に示 1フ ている。鹿

角の比較的よく残停lィ ている部分の断Чを図

示したが,復居ギして考へれば ,可成り丸みを

袢びた,1澄 lq形となるであろう。 (1】 )は双

部頂端が,欠損しているlrRか ,柄の部分等も

しつかりと原 形を残 1ィている。現在長10,8

cmの ,最小形と控定される評1で あ る。柄

の籍力中央における断面は,図示の通りH待カ

円形に近い。 (A)最ち長大なもので,全長

葬

餌

図
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16じ in,匁封
`lt9・

5clnを箪える党形品である。

今,本質部の存否は不明であるが,鉄の童の

上に,何物いを斜谷した痕が,鉄銹化された

政女残つていることが ,特に注意される。柄

と双との境界が,斜行しているのも
`こ
の一

例に見られるだけである。柄の一部において

の断面は,丸味を中びた4造円であることを示

している。

(ハ)直刀。 (第21図)鉄製の刀六「1は ,

作」,化 も正こガイ●声>る が , ラ(/卜不同で , メジ
'2日

中刃 2ェ 1,′トフ
'2口
と分けることができる。

前節でその出上状況を見たように,左右繭壁

に分れて,そヤしぞれ大 ,中 ,小の三本が ,萬 1

5F・されていた。 (第 5図版 )。
,

すべて,銹化が著しく進行しているため ,

牛」然としないが,折団その他一部79hら 見て ,

千 造 と称 される刀身形を有ち,その力背の

構造 も,いわゆる角背の手法によつているこ

とが考えられ ,中には,菫の持の部分を可成

りよく残 しているもの拘ミある。鞘は,すべて

木翰であつたものの究1く ,(E)を 除いて ,

その本片が錆着して残存しているQ(D)は ,

全長103・ 5cm(3尺 4寸張)の大刀で,菫の
二部及σ身の一部に,木片の鈴着が認められ

るほか,持は不明である.(E)は ,童の持

を部分的に残 している中形品とも称すべきも

(1))      (C)

全 長 10}Cm と身:築#
双 長 静Cm 徽鞣争
墨長長1認易)80o5  80,8

【D】  馬 具 類。
(イ ),鐙。 鉄板飾本心の壼鐘が二隻出土
した。その一つは,(第22照)筑前國嘉穂郡

の.即ち,章に被合された本部が,重の略カ

全再Tに二つて冗!られるほか,鞘 口に接する把

縁に,鹿角製の円形装具を残している。また

判!尻金具として,鉄製の簡単な式のものが発

見されているが,そ の一部に惨塗と考えられ

る布片が,農存附着していたことが,注意さ

れる。 (F)は ,鞘の本部の一部を刀身にと

どめているほか,捧は不明。 (C)は ,先の

(D)と laぼ同大同巧の大刃である。 (B)

は,最 もよく把の捧が残存している。衛 ,こ

れには輪尻の装具が ,残4していた。銀漆製

と考えられる見事な作 りであるが ,その末端

部の持は,治失している幻iく ,現在図示のよ

うに,その部に二本の鉄製の留め釘が,木痕

を0る着させたな嚢残つている。留め釘の存在

は,(E)の 鞘尻金具にも認められている。

把縁は,鉄 地 に薄い銀製外郭を持つた円筒

で ,把間は,これまた円筒状の銀板で被れて

いる。但し,把間の銀装具の内部の持は有朽

してみ明である。把頭の内部には,本質がよ

く保存されている。 (A)は小形の屁角装刀

で,通有のものと異らす ,直弧女その他の支

様は見られない。

以上六口の直刀それぞれの人いさを,下表

に示す。

(E)
70・ Oc41■

23・ 2寸

59・ 7cl■l

19・ 7下|

85o3

(B)
°
  65・ 5cin
21・ C寸

54・ 8cm
18・ 2司^

83っ 7

(A)        (F)
36・ 8cla1      30・ Ocm
12・ 1寸   9・ 9寸
28・ 03114      22・ 5c・

n

9・ 25ヽ,     7・ 4下予

76・ 2        75,0

手
妖獲
脅
古墳出土品と,規缶」を略々同じくす

る類で,本部をはじめ,腐朽欠損し/c部分が

可成り存するが,その大いさ7形状の大体は

80
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第 2 2 図 篠ズ式石室発見 アブミ 1 (Fig。 22)

認知することができる。先

づ銭は,細長い作りの兵庫

鎖で ,王妖のそれが 5個の

組合せであるに対し,三個

の組み唸せで,同 じく長大

な餃呉に,接する。雨側及

び底部共に,本で作られ ,

その縁飾 りとして,2例の

鋲で留めた金具を,綻 らし

買に前面の合せ目にも,同

様な鋲留金具を使用 し/cも

のである。飾金具の内面や

鋲尖の周邊には,本片が残

存 している。その形状は ,

前面において背 lD高い 2等

辺 3角形横面において ;直
第 23図

81

同  アプ ミ 2 (Fig.23)



角三角
'レ

に近＼!ヽ。残存モンている部分から見れ

ば,杏込みの刊
`分

は,千面をなしていたと考

えられる。銭と接する部分は,飾金具が,急

に丸 く太 くなり,輪を作つている。衡 ,紋板

にも,鋲が打ち込政れていることはいう土で

力 Fpr

第 24図   ク ツ 17(8)

と等しいが,その大いёや,飾金具等,幾分

異つた点がある。農存している縁取りの飾金

具は,横俣1のそれに限 られているため,確然

としないが,前者 lrc比 して,はるかに短少で ,

その留後も一列且つその間隔も尭いことが指

摘ёれる。丈,横側の飾金具が底の縁金具と

接する部分Iよ ,3角形状に尖つてぃる。

(口 ), 轡。 (第24図 o第25図 o第

26図及び第 7図版)鉄製の轡が 3個出上した

が,内 2個は通常の類で,他の 11固は鏡板付

のものである。前 2個な略々同じ作りである

が,引手の構造激び鍍に矛いて,若子の差異

もない。

イ也の一つは,(第23凶 )底部及び前面つぎ

合せの金具,紋板などすべて農存しないため

補た確然としないが ,鎖及び鋏具の作り,前

面形が,略々3角形を呈する点などは,前者

(Fig。 24)

を持つている。彼この具合は,こ者ともに同様

同人である。銭は,(19)(8)共 に兵庫銭で ,

(19)は 5佃 ,(8)は 121固で構成されてヽヽる。

え ,鎖が輪と結合する仕方 も爾者 は 異 り,

(19)は直接に,(8)は ,愉【作り出され

た愉状小突起を媒介とと′て,結合している。

引手の作りも,(19)の簡尊なるに比 して (8)

は,補力精巧に作られている。■,(8)に あ

つて引き手の作 りの内,重形の紐かけの輪の

部分において,左右同形
‐●ないことが注意さ

れると共に,一方の引き手Ω具が,鉄地の合

せよりの作りを思tよせる現形を示しているこ
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第 25国 「市1ク ツ フ (19) (Fig.25)

身g 2 6

とが指摘 され る。 あるいは ,

の金具に谷 きつけた物贅が ,

図   同 ク ツ ワ

これはこの部分

錆化附着してい

(74)     (Fig.26)

る状態とも考えられるが,今は不明ととフて置

く°(74)は ,(第26圏 )4煙及び引手は,前二



者と略・ 同々様 Gあ るが,鏡板が附せられてい

る点が ,他と異つてぃる。鏡板は鉄板 2枚を

合せ,更に薄い金鋼製の板を鉄鋲で留付した

E字形のもので ,出土当時も,その金鋼製の

大部分を保持してぃた。縁取 りの線に加えら

れた鋲は,銀被せなどの特別力H工はなёれて

おらす,鉄鋲である。

(ハ)雲  珠。   (第 27図 A・ Btc

及び第 7国版)3個 ともに,峯力同大同巧を

示している。何れヽ,径約 4～ 5cmの 円に ,

D
夕3のぬ)

第 2 7 図   横穴式石室内発見 雲 珠 1

に,内倶」に折れ曲つているが,皮革を抱常に

通した後 ,日釘を打ちこみ,その先端を曲げ

て,よ り堅固に固定し/cも のである。(B)とま

円の中央の大牛が欠損しているが,足及び目

釘は最もよく残つている。残存の目釘 3個の

胸P明 らかに中断欠捩 してぃる 1個を除いて

他の 2個の先端は,明 らかに内折して碁り,

その内折の個所と,抱特の折れ曲つている個

所とは,前者が,さ もち低 くなつているが,略

力同一線_とである。(C)は , 目釘の三本が
欠損してぃる点を除いて略力完存している。

今 ,その全体は著しく鈴化しているが,円 の

中央邊に,そ の錆化した部分の上に,木片の

4ツ の足が張 り出されている式のもので,錆

化は甚とンいo~般 にその円部の丸みは,さ し
て高くなく,む しろ他の例 f品に比べて,壱だ

低いようである。えの樺造の完存しているの

が少いが,若干の完存部の示す所では,中央

円に接する辺に,二本の細い鉄袢を並べ被せ

てお り,逼_つ ,その尖端は文単を抱えるよう

に内面に向つて折れ曲つている。鋲の役目を

する目釘は,それぞれの足の先端近くの中央

に 1本づつ存在する。その先端も,ほ朦直角

'CML(Fig.27)

園

ｔ珍

◇

若千σ)附着が認められる。(A)は ,足の一つ

の先靖,日釘二個が欠損しているほか,路々

完形を保つて居る。

家に第28図は,足が全部欠損しているが ,

形状大なる雲珠と,推定される。円形を鶯し

その中央に廣 く,前三者に比べて,高い盛り

上 りがある。鉄地に,金鋼板を貼つたもので

今,鋪化が甚とkrhが,金の部分も僅かに認め

られる。径約9・ 5cmで あるが,そ の周辺に ,

2～ 3anmの 厚さで,縁取り (本製か ?)が

続らされていたようである。周囲には,現在

6個所に,不整然な突起が認められ ,後を打

ちこんだ隊を超、はせる。但し,下面において
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その痕跡は,著しい銘化のため,認められな

い。衛,甚しく近接していないが ,コ附近から

方形金具が 5個散在して発見されている。

(千 )方形金具。 (雲珠足か ?)(第27図
D・E)計 5個見出・されている。その何れに
も,表画から内狽Jの周辺にかけて銀被せの装

飾が施され,ほイきその中央部に,留釘が打た

れている。内 5個は上述のように,大体 1個

所に近接して発見されたが,他の 1個は,鋤

鏃に混じてかけはなれて孤在

した。 雲珠の足金具かとも考

えられるが, 足谷きの抱稗金

具の附着 した跡は,認めるこ
とが出茶なかつた。馬具の附

属 品かと考えられる。

る。すべて,同一種に局するもので,長 さ
1・ 5cm,頭 部が九く作 り出されて,そめ径
1・ 35cmを致える。何れも,その径に木質が錆

着して残つている所から,本具に打ちこまれ

(Fig。 29)

攀 JC猟

第28図 芸珠 2 (Fig.28)

聰基塾轟写魅越 bCn

棟穴式石室内発見座金具付後異   (Fig。 30)

たものと考えられる。夏に,前記の座金具附

す齋具と近接して発見巷れている点から,これ

らが栂共に本鞍を構成していたものと推考さ

85

笏
第29図   鋲

(本)座 金具附¢変具3
(第30図 )戦と考ぇ

られる1交具が 2個接

近して発見された。

部分的に多少欠損し

ている湾ミ,漑して保

存 よく,略々完形を

呈する。固定用の2

本の突起に,本質の

附着 くその木 日は ,

突起長に千行してた

る)してぃるところ

から木製の鞍に,備

えられたものと推定

される。

(へ)鋲 。(第29図) 、  9 0 
図

奥壁に接して,ゃゃ,整然たる配列を示して

発見された類 (第 5図版左下)を 始めとし
て,総計2o個余 りの鉄製留鋲が,出上してい



れる。その附着手本質の木目

の走向は,横走と縦たとあ

るが,縦走すなわち童の長

軸峰千行している方が大部

分を占めている。
・

【E】 農ェ具頼。

(1)鉄斧。 (第 31図 及

び第 7図版)錨 化とンてい
るが, 保存 良好の完全品

で,袋部は曲げ合せ貫通さ

せる式のもので,双部に向
つて徐々に,巾庚くなる。

断面図に示したように,製

L国と
=当四趨 H=偽 臨 d ttery

第 31図 鉄 斧 (「ig,31)

作は可成 り部厚く,頑丈な

感を持つ,全長 1lCm,双

部巾4・3cm,袋部内径(長 )

2・ 5caklを測る。袋部に本質

が残存するところから,も

と着柄の麦査,冨J葬され
‐
/c

ものと考えられる。

(口 )の み形鉄製品。

(第調図及び第 7図版)一

見,刀 子状力した鉄製品

が,8個出上したが,以下

に述べるような理由から,

のみであつたろうと推察し

Ｂ

６６

¢
第 32図

ている。何れも,長約 14～ 17cm程の品で ,

側面には,双と考えられる部分を欠如してい

る。 (D)は ,そ の2みであるとの推測を典

型的に示している品で,全長 1462cmの完全

品,下端において,厚さ最も厚く5mm張 ,
中央邊にて4nin,ネ第に薄くなり,売端は ,

藝 5妍

み    (Fig。 32)

図示の如 く,銃利な取となつている。この双

の部分は,一方rc幾分のそりを有つている。

衰た,下端から,6cmの個所を境界として ,

その表面に錆着する木質で,その木目の走ロ
において,明 らかに相異を示している6即ち

下部′よ長軸に直角に,上部は長軸に大体千行

惣
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|'c

して走つている。木柄と木軸を附したもので

あることが想象される。これに最もよく類似

を示す品は,(C)(D)で ,特に (D)は ,尖

端が双部をなし,且つ,その部分が,∵片に

そりを有つていることなど,殆 ど,(B)に変

るところはない。 (C)の双部は,錆化甚し

いため,今 ,明 らかにし得ないが,全体の作

りとま(E)に同じである。 (B)は ,やや大

形で,本質の附着が殆ど見られす,尖端も,

錆化のため,双部

をなしているかど

うか,確かめるこ

とが出茶ないが ,

その作りが投力と

巾換 く,薄 くなつ

てゆ く点など,前

二者と,同様であ

る。(F)は ,尖端

欠損しているが ,

現長 15o4cmを 測

る。その製作は ,

凱記の類と全 く同

様であるが,捨の表面に,鋪着慶存する本質

部が,やや異り下部も上部も等しく,その本

目は長軸に直角にたり,その間にはつきりし

た境界は,今 ,認められない。特に上部に残

つている本質は,図示することが出茶る程の

厚さを持つて居り,頴微鏡橡査では,杉皮様

のものを容きつけたものかと考えられ 。買
に,略々中央邊に,長軸にやや斜行する本質

ゅ小部分が認められる。■のように長軸の路

々全面にわたつて直角発は略 直々角に近く,

木目の走向を有つ,.鋪着残存す る木
‐
質 は ,

(G)(■)(A)に認められる。これらの本質は

やや厚 く,そ して可成り巾庚く,農つており

最も庚い部分では,4 cmを 測る程である。

(A)は ,その木目が特に斜行している。何れ

も (F)と 同じように,杉皮様のもので被覆

されたなな,副葬されたものと想象される。
・
若千の部分で切断し,断面を検査したが ,す
/

べて凱記の類と同様 ,雨傾1には双部なく,売

端に向つて,狭 く,薄 くなつてゆ く製作を示

している。特に (▲ )の尖端は本質の被覆に

も拘らす,双部をなしている様が, うかがえ

■5,  i耳 (70菌 ) (〕甚〉

串 5c“

第 33図  鉄 (Fig.33)

る。

以上のように ,

各個では若千の差

異を示 しているが

何れも,側面に双

部のない点 ,そ の

内の数つかは明 ら

かに,光端部に双

部力有つている点

その部分が一片に

そつている点 ,何

れも,段たと巾換

く乳薄 くなつてゆ

くという製作上の共通性を持つている点,木

幹又は杉皮様のもので,被 覆 を行つている

点,中 には (B)(C)の ようtC,日釘かと

思はれるものが,認められる点,等たからし

て,のみとして使用された利器であると考え

てよいのではないかと思う。

【F】 その他。

(イ)鉄 釘。(第33図)計 七本が発見さ

れた。すべて,断面略力正酉角形を呈す菫を

有つている。先端の破損していない類から推

せば,銃く尖つていたことが判る。頭部は ,

多く鉄鋪化して添整形をなしているが,最も

原諺を保つと考えられる (F)に よれば,今

０
０



円頭をなしている。菫部には,僅かにそれと

分明する錨化した本質 (その本目は,長軸 lT‐

千行している)が ,附着残存している。路々

完存品である (G)において,全長 1395cm

茎中央の厚さlcmを算えるが,最長は,現存

長 14.4cmを算る (E)でぁる。すべて,大

形で,頑丈な鍛造品であり,可成りの部厚い

第  3 4 図   石室 内発見

呉 (鍍か ?)の残片が,遊離して発見された
はか,(D)の女Hき板状をなし,留 鋲 が 2列    1)
に打ちこなれている金具が,教歩所から尊獨   2)

3)
に検出された。留鋲の墓に,明 らかに木痕が

残つている所から,本製品にあてられた縁取   4)
♭金具であること珀ミ考えられる。

5)

附  記

「 はしがき」におぃて趣べたょうに,本発掘
報告及び以下の二つ の報 告において「結語」

乃至「 考察」は一切省略した。これは,同 じ

題名の書第 2締又は第 3冊において,他の多

くの調査古鎮の所見と共に,述べられるであ

ろう。

本材に打ち込まれたものと考えられるが ,果

して本格の存在を,これのみによつて,推察

出茶るかどうか ,論動の限りでない。

(口 )その他。  第34図の(B)(C)は ,

共にほぼ同様な形態を有つす滝具で,(B)とま鉄

鏃片が附着した翠ま発見さ津た。共に不完全

品である。他に同図の (▲ )に示した鉄製金

輸金異其の他    (Fig.34)

註

梅原末治 (日本の首毅墓 )58貢 1947年 O
梅原末治 CtttB書 )。

後藤守― (上野国佐波郡赤堀村 今井茶臼山古

逸憲)41Fミ   1933盗FO

緑山芭壌群については, 近 く神原英郎君の線

猫的な報告 がなされる予定である。

速物は豊田村公民館に収蔵されている。 尚 ,
倒唇址調査報告の刊行は, 目下その準購が進
められている。

所語後期殊生式上器に麗する類である。

小亦行雑 (黄泉戸喫 )°「考吉学集刊」第二冊

に食物供献に関 しての高見と業に,その実例
を列挙さ渭■て Vヽ る1949年。

(慶尚北道慶尚南道首墳調査報告 )「 占厳調
査報告」第一冊 1918年。

梅原末治 。小林行籐 (筑前国嘉穂郡王塚装飾

古鏡)「京都帝国大学交学部考占学研究報告」
第十五冊 1940年 o

B

③ ③ OO⑤ ◎ @

〇 〇 ◎ ⑤ Oo
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門 の山第 1号 墳発掘調査報告

【内  容】

位 置 。地形及び発掘当時の状態

鑽 丘 及 び 外 部 施 設

内  部  主  体

見    の     遅監   物

郎

雄

義

壽

藤

島

近

中
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位 置,地 形 及 び 設 掘 営 時 の 状 態

Л申奈備山塊の西端に近 く,】ヒ西方向へ向つ

て,舌状にのびる一小支脈は,通称 ,F日の山

と呼ばれている。その頂部にあたる極めて緩

傾斜の青状部には,小円牧を主とした約十基

程から成る小吉鎮群がある。我 が々 ,それに

封して,関の山吉Ц群と名付けたのは,既述

の通 りであるが,今此庭にその発掘調査の結

果を述ぺようとする間の曲第一号ザtは ,そ の

最も北西の端 ,台状部が,そ の下降傾斜度を

やや急に変化しはじめた部分に,位置してぃ

る。その部分の標高は,約 150m,■ 福`地区

の低地 との比高約50mを算える。

】ヒ西斜面に築かれているとは云え,その眺

望は,廣 く且つ優れ ,古墳誉造地としては ,

全 く恰好な位置を占めていると云つて,過言

はないであろう。(現在は松林が碗界の 多く

を送つているが)。  tt「ち,津山盆地西↑部を

H艮前に展開ёせ,作州最大の前方後円墳。円

墳を有つ二宮,院庄を指呼の間に望みヶ久】

更に苫田北東部の重塁たる中囲山LFkのバツク

ポーンを,蓬かに逮望する素晴しい位置であ

り,佐良山古填群中,最 も美しぃ眺望を持つ

ものの一つを占めている。その行政的な位置

は,津山市千揮向山二七七番地の十一で,そ

の所有者は,同千福の津高仲江氏である。

附近吉猿群については,第二章で概観した所

であるが,何れも相似た大き巷o高さを有つ

低小な小円墳で,その一部は破壊露呈してい

る部分の4態からして,後述する本古壌の内

部主体と同じ,所謂組合せ長方形箱形石棺を

その内部主体としていることが,想像される

点を一言して置 く。

本古墳は,上記のように下降斜傾度が ,ゃ

や急に大となりはじめた個所に,瞥造心漁′て

いる関係か,長年月の間に可成りの被上が堆

積し,必ずしも原形を充分に示していなかつ

た (このことは,女項にないてやや詳しく述

べるそ)。 のほか,調 査 開始時 ,茎 として墳

下北辺に,人頭大の河原石が ,若千散見され

たことが,やや注意を引ぃた程度であつた。

しかし,人力による意識舶な破壊乃至攪乱を

示すような痕跡は,全 く認めることは出来な

かつた。芸丘_Lには,着千の公と,矮小な進

木e下革とが密生し′,全 くの庭女古填が想像

されていた。 (第 8圃版)
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以上のような状態にあつた古填は,一見し

たところ,円墳のように考えられたが ,実決1
の結果は,第35国に見るような「芳墳」の墳

第 35 図    歯 壊

た。それが斜面に管造されているため,その

高心の算定を著 lン ト困難にしているが,第35

圃の断面国によつて,その状態を示したから

それによつて理解されたい。

墳 丘 猛 ぴ 外 部 施 設

形を示した。即ち大体に洛いて一辺の長さ約

10mの隅丸方形の千面形を,有つており,墳

頂1喜 ,約 5m四方に亘つて千担と浄つてい

い(

地形 測 量 図   (Fig.3め

このような吉墳の形態は,前項に一寸隅れ

たように,長年月の被土に基く変///の結果に

よるものであり,発揮の結果,我力が見出し

た葺石列の存在によつて,原形態は可成りに

91
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異つていたものであることが牛1明 した。被土

は,部分的に可成りその厚さを異にするが ,

南側及び西側に於いて最 も厚 く堆積し,約20

cm～ 40cmの厚心を示した。葺石は,既に発

掘前から墳頂・ 墳下の一部に,人 頭 大の河

原石が散見していたことから,注意を5!いて

異なり,野球のベースを想像させる五角形々

示す配置であつた。部分的に,可成りの瞼落

移動が認められたけれども,この五角形の配

置が,原形であることは疑う餘地のないとこ

ろである(第36国 )。 その五声務は各角とも

に均等な角度を持つ五角形ではなく,正方形

(Figt36)

に近い四角形の一辺が ,

張 り出して余分の角を作

つた五角形であつて,そ

の一邊が,本古墳にVO―い

ては西側に当つている。

従つて,全体として束

西に長 く,そ の長径約11

m,南北に短 く,その径

約 8mを測つ‐/c。 葺石は

溌落移動に基 く可成りの

変形が認められ ,その下

端及び上端を明確に決定

出茶難い部分が多いが ,

敦頂には全 く存在せす ,

約0・ 7m～約 1・ &nの中を

もつて,墳斜面に,昔状

にめく|ら されていた。文

その石材は,大な不揃いの河原石を主とする

ものであつたけれども保 ,存のよい部分を観

察してみれば,上ヒ較的整然と,密 /a配列を行

つたものであることが判 る。

それカミ墳丘との関係,石棺の関係傾斜角度

等々については第36凰を参照されたい。

第 3 6 図   葺石及石憎配置図ど

いたが,封上の南北に三つて, トレンチを入

れた結果 ,その存在を確認することができた

く第 9固版 )。 人頭大乃重その三倍程の大きさ

の,河原石を主とした石から成る葺石は ,
古墳周囲全体を囲続・ 配置されていたが ,鷺

いたことには,発揮前に見られた墳丘の形と

鷺

欅監ｇ町
0

ぃだ 置遼 ヂ
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PL。  9

■注illF

聯
崇斡蔦i曇

中左 北側, 中右 東側, 下左 西側と南側の交点, 下右 南側の一部

石棺配置状態  (手前)A棺 (右側)B棺 (人物の下)C棺

第 9 図 版   門の山第 1号墳石棺配置及び葺石露呈状況
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三個の内部主体は,すべて,墳頂において

発見された。何れも,組合せ式長方形箱形石

棺一 Cistの需1を とり,挙頂下,極めて浅い個

所に,設置されていた。設置陣置の相互間の

関係は,第36園及第 9園版上に示したように

中心都よりやや北側にあたる墳頂の束側に ,

南北を長軸とする大形のA石格が置かれ ,そ

れと路々併行に 約4m程はなれた同じ西側に

南北を長軸とする小形のC石棺が安置心れ ,

更に雨者間の】ヒ俣]に ,東西を主軸とする,中

形のB石棺が吼されるという具合で,恰 も,

候名のコの字のような配置を示している。先

づ各石棺の構造を,A・ Bo Cの l瞑序で,糧

記して見よう。

A石棺。 (第 37圃及び第10置版上段)三

つの石棺の内で,最 も大形である。その長軸

は,南北に (可ヒがやや束にふれている)員pち

封上心東側に併行して皆造されている。斎石

は,五枚の偏千な比較的大形の筈」石 ,及びそ

れに配するに,大小各種の数個の同様偏千な

割石を以つて構造されており,一部の自然的

な変形と考えられる個所 (例えば,中央の議

石は二枚に割れていた)を除いては,後世に

おける攪乱の痕跡は,認めることが出来ない

状態であつた。側壁は,大小七枚の板状の割

り石で ,構成されているが,前後壁は各力同

形の一/1kの石で作られ,東壁は二枚の比較的

大きな石に,一旗の小形の割り石を配して作

られ,西壁は二枚の割 り石から成つている。

その他,その外側の一面に,主 として板状で

あるが,雑燃μした割石が配置心れている。

これらの側壁の内,東西雨壁の北俣1にあたる

部分は,若千の変形を家つているようで,そ

の上部が室内の方向へ向つて,可成りの傾斜

で傾むいていた。これも恐らく築造後の長時

間にわたる自然の愛形と考えられた。発柄時

この内部にVよ ,流上が充満していたが,排土

の結果 ,底面に以下のような設備が施されて

いることが判つた。即ち,先づ底面に一重に

小秒利が登かれ (しかし,この小砂利な,底

面全面に及パことなく,南牟に主として,敷

きつめられ ,中央邊及び北牛の部分では,極

めて査ばらに置かれたに過ぎないが)更にそ

の上に,板状の不整影な割石が,置かれてい

た。これも,その南牛では比較調整然として

いることが注意され,遺体の埋葬方向を暗示

してぃた。石棺内から,はつきりした骨は勿

論のこと,副葬品の一片 も発見されなかつた

ことは,発掘の経過の項で ,述べた所である

が ,排土中,先に中宮第一号墳後田部横穴式

石室玄室内左側において,認められたような

粉状を呈 lンた白色の物質が ,南学部において

認められた。恐らく,遺骨の磯骸ではないか

と推定される。床石の上記の状態などからし

て,南にその頭部を向けて埋葬されたもので

あろう。衛,底面は千画を呈しておらず ,断

面国で牛Uる ように,可成 り不整然であること

が注意される。石室内面 lCおける長径約 2m

07cm,巾 は南邊に於いてやや廣 く約50cm,

中央附近で約 40cm,底石上から蓋石下面ま

での高さ30cm～ 40clrrを 測つた。衛 ,現好〔頂

から底画査での距離は,約60cm～約70,m前

後を算えた。

B石棺。 (第 38固及び第10図版中段)茎

軸を,東西に (束をやや】とにふつている)む

け,北側葺石に併行 1/て ,誉造されたこの石
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棺は,三者の内中形の大き巷である。話石は

四枚の板状の割石から成つているが,その上

部及び東倶」に若千のアトさな板状割石を配 して

いる。A石室に比べて,整然と原形を保つて

いるように見えたざ壁は六枚の暴た同大の板

状割石で縛成されているが

南北の雨恨↓壁に為いては ,

更に,小形の各1り 石が補壊

されている。東西雨壁が一

枚石であることは云 うまで

もない。壁の外周には,A

石室で見たと同様に,不整

形な割 り石が,不規則に置

かれていた。底面には砂利

が全面に二つて,一重に敷

きつめられていたほか,枕

石と推定される無句H工の石

が ,東側には,三個一組と

なつて,西側には一個だけ

が見出された。発掘時 ,こ

の石棺内にも土が充満とンて

いたが,特に,その上の中

に,小砂利が可成り合政れ

ていたことが ,注意された。

通 常 の流 上にしては愛で

あると思い,盗棚乃至攪乱

の形跡を示すものかとも疑

つてみたが ,上記の様な封土や,訴石の状態

からして,そ の痕跡を認めるには困難であつ

た。強いて想象を遅しくすれば,底面に敷い

た小砂利の餘来」の分を,謝石又は倶J壁間際に

配置した結果 ,流土と共に漸久落ち込んだも

のであろうかとも考えられるが,今は,疑問

のものとして置きたい。枕石と考えられるも

のが,束西雨端に,施設さELていることは ,

恐らく,岡 11県赤磐郡西山村庸臼山吉故で
'こ

J

たと同様 ,たがいちがいに,jT葬 された二体

の被葬者の存在を示すものであろう。石棺内

長径約1・60m前後 ,束邊における巾約40 cm,

西邊における巾約 30cm,底面から許石下面

B 帝宿 r―
Lと主とJ』 50cn

身零  3  8 図   B 石 棺   (Fig.38)

までの高さは,東邊において約15cm,西辺に

おいて約賜。3cllll,扶頂から底面までの距離

約4o～ 50cmを ,それぞれ測つた。

C石枇。 (第 39図及び第10図版下段)最

も小形の石棺でA石棺と併行して ,壌丘西側

に設けられたもので ,最も整然とした作 りを

有つている。訴石は 4枚の板状割石から成つ

ているが,内 1枚は,若千の小害J石 と共に ,
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三枚t/」林ィ討!電の|1電隙を収ある目的を以つ

て,その上部に置かれている。供1壁は ,

A・ B爾石棺≧峯々同じ構造で,6枚の割

り石及ひその周囲に配置した若千の小割

石によつて構成心れている。それらの状

態は,原形を殆ど完全に保存しているよ

うに推定心れる。底面には,A石棺でみ

たような板状害1石が,A石室よりも,は

るかに整然上置かれている。但し,その

板石の下部に,砂利の敷誤は認めらtb及

い。明確に枇石と推定されるものは,存

在していないが ,市辺【傘丈の各】石が数

1岡兄出▲れた。石棺漁の長径 l m25cHn

前後,巾 は約 35ca前後 ,底石面上から ,

蕃石下面までの,高され22cm,墳頂から

底石面ど章での距離約60cmをそれぞれ

測つた。

以_とのように,同一墳頂に設けられた

此等二つの石棺は,何れも,その形制が

相等しく,所講「箱形石権」の制を,と

つている。その納部においても,形の大

小,底面敷石の構造 ,枕石の存否などの

若千の相違を除いて,殆んど同一の蒔造

を示している。此等の内,何れの一構が

先づ最初に,項頂に築成されたかの問題

は

'最
も興味ある事柄の一つであるが ,

現在のところ,撃頂から最も低い個所に

その底面を作つているのが,A石室で,

又,最 も大形な構造を,持つものも,A
石室であるということを,手旨摘すること

が出茶るのみである。

C龍
J

-30cvL
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PL. lo

上左右 A棺 ,

第 10図 版

中左右 B棺,  下左右 C棺

門 の 山第 1号 墳発 見石 棺



物遺の見設

石棺の何れからも,副葬 1品の一片すら見出

されなかつたことは,先に逃べたところであ

る。これに対して盗1屈による遺物の治夫の結

果となす考え方は,前項にも一寸ぷれたよう

に,卦土 ,石棺の保存状況からして,賛成し

難いところで,むしろ副葬されたSI物が,長

年月の間に,自然自
^l沿

夫を途げたか,又は当

初から鉄製品のようなこは葬品を,置かなかつ

たかの結果と,僻 したほうが,安当と超、われ

る。この種の組合式箱形石権の多くが,殆 ど

遺物を出上してないことは,従茶からも注意

されていたところであつて,例えば ,筆者等

の調査にかかる岡山県赤磐郡 西 山村 安ケ由し

古墳においても, 完全庭女石枯で, ユつ ,

遺骨が,極めてよく保存されているにも拘 ら

ず ,副葬遺物を,何一つととンて認めることが

出茶なかつたなどの如 くである。ともつヽ く,

僅小な盛上でなあるが,可成り立派な葺石を

しかも五角影という珍らしい形に,酉E置した

この古墳で,しかも,盗掘の痕跡のないまま

に,三構からの出土遺物が皆無であつたこと

は,今後の研究を進める上に,充分考慮して

ょい事柄であると思われる。

さて,石常内の副葬品にБgしては,上述の

ようにいうべきことはないが,先に「発掘の

経過」の項で示したように,数ケ所から,土

師器又は輌生式土器と考えられる,禍色乃至

赤褐色の素燒の上器片が ,絵出心れている。

何れ も小破片で,全形を覗知することの出茶

るようなものは,全 く存在せす,わすかに西

北隅の葺石_とから,検出巷れた底部牛欠破片

を,図示することが出茶るのみである (第40

図 )。  それとよ,褐色を呈し砂粒を合み,甚 tノ

く磨滅し,粗面を見せているが,明 らかに中

央都К貫孔を有つ千底の器形(=甑 )を示 1/て

いる。土師器というより,む しろ弱生式土器

に,普通兄出さ静る類に近いことが ,考えら

れる。この種に酷似した土質 ,色を有つ破小

片は,他に 二 ,こ片封土中から発見されて

いる。他の数片は,明格色～責褐亀を呈し,

器壁 も薄 く,土質もやや砂粒の合有量が少 く

通常土師器と称されているものに,同定され

得るものであろう。しかし何分 ,極小破片で

あるため,確勁す ることは出茶ない。

-5,〃第 40図 土 器 片 (Fig。 40)
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五    章

祗園畝第1号及び第2号墳調査報告

【内    容】

位  置・ 墳丘及び調査当時の状態

石    室    の    繕    造

信 その 他 の 遺 物 発 見 の 状 況

遺  物   に  つ  い  て

雄
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位 置、墳 丘 及 び 調 査 営 時 の 状 態

中宮及び |・電ノ山古填群のある丘陵と相話し

て,皿川の西岸【嵯I唆山がそびえ,その H十攪

は,現布水凹になつている同河Ⅳ,の洲I積地に

到るまで,西から束へ下る緩やかな斜面をな

している。南北に長くこの絞斜iき「は,東西に

千行した数傑の谷によつて開林ё津,数條の

尾恨となつて束【延びているが,そのうち津

山市千蔵ので佐

部落に達してい

る一本の尾侠の

中頃lC,祗園畝

とH子 (ずブ化る,1待

に千坦な所があ

り,標題の二吉

墳は,そ の南斜

面にある (第 2

図)。  そのうち

束なるを 1;墳

それより西30度

ゴと方え 17in,且

つ2m程より高所にあるのを2ラ墳と呼ぶこ

とにする (第41図 )。 附近の標 高は凡そ 190

m〕 皿 ,II附近よりの比高は約90CaXで あり,

爾填のある斜面の傾斜は ■ で,附 近の地

類 は車本 及0小湛米のみ生じている未耕地

であつて,現在共有地となつている。祗園畝

の近隣には皿川西岸だけについても,西北方

300mの所に,著名心「三ツ塚」,南方600m位

の所に高尾δ古填群がある (第 2図 )。

(第41図 )の等高線(間隔は lm)の形によつ

ても,うかがえる如 く,2号鎮では填丘の形

第 4 1 図   地 形 測 量 図  (Fis,41)

態が明僚に残つており,現状で径 6～ 7m,

高さ ('0ヤ70cmの極めて低い小円墳である。

之に反して 1号墳では現状では墳丘の存在が

分明でなく,層囲よりこころもち小高くなつ

ているに過ぎない。附近斜面に岩軽の藤出す

る圭で,■壌の流失した所が履力見られると

ころから,こ れらの墳において流土の多かつ

たろうことも想

像できるが,特

に多量の封土を

盛つたものか否

かな,断定し難

く,む しろ石室

を築 くために ,

地表をうがつた

際の排上を盛り

上げ
‐
//‐だけに過

ぎないのでは ,

ないかと思われ

る。

本扶は何れも中宮及び門 ノ山古填発狙調査

曽時嚢でに,既に致次の盗掘力被り,破壊者

lッ く, 1;墳ではは陶棺の器が少量粉々にな

つて附近に散乱し身もこわれており,2号墳

では陶倍内が全くさらわれていて,しかも附

近住民の茶り鯛るkも の念々多く,之を放置

すれば日ならすして潰滅に踊するおそれがあ

つ/cので,大◆が破壌し去られたものとはい

え,僅かに残る部分なりとも記録保存する必

要を認めて,こ とさらに発掘することなく残

された部分のみを賃測調査モノたに過ぎない。
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構

1;墳においては,石室の僅かな残骸 (第
11図版中央)を 見るなか,凱にき部が治夫し

又身の一部も破壊されている陶協が一個存在

したのみであつたが ,これとて,原位置かど

うかは不明である。しかしその筐朽ヽな残骸か

ら察しても,必下に述べる2;墳 と類似 した

第 42図  第 2_号 矯 石 室 (Fig、 42)

図。)

本石室 (第42N及び第12図版中央)は ,そ
の長軸を,本墳の存する斜面 (こ の斜面は正

構造の石室が,同様な操作によつて管造され

たものである。之れに反して2ラ鎮において

は石室の縛造が,比較的によく残つていた。

本墳だ搭いては,細長なる石室内に,室の概

慮長軸上に,それらの長軸を一致させる如 く

二個の陶棺が相携して納められている (第42

南画し,その勾配は約÷である)の傾剣
に正しく治い ,員「ち正南に向け,内長径 6

m,内幅径 1・ 2岨 の長方形をなし,北及び
東 ,西の三壁を石で築き,現在南側のみを

開口している。石室の床は,:室内の二個の

陶伯のある部分は,斜面を水千に制つて床

となしているが,室内でこれより現在の開

口部寄りの部分は,前者と同
´
じ高さまで土

を剣面に水手に盛つて床としている。ゴヒの

壁は,底部の幅 1五,上縁は直線状で西に

傾斜し,高さ東端で1・ 2m,西端で0・ 6m,厚 さ

30cm程の一枚石,及びその画方下部の鋏損

Im

//

多よ―/´
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を補う1個の石とよりなる。東壁は 2個の陶

棺に対 jる部分のみ堅固に作られ ,そ こでは

最下部を 6f岡の幅 70cm,高さ40cm程度の石

で組み,その上部を何段かにわかつて,給小

型の石を以つて組んでいるが ,耳ヒ壁 に向 う

程 ,即ち傾斜面の高所に向う程 ,大きな石を

段数多く積んで張国に lノてある。二個の陶棺

に当する部分ふり南方では,壁を作る石も小

さく,組み方も極め、疎である。西壁は樹ね

8個の,東壁のよりも補小型の石を最下段と

し,東壁に活けるよりも補南方まで堅固に作

られており,叉上縁の高さが補低いことの他

は,束壁と大差はない。唯東壁のみは上方が

僅かに内力に向つて,軽い持ち途りを示して

いる。石の組み方から考えて,本石窒は横穴

式石室に属するものと考えられる。前記の通

り陶棺 2イ回の存する方員口ち北方と,現在の開

口部寄り,員「ち南方とでは,壁,床に破壊さ

れた現状から察するのではあるが,若千の差

異があり,北が張国にできていたろうことが

想像に難 くなく,徒つて北方が奥夕南方現在

の開口部が羨道入口であつたと思われる。こ

の入口には遊離した中型の石が 3個あつたの

みであるが,覺銭装置があつたのか,特別の

ものがなかつたのかは,現在確め難い。

本石室で夏に注目すべきことは、之が天丼

石をもたなかつたのではないかという疑ぃの

あることである。天丼石の一部と思われる石

は,石室おには勿論,墳の近傍にも全く見出

されず,附近住民が悉く通ひ去つたというこ

ともないらと′い。後世の破壊を考慮しなけれ

ばならぬとはいえ,東西雨壁の上縁が夫 著々

るしく¶i坦 さを鋏き,ユつ雨縁間に高低差少

なくなく,又奥壁上縁 も前記の通り甚だ斜め

でれること等から,天丼石は初めより設けら

れなかつたものとも疑ぇないではない。囚み

に國立津山療養所建設の際 ,ヽ同様に石室内に

陶陥を有する能万寺古墳洋がF/x壌 されたが ,

その時の近藤義農【の調査によれば,それら殆

ど全部の古墳が盗掘をうけてい/c― とはいえ ,

現状で天丼石をもつ ものは―基もなかつたと

い う。さて本石室に仮 りに天丼石がなかつた

としても,天丼をあけておいたとか ,或は自身

に計を有する陶棺であるからとて,棺に直接

に土を被せたとかぃうことは,いかにも考え

難 く,何れは天丼を基ёいだものであろうが

その際天丼は之をいかにしてふさぎ,又陶棺

をいかにして室内に納めたのであろうか。本

墳の如 く狭小にして,天丼石を設けなかつた

と
′
も考えられるものにF。―いては,天丼を基さ

いで窒を完成 して後に,妄道を通して棺 7df室

に納める代 りに,大き目な穴をうがつて,そ

こに陶棺をおき,その周囲に石壁を築き,そ

の_Lに木材等を架して,天丼をふさぎ,土を

盛つたものとも考えられないことはないが ,

勿論臆読に過ぎない。更に南北雨棺を同時に

納めたか,或は商棺は後に追加安置ёれたか

も考えられなばならぬが,これらは本域の如

き破壊をこうむつたものについては,その解

決の手掛 りさえも得られないのは当然で,こ

でゝはた ,ゞ陶構を有する横火式石室には ,

天丼石を用いなかつたものもあり得たかも知

れないとい う可能性を指摘するめに止め,今

後の調査に待つことにする。
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第2号墳南棺及び北精

第 ■ 図 版   祗園畝 1号及び

PL. 11

墳 ゴヒ 憎

第 1号 墳 陶 棺

2号墳陶棺発見状態



1そ墳陶棺は前記の如く,1相のみが単劉

に発見された。しかも当時鋭に謝は完全に破

壌亡夫し,身 も斜面ゅ低い択Jに向つていた一

端に大きな欠捐があり,棺内の土も完全に攪

乱をこうむつた跡を示して,諸の奉細な破片

が,格内土中種力の高さの所lrcぁった。相外

も,脚の下縁の高さにおいて,中央列南より

第 2番目のIlk「の近 くに極めて零細に壊れた一

個体に属するらしい,就部式上器の破壮数個

第 43図  2号 墳 石 室 平 面

の南端が室の西壁に近接 し過ぎている。調査

当時北龍内部の上は全 く排除されており,そ

の諾 も牛分以上を亡失してお り,南相内部の

上は古 く攪乱をうけた跡を示し,蓋の殆ど全

部を失つていた。後記する金環 3個 (第46国 )

はゴヒ棺内部から出土したものであるという。

2そ墳における遺物発見の状況は,右表と

(第43国)とで明瞭であろう。同一石室内l~C

ありながら,南棺に伴 う遺物が千疵 1個のみ

であるのに対して,北格にはかように多数の

遺物が件aて ぃることは,何等かの意義があ

るかも舞れないが,今俄かに決し難い。粘外

にある之等の遺物は,必ずしもすべてが石室

床面に整然と立ちならんで発見されたわljで

はないが,石室内えの水や泥の浸入によつて

顕倒したろうことが充分考えられるし,何れ

陶 柏 そ の 他 遺 物 の 酸 見 状 況

があつた他,社氏の高さの画では遺物を認め

なかつた。本陶血は現状では水千に置かれ方

向は正しく前に向つていて,斜面の傾斜より

は僅かに西に偏つている (第
41回 )。

2ラザi陶札は,(第43図 ,第11固版下右)2個

がSt記石室内に,縦に南ゴとに相接して列び,い

ずれも路水千をなす同じ床面上にある。
/1Hし

南権Iま ,北棺が室の中軸上に殆ど正しくある

のに対して,室の中軸を僅かに外れ,殊にそ

戦

図    (Fig.143)

に し́て も棺底下或は底外の石室床面にならべ

置いた萩葬者えの供物
・●あることは確かであ

る。
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い】
」物遺

陶 棺        ́  ヽ

1;暑陶憶 (第44図上,第 11図版下左)は

その苦亡失して,身について知るのみである

が,全長le83m夕 幅0・ 59m,糀身の高さ0・ 69

m,そのうち脚だけの高さ0。 15m,上縁の隆
起昔を含めての厚さ4,3cmで ,壁は四面とも

第 44図   陶
1本 ,正面に 6本の鉛直の同様な隆起件があ

つて先きの上下雨縁の隆起特間を結び,側 RT

影 2個の,I両を7個の区劃に分けられてい

る。しかしてこれら鉛直の隆起袢は漑は各脚

軸の延長上にあつて,棺身の張さを増すこと

に役立つている。身の内画は千坦且つ無文で

ある。身と訴とめ接合部は票に一文字で,何

等の装置はない。

峯垂直であるため,脚を除いた部分の相身は

H各々直方体をなしている。脚は 3行 6列 ,計

18本で ,中昼の円筒形をなし, 厚さ2cm,

表面に僅かに昂1毛自がある。身の外側面には

上下雨詠に沿つて全周をとりなく,幅 4cm,

高さlcm位の隆起昔がある他 ,側面中央に

棺      (Fig、 44)

2;敦北札 (第坐図下,第11図版上,第 12

図版上)は ,蓋の牛分及び袋 りの牟分のうち

の前者に接する部分を若干欠失と/ているが ,

暴 全々形を復尿し得るものであつ七,身の千

面影の雨端子よ円くはない拘ミ,所謂亀甲形の陶

粘で,全長1。 98m,幅 0・ 554,高さ1・ 13mで ,

身の正面壁は上方にゆく程内方に傾いている

ので,長軸に直交する横断面ではとすばなり
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PL. 12

北棺半身及び附近遺物発見状況

石室

下 金環及び丸玉

上
　
中

第 12 図 版 祗園畝2号墳石室・遺物出土状況及び遺物



一Ж

の形を塁し,身の上縁での幅は0,43mと なつ

ている。身の下底につく中基円筒状の脚は 3

行 6列 ,計18本 ,高さ22cm,表面は,へ らで

整形ёれ,刷毛目は見られない。脚の内面は

指又は掌をメて穫に撫でて整形した跡がゑら

れる。身の外狽」は,1号鎮棺と同様の,幅 5

噂
:監

|ミ〔〔こここここここ

'テ

房そ態′

第 45図   土  器
内方に僅かな隆起を もつている。身の内画は

全 く無文である。相身俣J面上部の中央垂直の

隆起伸が,■縁の隆起祥に交わる所に,直径
iCmの程の輪形の甲みがbるが, その意義
については,未だ考え及ばない。精蓋は長さ
1195m,幅 43cm,高 さ29c�;長軸に直交す
る横断面は僅かに左右相縛を欠いてぃるが ,

Cm,高さ 1℃伍の脚軸延長上にある縦の隆起

件及ひ上下雨縁をとりまぐ隆起牛があつて ,

棺身の強化を図つている。壁の厚さは上縁の

隆起特のある所で435cm,特あない所で3・ 5c

弾であり,隆起特に囲まれたE劃内は撫でて

整形ピた跡を示している。身の内面な上縁は

類       (Fig. 45)

効物線扶をなし,縦断面燃絞やかな低いかな

ぼこ形力なしている。苦外面には下稼全周及

び縦の相称前に治つた隆起伸があり,又識の

各牟分にはその横断面に沿つて4本の隆起昔

があつて,前二者の間をつないでいるこの 4

米の隆起伸は,粘身の場合と異う,脚軸の延

長上にあ冷とぃぅわけではなく〕又蓋の雨牛
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分の接合百iに接している歓にも設けられてヽヽ̀

る。統ゥ/1H瀬 liに治つた陸Rt・袢 rk,根↓可下縁

の隆起引子にまでは進することなく,側 1妍中央

にある 1個の突起に接 して経つている。か ゝ

る突起は側■,のみならす ,正 i「「においても,

隆起中によつてbLlまれた各圧劃に 1個宛訣け

られていて,その位置は該圧劃内で下方,且

つ詩の牛分毎にその林端の方に偏している。

これらの突起は直径4・ 5cm,高 さ5cm程の干]

筒形をなしている。帝の厚さは周辺隆IF昔の

ある所で4・ 5cmである。卦と身とめ援合面は

撃純な一文字である。

2号 墳南権は蒜を欠き,1ヒ精に比して高ё

低 く,幅廣く,形態は 1号技権に全く酷似し

ているので,詳細な記述は名略する。

陶棺はその大形なもの Iよ一般に身 ,蓋共に

中央にて,長軸に対して枝に切断して四つの

部分として燒き上げるのが普通であるが ,こ

の中央の切跡の方法を負るために,以_L三権

の各切断面を詳細に観察した所,質際に観察

できたのは,棺身に限られているが,二相共

明らかに整形後に切断されたものであつた。

切断面に見られるジグザグがつなに完全に噛

み合うのも当然のことである。 ジグザグは或

は意識 して之をつけたものかも■れないが ,

確かではない
°

その他の遺物

1号墳 lTh(訴)(第45図遊 1)rFb都式 , 棺

外で,棺底より高い面に遊離して発見された

もので , 口径 10・ 7cm, 高さ3・ 3cin,砂粒を多

く合み,表画の千滑さを欠くが ,燒成良好 ,

作 りは上等とはいえない。

1;壊鉄製品 前記杯と同様な状態で発見

された19個の小鉄片で ,何れもその断面が ,

大は縦 9mm,横 5mm,小 は縦 5 mm,横 4

lanl科度の //1iル をなす棒状のもので,いずれ

も小破片であり,E´つ接合し得ないため,そ

の全形及び用途を1佐定し得ないが,破片によ

つては直なるもの,直角に政がるもの,折 り

返とてあるもの,その先が愛に直角にながれ

るもの等があることは注目すべきである。

以下記載する2号墳出土各遺物 l~C冠した o

―ド字は,第45図に附と/た ものと一致してい

る。TRし (a)のみは圃を省略してある。

(り 千疵  朋部式 ,通高推定12d5cm,体

部の長さ13・5cm,体部はその高さに比 し,そ

の長さが大きい方である。日の一部に欠捐あ

り。燒成補良好,無文であり,釉が体部及び

口に極めて蒔 く吹島している。

(b,Cう 脚付撒 就部式,通高糧ね10・ 5むn,

口径9'7cm,石 窒床百_と ,棺底外にあつた器

の大部分 Bと ,1木の棺脚廃にみつたその破

片 Cと を撲含し得たもので,体部は水イをな

ёす,歪んで傾斜している。体●底部は丸く

て潰いが ,之に屈曲して接続する上部 tよ買直

で,上方に向つてすば雲つている。

(d)高 J不 湖部式,通高 8c14,'不 蔀の径

10cm,小型精巧であるが, 土質は砂粒を補

多量に含み′燒成もさはどよくない。ユ不部は

燒損じのためか水千よりと僅かF傾 き,2條
の沈線力有する。脚 lCは中央に 2條 ,下方に

1傑の沈線わる他,縦 より僅かに斜めlT_,2

cm程の 相連つた 2本の貫通した切込みが燒

成前に施されている。

(e)互R 祀部式, 通高8o7cm,体部の径
5,lc韓 ,画絲の径61lcm,秒粒力多く含み ,

表面千滑溶を久ぐが,燒成は良好,日 は漏斗

状に開 (ヽて いるが,上 ■ 程の所で段 を作

り大きく開いている。最も小型の器である。

体部上方 ,届の部分に貫通している孔の径は
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7 1ninで あり, IL1/D方向は器吐4直交せず ,

暴々水千である。

(f)高 JI 就部式,通高12cm,坪部の径

11.3cm,粘 大型のもの,比較的砂粒を多く合

み,千滑でないが,燒きしまつている。坪部

は著しく歪曲し,ために口縁及び 1條ある隆

起線が甚だ不規民Jな波状を呈している。

(g)高」Th 脱部式 ,通高9・ 5cln,〕不都の径

10cm,、 脚が大きく,チ 1部に 2條の沈線 , 杯

の中央及び下方に夫々 2條及び 1條の沈線が

ある。燒成よく,脚の下部は所力【精Iの吹出

しがある。

(h)高不 iln部式, 通高約12・ 5cm,」不部

の径 13・ 5cm,補大型の器で,上質は砂粒″多

く合むが, 燒成良難, ナ不部に 1條の沈線あ

り。1不郡は著しく歪出して,口縁は大きな波

状のうなりをもつている。燒成時の失敗によ

るものであろう。

(1)高サ不 硼部式, 通蔦12・ 5cm,,1ミ部の

径 13・ 8cm,本墳発見品中では最も大形の高

歩ドで,砂粒多量に混するも,燒成良好,脚部

に愛化なく,唯μ‖の上部にηi行 2沈線わるの

アXЭ

(j)台付
'‖

 就都式 ,通高15cm,体部の

径13cin,燒成袖不良,僅 |ゝに張つた属をもつ

体部に ,｀上方に向い僅かに開き且つ田縁部も

極めて健かに外反する所の,比載的長い筒形

の顕がつき,雨者の境界は,明かになつてい

る。体部の肩には,千行した 2沈線がみられ

る。台は比載的に大きい。

(k)千瓶 硼部式 , 通高14cm,体部の長

心15cm,体 の高さ小で,長さ大きな器 ,無支

にして,日 の附いている方と反対の側の,体

の_L方の大部分に,1條の沈線が施されてい

る。上牛は友白色,下4は就部式特有の色を

もち,焼成良好ではないが,体の上部には吹

出した釉の象」離した跡がある。

(1)J不  J群師, 口径18cin,「罰さ6 cHl, 厚さ

4mw,大形粗製の器であるが, 肉は比較的

薄 で,断 Fn~は蒲千たい,底から口縁に到るま

で緩やかな孤を書き,その間に角がない。勿

論無文である。

(m)千漑 硼部式,通高12cm,体部の長

さ■・6cm, 口縁の作る面が器の左右相称面

に対して直交せす,給傾いている。

(11)封1 土師, 木墳発見品申最大の上器

で,通高17cm,体径14cm,体は高さ低 く,

径大で ,蕪形をなし,之に極めて僅かに外反

するが,殆 ど買直といつてよい断面をもつ ,

漏斗状に上方の開いた顎がついている。体と

顕の境は器の表面で緩か及移行であるが,内

面では屈曲をな t′ており,体の底面への移行

は滑かで角がない。色は赤褐 ,全面にひ 割ゞ

れ聾だしく,無文 ,上質は僅かに砂粒を混え

ている。

(O)千瓶 就部式, 通高,体長共に13・ 5

cm,体の高さ大きな器で,絡厚手 ,燒成比較

的に良好である。

(p)高杯 祠部式 , 通高10cm,ITh部の径
9・ 7cln,ユ不部は 2條の平行沈線間に,多数の

縦に近いが,僅かに斜めの引き掻きを施し,

円〕の下方にも2條の平行沈線をつけている。

その他脚の前後雨面に上下に 2本の,細長な

縦の lllli壁 を貫過 k´ た孔をあけている。燒成良

好。

(q)千 漑  醗部式, 通高13・5cm,体部
の長さ13.5cm,荻白色,無文で燒成良好,H

縁の円形が歪んでいる。

(r)琵泉 硯部式, 通高13・ 5cm,体の届部

及び田部に各 1條の沈線あ り,燒成補良好。
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(S)小ル〕下(iえ )勝t部〕t, 高さlc“ 1,径

11こ nt,砂社を :多 く合み,表Ttti千滑ならず。

(t)高
'1｀

 l yt4L部 式,通 ェヽ概な10じ■1,ユィ
｀
部

の径11・ 5cllェ ,ナ不部 それ 由身には至曲がない

が,脚 との接続に歪みあり,ゴ不部患若る 1ノ く

傾斜せり。ナ下部下方に 1條の沈線を有す。

(u)高郭 就部式, 通高10。 7cm,郭の日

径9・ 8cln,,f(部には上方に千行 2沈線 ,下方

に 1沈線 ,I渕 :中央部に不行 2沈線あ り。本高

)不の脚は,本壌発見の他のすべての高
"ド

の脚

が,不部との附着部から直ちに下方に開いて

いるのに対し,該附着部からかなり下方まで

筒形を保つてから後に開いている。燒成良好

打鄭には釉の吹出しが見られ,文着千のひぴ

われがある。

(x,w,v)郷居・ (身 )閥部式,破片を接合し

て原形を復原した結果,径 19cm,高さ漑な

3・ 5cm,作 りはよくない。秒粒を多量に混じ

て,燒成また不良。

(y)郭 (身)硼認式, 径12・ 5cm,高ё
368o■ ,砂粒の混入多く,燒成亦不良。

(遊 2)怨  就部式, 2;墳 室内南寄 り
室の床面より高く,遊離して発見溶れたもの

で,蓋を有し,之をかぶせた時の通高6・8cm

径88cm, 体部は下方寄りに沈線 1條あり,

こゝ`い,武 1ヽ、 メ帥(が角を作つて ,llwlに移つて

おり,胴は_L方 にはかに開き,更に外反する

日縁にFlつているざ蓋都は断Fと「が中頃
・●″Jを

作つて凸出した二段の傾斜をなし,上部中央

に字と嘴状のつまみを附 し,「I.唇の内面から出

た張 り出しは,体部「1縁に嵌入する如 くなつ

ている。

金壌及ひ丸玉 (第46日及び第12岡版下)

金環は殆ど等しい 24岡 よりなり, 外径2・ 4

◎ 姥
cm,内径 1う 4

Canに して ,

之等は長径

9mm,短径

5 minの 1看

~3Cn   円形の断面

第46南 金環及玉 (Fig.46) を有する棒
を叩いてなるくしたものらしく,壌の一部に

2 mla■位の切目がある。材は金鋼に金イ薄 く

かぶせたものの様である。丸玉慮径Ⅲ2cm、

厚心lcmの作りのよくないもので,厚 さの

方向に内径 2m搬の穴を貫通している。穴は

一方の出口が廣 くえぐられている他は,内径

一定して美しくうがたれている。 色は 薄茶
色,石質は詳かにしていみい。
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(附)中宮第 1;墳出土人骨について

【内   容】

人 骨 出 土 の 状 況

第 1号 人 骨

性 及 び 年 齢

保   存   状   態

観 祭 及 び 討 測 事 項

第  2 号  人  骨

難中
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出上の状況

第 3章 中宮第 1号墳発掘調査報告中,石

室内遺物出王状況の項において述べ られた如

く,該墳後円部横穴式石室内で,一体の人骨

が発見された。この人骨は右壁より 30cm程

離れて,壁 と略ヵ千行に,右の上下肢が整然

とおかれ,又発掘作業中は勿論動かしはして

いないが ,古 く行われた攪乱の形跡を認め ,

現状では史壁よりとい程の所に下顎骨が見出

されたく第10図第 5図版右上 )。 既に全身骨格

の多くの部 //」kを失つているが,之が仰臥仲展

されたものであることは誤とりない。東なら

れた刀 3口 が,その右上陳に添つて置かれ ,

該上陵はそれを抱 く如き形をなしていた。人

骨は室内床画の発掘精査の時に,既に他の調

査者によつて,暑々その全貌を露呈されてお

り,本文の筆者はその後これを取二げたので

ある。

本人骨水洗中に一見,これと個体を異にす

る滴牙数本を発見した。従つて,前者を第 1

号,後者を第 2号入骨と稀することにする。

第 2号人骨は前記歯牙のみで,他の骨を件

わず ,その歯牙は第 1ラ人骨の下顎附近より

の探集包みの中にあつたもので,概ね該下顎

骨の附近にあつたものである。 1号人骨がそ

の右偵1上下腹の整然と残つているのに反し;

左保J_上下肢は,こ れに欠捐部多く,ユつ位置

の者Lれが見られたことから考えて ,第 2号人

骨は後から1;入骨の左側に,之に接してそ

の遺骸を安置盗れたもので,しかもその大部

力冷失 したものと推定し得るであろう。何れ

に lノても,発穏現場において,こ の湖牙を 1

号人骨と券別捺集し件なかつたことは,遺憾

(附)中 宙第 1号墳 出土 人骨につい て

・であるが,事情止むを得なかつたo

次に本石室内における遺物出上の状況を見

るに,刀を抱いた 1'人骨が右壁に治つて置

かれてあつたのに封して,之に封向する左壁

にないても,それに治つて,一方 ,同様な刀

1口 及びそれに続 く他の 1口 があり,且つイ也

方 ,前者より25cm程の所に ,こ れ と暴々千行

して,別に小さい刀 1口 及びその続きに,刀

子,夏にくつわ等があつて,之等雨者の間に

は,lo5m程の 長巷にわたつて,大きな遺物

の見られない部分がある (第 10図 ,第 5図版

右中)。 発掘者の言によれば,こ の部分には

点力と白い粉が存在したことを,詔めたとい

う。これら遺物の配置及びこの自粉から考え

て,X‐そらくこの基所にも人骨が存在 したも

のと想像しても誤とりないであろう。徒つて

実際の骨の遺残は探取 していないが,今 lPxり

にこれを第 3号人骨と稀して r.‐ く。

石室内のその他の部分においては,人骨の

存在した形跡は認められないので,本石室 rc

は 1乃至 3その三体の遺骸が埋葬されたもの

と想定ёれる。後に詳記する如 く,1;入 骨

はすL年の男性に属 L′ ,2号人骨は性は決 し難

いが九年齢は12～3才,童年第 3期に属する

ことが認められる。第 3;入骨について,直

接には勿論知るよしもない。さてこの三若閣

の関係はいかなるものであろうか。既記の如

く,2ラ人骨は,1;よ り後に葬られたもの

と老えられるが ,こ れは児童のこと故 ,こ と

さらに厚 く葬ることもなく,便宜室内の客所

に置かれたものではなかろうか。従つて重要

なことは 1;及Oi 3;間の関係であり,3ラ

に実際の遺骸のない烏 ,確言すべきではない
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が ,その遺骸を納めた木れ1等があつたとして ,

そC戸]囲に世いたろうとも考えられる所の ,

諮遺物の種類 ,そ の整燃たる配置 ,及びその

良好なる保存から想像をたくましくするなら

ば , 3う は同様に男性で,おそらくは壮年以

上のものに局し,■つ 1うより後に葬むられ

たものと推定される。 2その兄立を葬り置 く

に際しては,霰 りに左壁寄 りに充分な笙所が・

あるのに,こ とさらに 1そに隅れる如 く,或

はこれをこわす如くして置いたことは考え難

く,2号は 3;ょ りも後に,1,3う 間の基

所に便宜安置した ものと考えられる。要する

に 1乃至 3号の三者は,第 1,第 3,第 2の

順を追つて埋葬されたものであり,しかも何

等かの理由で ,そのうち最 も古い第 1ラのみ

が ,最 もよく保存されたものと推定してよい

のではなかろうか。各う人骨は,何れは極め

て近親音のものであろうが,3ラ人骨も男性

に屋したとするならば,2ラは兒萱故しばら

く論外として,本室に埋葬された二人の大入

が共に男性であつたことになる。一般に古域

時代後期における女性の社会的地位について

は若干の私見があるが,今盛それらに騎れる

ことなく,卑に本石室における事実,及びそ

れが可能ならしめる限りの想定のみ/af記すに

止めよう。衡本靖前芳部の竪穴式石室には人

骨の残存を認めなかつた。

第 1号人骨  男性壮年

性及び特徴。 頭骨片の厚さはさほどに大

ではないが,眉上隆起張く,歯牙補張大 ,四

腹骨は,骨端欠除して不明であるが ,骨体は

太 くして厚 く,筋肉附着の粗面大にして粗 *由

張く,男性に属するもの溢認められる。又歯

牙の咬耗は概なマルチンの 2度戎は 1度で ,

検し得た唯一つの縫合たる,冠状kび矢状縫

合のブレグゝ部にな着を全く認めす,壮年に

局するものと認められる。

保存状態 一般に保存甚だ不良であり,宿
朽笹だしぐ,古墳人骨特有心脆蒻さが著るし

い。零細な破片のみ多く,頭骨は殆ど復原し

得す,四政長骨も辛 うじて接合し得たのは,

骨体に限り,,端は何れも失われている。色

は骨片によつては友白で,これらは補堅級で

あるが,他のものは ,殊に体の右牛 ,刀に治

つていた部分のものは,茶禍色を呈 し,脆さ

甚だしく,表面に大小の鉄銹が附着して,張

いてこれを除こうとすれば骨片自身の象U離す

るもの多く,又植物体の分泌物によるもので

あろうか ,1)endritOn状の褐色の模様が縦横

についているものが多い。

頭骨として,そ の部位の明瞭なものは,前

頭骨の中正線に沿つた 4片 ,左 頭頂 骨前頭

角 ,同頭頂面の一部 ,左側頭骨関節結節の近

傍 ,右下顎体の司 よリコ に到る部 分等の各

破片で ,その他はい
。

'Sれ

も1千方糎未簡程度

の零hⅢ ,且つもろき破片少量であり,接合し

得ない。歯牙は下に丸力以て四んだものが存

している。

脊柱及び胸廓の骨は全くなく,上腹特を久き

上腕骨は左右共,上下骨端を欠損 し,右前腕

骨は1鶏骨尺骨共に上下端を失ぃ,左前腕骨は

なく,手骨患全くない。寛骨も存せず,大腿

骨患右のみ補長い骨体片のみ,左は短い骨体

片のみあり,睡骨及び勝骨は左骨体下方の痢ヽ

片のみあり,足骨を全く欠いている。

8⑦③ 5④ 32 12345③ c)8

12③④⑤678
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頭骨は前頭縫倉及び同鼻上遺残なく,前頭

骨前面の厚心5 min,頭頂骨前頭角の厚さ5・ 5

mm,下顎骨体は補張く,極めて機微の下販

睦起あり。歯牙は概ね薗根端が壊失しており

全長を計J咄 し得ない故,歯冠市Lにおける計測

値のみを梶イサ
す
る。但し旭長は,同 じ表に示す

咬耗でりiらかな通 り,咬耗の結果が表われて

いる。歯根の数 Iよ欠損の鶯 ,多41り 得ないもの

噺の度牛 +弟 鵠
冠 長持―+希 与ヽ指
斗 +詩 器
半 +器 鶏

幅

が多い。

5     6

希 裂・登'

鶉 器
哉7轡軽

詩 器
辞

８

止

ｉ

７
半

群
鰐
解
鉾

…

1~

:

1

t

下

冠  厚

咬 頭 数

腕 根 教

四政骨。上攪骨は右は鉄,郡付着して計測不

能 ,■の'E'体祓片について,その中央の下:さ

を打げと1ッて,骨体中央iえ大仔 221rllll,同 itア Iヽ

径1714nl,同 断西i示教77を4,中央lB径 じ()1ユ 1■

の値を辛 うじて計i(1し 得た。現代日本人【比

し,補 守偏千であるが ,石器時代人の扁4iに

は逮 く及ばないものであるε

尺 '拷・患右について,前後径12inin,校径
“

ml■ ,断 i耳示歓75を得た@

|え骨は同じくなについて ,骨体横任16,同夫

状径13mm,断面示数は8it3である。

大腿骨よ骨体中央を右について推定し/て ,

その矢献怒28ェnm横径24mm,断面示教85,7

中央周径82mm,を測つた。粗 }造線張きも,

柱状の程度は著る lノ くない。

睡骨及びHJP骨の中央諸径は計測不可能で ,

又特記すべきことはない。

翔

曲牙のみでセ)つて,次表中九を以て瞬1みた

る10卜のみが裸取された。すべて永久由で ,

保存常るしく不良 ,菖根つ界々存するものは

軒 のみで,他ヤkいづれフも悔根を夫い,.殊に

g斑 百 7iは象牙質を全 く失つて尊にエ

ナメル質の小となつてモヽる。 全体に小形 ,

織翡でた,り ,咬耗は殆 ど見られ
',激
なマル

チンの O渡であリフ僅かに第一大田歯 ,犬商

等 こヽ軽度の,具 ]ちマルチ ンの 1度のものがみ

らftる。性 は決し難いが ,年船は重年第二

期 ,(わ しくは十二 ,こ才【局するものと認め

られる。大日蛮における咬頭数は,左 (4,4,

7)右 (?4?う でぁる。雲 にはカラベ リ～

氏結節を見す,又該当の歯がなぃので臼芽結

節 ,日後結師の有無はわからない。歯冠部の

計沢1値

'よ

次表の通 りである

焉 遍 万
1

キ キ 學十 ■

H13
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PREFACE

Thtts report cOntains the results Of Our study on the tombs at Sarayama, near
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TSuyama city. A■ the results, however, have been arrangcd and systtmatized

by Y. Kondo and T. Nakashima in the present form nO覇「 pubttshed.
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to us during our invesdgation.

HIROSEI NEGISHI,M.D.
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Okayama, February,  1952.
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RESUME OF

A STUDY OF THE TOMBS AT SARAYAMA,NEAR TSUYAMA

CITY,IN THE PROVINCE OF MIMASAKA

CHAHER I ttRAYAMA TOMBS

Sarayama tOnbs which we here 悦℃at is a name given tO a group Of tombs con‐

sttucted at the footp On the siopes, and upOn the ridges Of the mountains rising

300 0r 400 mettes fiOni the narrow level ground in the southぃ western part of

Tsuyama Bash in the pro� nce Of Mimaミ aka(Fig。 1)。 As a result ttf our inves‐

tigations, we have found 168 ancient tOmbs in this region. According to their

feamres, these tOmbs may bc classified intO fOur groups― ―Kannabi, Sagayamap
Takahachi, and Ohira――and fllrther subdttvided int0 13 0r 14 sttaller groupS

(Fig。 2). Together with Kawanabe TOmbs in the south‐ westtrn part of the Ba‐

sinp and with SO,a TOmbs in the northen part Of the basin, Sarayaltt Tombsp

cons償倣
|二
五g``ancicnt tombs of Tsuyama Basin'',are goOd materitt for archaco‐

logical smdies.It is clear that Tsuyarna Basitt cOnttining the ruins Of Kokubun,i

Temple(esttblshed in the 8th cenmry A.D。 )and the site of Kokufu of Mi‐
masaka Province (officc of local government in ancient Japan) as We■  as the

site of Sarayama TOmbs, has always been the centte of the provincc of Mi‐

masaka.

Built in ancient daysp When agriculture was the basic prod■ ction, the strucmre

of the nulfnerous tombs in the mountaineous tegiOn suggests the characterisics of

state authority ttn ancient Japan and of its sicceedittg history.

Before the appearance of these tombs, the ttrraces around Tsuyama]Basin】 aust

have been used fOr huttn habitation since stone implernents and potteries belonging

to the Fo」 0ゲ a.ge have been discЬ vered there as wen aS in sarayama region.

Of the many important aspectt of the smdy of sarayam To“ bs, ve here are

inttresttd in the consttuctors of the tOmbse What can be told by the presence of

numerous tombs in a very cOnfined region? WhO were their consttuctorsP It is

(7)



easy to say that they were the rraristocracy'' Or the ll powerful fanll■ es'', as

ntany authors have told us. But this ansttrer does not satisfy us.  By theiF arran‐

gement in chronological order, it is known that over 90亥 う 。f the tOmbs in Sa‐

rayama bc10ng to the late period of ancient tombs, and thought tO have been built

in and after the 6th  century  A. D.)and thc tOmbs cOnsttucted priOr to the 6th

Century A. Do cOnstitute 私/ithin 10夕あ Of an extant。  再ve think that the Sarayama

Tombs and those in other part of 
“
Tsuyama Basin" do not show the decrease

and thc increage in population Or the changcs in social custOms, but they れdica俺

the proccss through which thc political society had been formed and the changes

in the cOnstitution of coFlaihunities.

The late period in the chronology of 」apaneSC ancient tombs has been supposed‐

to be bet、 vcen thc 6th century and the rst half of the 8th century A. D. Accord‐

ingty, in Sarayama, 140 0r 150 tOmbs 、ァere constructtd during these 200 0r 250

years. The cOnstructions were very frequent. BeSides, we must not forget that

usually 2 0r 3る odics were b■lried in a tomb or a chamber. One cOrridor chamber

of ordinary sizc in Sarayarra, however, contained teven earthen coffins. Thus, it

can be reasOnably estimated that 300 。r 450 rertOns Of positions high enough to

be buried in mound tombs died during about 200 years or 250 years. A remarkable

number of FF ariStocrats" or r`,owerfuls" were inhabitants of Sarayama.

The ancient comlnunities in Japan, since the adoptation Of agriculture in the 2nd or

the 3rd Crentury, ]B.C。 ,rapidly deve10「 cd potttical and gOcial class characteristics,

The facts in Sarayama above mentioned reflect the histOrichl process Of constitu‐

tional developltaent in the cOnlmunities. In the sttp Of the developntent of co■ 1=nu…

nitたs(before the late periOd)when the whole sOciety was not put down under

the perfect cOntr。 1 。f the slavery, the first sOcial relation of classes, in spite of

the appearence of the opposition of classcs, indiVidualisェ粗 WaS nOt a characttristic

of the peOple: individuansm was embodied in ``hcroes'' as representatives or

tr chieftains" at the head Of the coHllnllnitics. During and after the 6th cen‐

tury A. D. cach community (house community)diSintegrattd into several

family conaIInuhities Ⅵ江th patriarchs as po、 verful leaders.  It is right and prOper

that thrOugh this process Of disintegraion,  diffcrencc in rank resulted among

the patriarChal conlmllnitieso Such patriarchal cOn〕 Inunitics as gre、 v in Sるだayama,

must have arised in this histOrical pattcln. 「fhe fact that tOmbs during the

late period are sman in size and of siェ狙ilar :ypc,  cOmpared Ⅵ嵐th the tombs

belonging to the とarlier period which are gcnerally great in size and of strong

individuaity, may be a result of thc patriarchJ SOCial patttrn describcd herc. The

sudden increase in number and the general recruction in size win be underStood, if
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we think it tO be a phenomenOn reflecting the above c6nditions.

Finatty, 、ve can folow the right path of studies On~the tombs only through a

comprehension of the changing social characterisics Of their constructors.

A.

CHAPTER II

NAKAMIYA I TOMB

Situattd on the northwestern slope in a secion known as Fukuda) sOuth of

Sarayama,  Nakanllya I Tomb has retained nearly its Original fOrm. The shape

belongs to the characteristic mound type in Japan knOwn as F`square frOnt and

Round back″ . But the F`squarc front" r3diaing from the “ROund back" in tl■ e

south directiOn is to flat and httle that rCOple often call this the scanOp‐ Lke type

with the bage, as measured frona the extreme end of `l Square frontル  to the 
“
Ro‐

und back'', being about 23 metres long, and the height Of the round part abOut

5 metres, this tomb is the one of the ttrgest in the 、vhOle group Of Sareyarna

(Pl・ l and Fig.3,4,5).

A number of力 切η】切a cylinders(mortulry objects Of the drain pipe‐ li*e type)
were discOvered 20 0r 30 cm. under ground around tllc circular mound. These

are identical to thOさ e found in niany other parts of Japan, but rather small in size

(Pl.2 and ng。 6).TwO Stone chambersラ one at the、 middに Of the 
“
Rollnd

back'' and the other at the Ft square frOnt", were foundi the former is the large

and laassive onc oi corridOr type with its bOttOni at the depth Of 330 cnl. Or 340

cm.below the surface and tlle.latttr,the smallp Shallow pit type(Pls.3,4 and

Figs.7p8).

In c6ntrast to the discovery of Only two dish type earthenwares in the pit type

SiOne ChamLher,we found varieties bf preciOus funera1 0b,CCtS in the corridor type

chamber――many earthenwaFes (y%",乃 ワ potteries and Ha,i pOtteies), iron
objects, bと ass and so fOrth(Pl.5 and Fig.10)。  Amottg the carhenwares

which occupied half― Of the finds, we fOund twO things of particular inttresti thё

grand dish with iOng and firm sta4d upOn which 、、′ere placed three pOts One over

another, discOvered at the noth■ vesttrn corner of the chicf chal■ aber(Fig. 9),

and the remains Of the offering to the dead found in disl■ es with lids (Pl・ 6).
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The appearence of the fOrmer is unparalleled in Japan,but similar ittms have

been found in ancient tombs in the southern part of Korett The latttr may be

ilxlportant material fOr the study the offering tO the dcad in ancient Japan.

WVe Shollld hkc tO add that hOrsc equipmcttt and trapptngs, weap。 五s Of war, an

iron ax,big and square nails,chiscls,bi,Ou and others lvere discoverett showing

the instructive arrangement.(Pl.7 and Figs。 11ぃ-34).

Fina■y this tomb 、vas presumed to have been cOnstructed in about the 6th cen

try A. D. judging from the shape of moundsp the structure of chambers, and

the remains.

B.  MONNOYAMA I TOMB

Situated ncar the extrenaity of the ligulate terrace west of Mt. Kannabi, which

fronts On the Basin Of Tsuyama, is A/fOnnoyama I Tomb, aCtuany a collection of

neighbouring tombg. This tcmb is gnlall and flat in the structure, and curiously

penぬgOnal in shape (Pl・  8 and Figs。  35,36). By uhearthing, 歳e discovered
the stOne covering,  lying abOut 20 t0 50 cme below the surface, on the slope

of the mttund and three stOne coffins of silmple make On the flat tOp i the fOrmさ r

consisting of nuFlterOus cObble‐ and Opplit‐stOnes(Pls1 9,10)。  The three coffins

commonly ttmed F`cist''vary二 4 SiZe, but are almost similarね structlrc(Figs.
37p38,39)。

COntrary to expectadon,no funeral objects as weH as nO ashes were fonnd in

them except several small fragrnents Of unglazed potttrics on its outside(Fig.40).

C.  GION‐ URE I AND II TOMBS

Thege are simated On the gently sloう ing Southern side of Wft. Sagayama, com‐

Inanding a very ine view (Fig. 41). BOth GiOn‐ une l and GiOn‐ une II, with

17 metres between thena, had already beett denlohshed befδ re we surveyed.

Especia■ y, in GiOnぃ unc l tOinb the demolition was ex4austive, so the insignificant

ruins of the cOrridOr chamber, the destroyed unglazed earthen coffin, and diSh

type Oarthenware were an we fotxnd(Pl. ■ ).
III GiOn‐ une II TOmb we unearthed a settii‐ desttOyed stOne chambcr in the

(10)
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nllddle and tttro unglazed earthen cOffinS in it, at the foot Of which many eartl■ en‐

wares were found(PIS・ 11,1名 and ngS.4Ъ 43,45).of the two coffins,the

southern one had been denionshed in to fragments,  and the northern was partly

destroycd. A■ the coffinsp bOth in l and lr, are ungiazed and orange colored of

the so‐ ca■ed tortoise carapace type,si� 瞬 to/thOse wttich have been gと 碇rtty
found in the'tombs of Sarayama and other parts Of the Province of Mimasaka

(ng.44).In addition,go餡 en ear‐rings and a bead shown in PI.12 and Fig.46

were the■ nds before our investigation.

The tombs containing the earthen coffin of this kind are cOncluded to be new in

chronological order of the ancient tombs in Japano  Accordingly,  ■ve tty here

pksume that these tomも s be10ntt tO the second half of the 7th centurテ A.D。

resu■led by 70sカケ角9 FOハDD0

Anthropological and Archacological Senlinar,

Deptartrnent of AnatOmy,Medical Schoolp

Ottyalma University.
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